
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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これまでのあらすじ




　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリ──そのゲームにおいて坂さか本もと拓たく真まは、圧倒的な強さと雰囲気のある演技ロールプレイにより『魔王』と呼ばれていた。

　ある日、拓真はゲームそっくりの異世界に召喚される。

　目を覚ますと、豹ひよう人じん族ぞくの少女レムと、エルフの少女シェラが〝召喚主は自分だ〟と言い争っていた。

　拓真は優秀なゲーマーだが、コミュニケーション能力は絶無だ。素で女性と話すことができず、ゲーム内でやっていたように魔王の演技ロールプレイをする。

「くだらん争いはやめるがいい。貴様らは今、ディアヴロの前にいるのだぞ」




　エルフの宗主国グリーンウッドのキイラ王子が、妹シェラを連れ戻そうとする。

　ディアヴロは秘宝の召喚獣フオースヒユドラを撃破し、ファルトラ市の領主ガルフォードとも戦い、シェラを守り抜くのだった。

　魔族の儀式により、レムから魔王クレブスクルムを取り出す。復活したのは、なんとビスケット大好きな幼女だった!?　クルムと名付ける。

　しばらくは平穏な日々を過ごすが……国家騎士アリシアの裏切りにより、クルムが魔王として覚醒して大暴れしてしまう。なんとか落ち着かせたディアヴロは、もう暴れないという約束の証として、クルムに《奴隷魔術》をかけるのだった。




　大だい主しゆ神しん官かんルマキーナを助ける。そのために、自作ダンジョンを攻略したディアヴロは、グラスウォーカーのホルンや魔導機マギマテイツクメイドのロゼを仲間にし、無数の武具も手に入れた。

　王都の大教会から、腐敗した《枢すう教きよう院いん》を一掃する。

《盗賊シーフ》として活躍したホルンだが、魔術師に憧れ、魔術学院に入学するのだった。




　エルフ王（シェラの父親）が崩御した。祖国へ戻ったシェラは、望まぬ結婚を迫られてしまう。それを阻止したディアヴロは、なんとシェラと結婚することに!?

　彼女に《結婚指輪マリツジリング》を渡し、グリーンウッド王に即位するのだった。

　ディアヴロは次なる強敵《大魔王モディナラーム》と戦い、これを粉砕する。そして、囚われていたレムを救出するとき、彼女にも《結婚指輪マリツジリング》を渡すのだった。




　英雄的な活躍は、リフェリア王ダルーシュにも届いてしまう。登城の命令から逃げ回るディアヴロだったが、観念して謁見の間へ。

　王城で待っていたのは、賞しよう讃さんではなく嫌疑の目だった。仕方なく、自分と仲間たちの身の安全のために、冒険者として王の依頼を受ける。

　南方新地カリュティア──そこはレムの故郷であり、彼女の実家はガド一門と呼ばれる武闘家の集団だった。ディアヴロはレムの叔母ソラミに翻弄される。

「自信を持っていいですよ、間違いなく魔王なみです。圧倒的な強者ですよ♥」

　輝き光こうの特訓を受けるのだった。

　王のクエストは野獣退治で、討伐対象はコボルトたちだ。いわゆる獣人であり、人ひと族ぞくと会話はできない。そのはずなのに、なんとディアヴロは彼らと会話することができた。

　遭難しかけたところを助けられて食事と寝床まで用意してもらい、コボルトたちに恩を受けてしまう。彼らの暮らしを守りたいと考えるのだが……

　カリュティア領主は一顧だにしてくれなかった。

　とうとう、ディアヴロはリフェリア王国軍と対立してしまう。

　王宮騎士ゲイバルトと再戦するレムとシェラだったが、実力差はむしろ開いていた。レムは前にクルムから貰もらっていた《魔王の牙》を使い、疑似魔王と化す。圧倒的な戦闘力でゲイバルトを撃退するのだった。

　力を使い果たして昏こん睡すいするレムを見守りながら、シェラがディアヴロに問うてくる。

「あたし、見ちゃったんだけど。夜に、庭で……ソラミさんと…………してた、こと」





プロローグ




　リフェリア王国東部国境──

　谷底に伸びる街道を塞ぐように、巨大な城壁を備えた砦とりでが築かれていた。

　西方の城塞都市ファルトラに並ぶと評される、東の要衝だ。幾度もの戦いで、隣国や魔物の侵攻を防いできた。

　名をケンストーンという。

　いつもは交易のために開かれている鋼鉄の城門が、今日は固く閉ざされていた。

　城壁の上には、普段の何倍もの数の兵士たちが、緊張した面持ちで槍やりや弓を手にしている。

　その視線の先には、緋ひ色いろの旗が靡なびいていた。

　異国の戦旗だ。

　鋼はがねの鎧よろいに身を包んだ兵士たちが、整然と並んでいた。その立ち姿を見ただけでも、相当の練度であることが窺うかがい知れる。

　城塞都市ケンストーンの駐留軍司令官──クウダニス中将は口くち髭ひげを揺らして言う。

「あれが、ゲルメド帝国か」

　海を渡った先にあり、魔導の進んだ国である、と報告を受けていた。すでに間にあった国は降伏しており、帝国軍は余勢を駆って侵攻してきたらしい。

　リフェリア王国の兵たちが、ざわつく。

　帝国軍の隊列から、たった一人だけで城へと歩いてくる者がいた。ずいぶん小柄だ。

　クウダニスは睨にらみつける。

「なんだ、子供？　使者なのか？」

　歴戦の司令官の問わず語りに、言葉を返す部下はいなかった。

　その小柄な者は、目鼻がわかるくらいまで近付いてくると、目深に被っていたフードを後ろへ下ろした。

　銀色の長髪が、ばらけて広がる。

　少女だった。

　青い瞳に、褐色の肌の、美しい少女だ。

　ローブを脱ぐ。

　戦場に似つかわしくないほど布が少ない衣装で、胸のふくらみは大きすぎず小さすぎず。ふとももは肉感的だった。腰に長剣を吊つっている。

　狐きつねのような三角の尖とがった耳が頭にあった。

　太い尾もある。

　おそらく、コボルトだ。リフェリア王国では野獣として扱われ、人ひと族ぞくには数えられていない。

　帝国軍は使者に女の獣を使うのか──と思ったが、そうではなかった。

　彼女が腰から片刃剣を抜き放つ。

「私はゲルメド帝国軍兵団長アイラ・アルジャーナである！」

　まだ幼さの残る顔つきに似合わず、堂々とした口調だった。そして、その言葉が本当ならば、少女は侵略軍の指揮官に他ならない。

　彼女が剣を振り上げた。

「リフェリア王国の将兵に告ぐ──我が軍勢の前に、汝なんじらの抵抗は無意味である！　私は無益な流血を望まない。ただちに降伏し、開門せよ！」

　なんと、指揮官が自ら降伏勧告に来たとは。

　そのうえ、指揮官が女でコボルトとは！

　リフェリア王国軍の常識からは、あまりに逸脱していた。

　ぶわっ！　と兵たちから笑いが起きる。

「女で！　コボルトが！　指揮官！　ひゃひゃひゃ！」

　緊張で張り詰めていたせいか、いつになく笑い声は大きかった。

　リフェリア王国は人間ヒユーマン至上主義で、男尊女卑も根強い。

　腕の細い少女に率いられた帝国軍など、強いはずがない──そんな空気が広まった。

　司令官クウダニスも鼻で笑う。

　──帝国、恐るるに足らず。

　嘲笑など聞こえていないかのように、狐きつね耳みみの指揮官アイラは言葉を続ける。

「汝らの魔導は百年の過去にあり、我が帝国の前には無力である！　鉄の剣を振るがごとき前時代的な戦しか知らぬ者たちよ、無意味な抵抗をやめよ。降伏するならば、兵と民の安全は保証しよう。刃向えば容赦はしない！」

「狐風情が、吠ほえよる」

　クウダニスは重い声でうなった。

　かつては勇者アレンと並び立って、魔王軍と戦ったこともある英雄だ。自信と誇りがあった。

　斧槍ハルバード使いとしては、王国に並ぶ者なしを自認している。西の城塞都市ファルトラを任されているガルフォードとは〝王国の双璧〟と讃たたえられていた。

　クウダニスは厳かに命じる。

「望みどおり開門してやれ。ただし、降伏などせぬがな。あの馬鹿げた妄想に憑つかれた小娘に、本物の戦を教えてやるがいい！」

「うおおおおおッ!!」

　ケンストーン城塞の兵たちが雄叫びをあげた。

　丸太で組まれた開閉輪が大勢の兵によって回される。ジャリジャリと太い鎖が巻き取られた。頑強な城門が、ゆっくり開かれる。

　アイラは目を見開く。

　その瞳に、失望の色を浮かべた。

「応戦か……やはり一度は戦わねばならないのか……」

　開かれた城門から、リフェリア王国軍の騎兵たちが突撃する。

　そのときには、クウダニスは精鋭を第二陣として用意させていた。指揮官としての経験も豊富だ。

　──敵将を討ち果たしたならば、敵軍は激げき昂こうして突撃してくるか？　あるいは、戦意喪失して撤退するか？

　いずれにせよ、主力を出して勝利を決定づける好機になる。そのはずだった。

　第一陣の騎兵団が突撃する。

「うおおおおおおおッ!!」

　その先にいるのは、細腕の少女が一人きり。

　少しくらい腕の立つ剣士だろうと、まともな戦いにはならない。そのはずだった。

　アイラが口惜しそうに奥歯を嚙かんだ。

　手にした剣を空へ突き上げる。

「来い……魔導機兵マギマテイツクソルアルジャノスッ!!」

　彼女の背後の空間が歪ゆがむ。

　見えている景色が波打ちはじめ、その波が大きくなる。何もなかったはずの空間から、巨大な手が現れた。

　鎧よろいを身に着けたような鋼鉄の手だった。

　さらに、頭が出て、上半身も。

　忽こつ然ぜんと出現したのは、巨人のような大きさの鎧だった。外殻は銀色に塗られている。

　──あれは何だ!?

　リフェリア王国の将兵は動揺するが、駆ける騎兵たちが止まることはなかった。相手が何者であれ、自分たちは必勝だと信じている。たとえ相手が大型魔獣だろうと、高レベル騎兵による《騎兵槍突撃ランスチヤージ》は有効なのだ。

　アイラの身体が、その背後に現れた鋼はがね鎧よろいへ吸い寄せられるように、ふわりと浮かび上がった。

　彼女はキュッと目を閉じる。

「神コ経ネ接ク合ト……!!」

　直後──

　鋼はがね鎧よろいの胸部が、左右に開いた。

　その中から、ブバッ！　と音がするほどの勢いで無数の触手が噴き出してくる。内臓によく似た色の触手が、薄着のアイラの四肢に絡みつく。

　びちゃり、と湿った音がした。

　細い腰に巻きついて服の下にまで入ってしまう。閉じていた両脚を左右へ引くと、アイラの股を強引に開かせた。

　彼女は背筋を震わせ、歯を食いしばる。

「んくッ」

　長い触手が、彼女の股間を後ろから前へと滑るように擦りあげた。

「あ、ああああぁぁ……」

　触手の先端が、桜色の唇にぶつかる。固く閉じた唇を押し広げ、強引にアイラの中へと侵入してきた。

「はんぐ……んんう……ッ」

　体内へと入った触手の先端から、白黄色の粘糸が吐き出される。

　極めて細い糸が、アイラの神経に絡み、身体の隅々まで広がっていった。やがて脳にまで達する。

　その光景は、まるで巨大な鎧によって少女が捕食されているかのように見えた。

　アイラが吞のみこまれる。

　異様な出来事だったが、それでもリフェリア王国軍の騎兵は止まらなかった。

　むしろ、加速する。

　魔導機兵マギマテイツクソルアルジャノス──そう呼ばれた鋼はがね鎧よろいの胸部が閉じる。挟まれて千切れた何本かの触手が、白い粘糸を吐きながら地面に落ちた。

　アルジャノスの双そう眸ぼうに、青白い輝きが灯る。

『フゥゥゥゥ……』

　銀色の鎧は息を吐いた。

　外殻の隙間から見える関節部分にも、青白い光が伝わっていく。見る者が見れば、それが魔力の輝きであることがわかっただろう。





†






　リフェリア王国軍の騎兵たちが、渾こん身しんの刺突を放つ。

「せいやあああッ!!」

　たとえ、自分たちの倍はあるであろう巨人でも、この攻撃は心臓を貫く。それほどの威力のはずだった。

　甲高い金属音が響きわたる。

　魔術付与した馬ラ兵ン槍スの穂先が、アルジャノスの外殻にはじかれた。

　騎士が驚きよう愕がくに目を見開く。

「なんだとぉぉぉぉ!?」

『ウオオオオオオオオオオオオオッ！』

　アルジャノスが手を振り上げる。

　次の瞬間、何もない空間から今度は剣が現れた。人の身の丈よりも長いくらいの大きな片刃剣だ。

　アイラの手にしていた片刃剣と、大きさはまったく違うが、形はほぼ同じだった。

　その柄を鋼の手が摑つかむ。

　振り下ろす。

　リフェリア王国軍の精鋭たる騎兵が──

　人も馬も、真っ二つになった。

　大量の血が大地に飛び散る。

　アルジャノスが片刃剣を振るたびに、リフェリア王国の騎兵たちが宙を舞い、肉片と化して、数を減らした。

　騎士たちは巨大な敵を包囲して、その背後から攻撃を試みる。

　しかし、魔術付与された騎ラ兵ン槍スですら、相手には傷一つつけることができなかった。

　刃が鎧よろいに届く直前、不可視の壁に遮られ、はじかれてしまうのだ。

　アルジャノスの剣が青白い輝きを放つ。

『ハアアアアッ!!』

　ただでさえ圧倒的な威力の斬撃が、さらに強化された。そのうえ速度まで上がる。近付く者は全て死んでいく。

　戦場は、リフェリア騎兵の死体で舗装された。

　圧倒的！

　その頃になって、戦いの場に辿たどり着いた者がいる──炎の紋章を刻んだ全身鎧を着ていた。

「俺の部下たちを……やってくれたな、化物めが……!!」

　黄金の斧槍ハルバードを手にした将軍──クウダニスだった。

　返り血に濡ぬれたアルジャノスと、対たい峙じする。

　リフェリア王国の兵たちが威勢を取り戻して、城壁の上から叫ぶ。

「クウダニス！　クウダニス！　クウダニス！」

　張り合うように、ゲルメド帝国の兵たちも声をあげはじめた。

「アイラ様に勝利あれバステーニヤ・ラ・アイラマ！　アイラ様に勝利あれバステーニヤ・ラ・アイラマ！」

　鋼はがね鎧よろいの胸部から、くぐもった少女の声がこぼれてくる。

『──汝なんじらの武器では、魔導機兵マギマテイツクソルの障壁は破れまい。これでは〝戦い〟とすら呼べないだろう。降伏するがいい』

　どうやら、アイラは鎧に喰くわれたわけではなく、この鋼鎧を装着し、操っているらしい。

　恐るべき魔術だった。

　クウダニスは内心で驚嘆する。

　──これが魔導か。

　百年の差があるという言葉は、誇張ではないかもしれない。

　しかし、クウダニスは退かなかった。

　斧槍ハルバードを構える。

「侮るなよ、小娘……我らリフェリア王国軍は、幾度となく魔王軍と戦ってきた。通常の武器が通じないくらいで、怯ひるむことはない」

『ゲルメド帝国にも魔王が現れたことはある……さほど脅威ではなかった』

「虚こ仮け威おどしを」

『神が魔王と拮きつ抗こうしていたというのなら、帝国の魔導は神を超えてしまったのかもしれないな。私は神など見たこともないが』

「不遜な。その思い上がった性根……天上で叩たたき直してもらうがいい」

『斧槍などという前時代的な武器で、この魔導機兵マギマテイツクソルに挑もうとは……思い上がっているのはどちらか』

　アイラがため息をつき、言葉を切った。

　アルジャノスが片刃剣を振り上げる。

　クウダニスは構えを変えない。

　身の丈よりも巨大な片刃剣が、頭上から降ってきた。

　刃を、彼は黄金の斧槍で受け止める。

　受けた武器ごと真っ二つ──とアイラも帝国の兵たちも予想していた。

　ところが、無骨な容姿からは想像できない流麗な動きで、クウダニスは刃を受け流す。それで止まることはなく、さらに斧槍を旋回させる。

　穂先から、炎が噴き出した。

　回転の動きから、鋭い突きを繰り出す。

　アルジャノスの胸甲を狙った。

　またも、鎧よろいに届くことなく障壁ではじかれる──という予想も覆される。

　黄金の斧槍が、アルジャノスの胸甲を貫いた。銀色の外殻が砕け、破片が飛び散る。

　アルジャノスが後ずさりした。

『まさか、障壁を貫いた……だと!?』

　クウダニスは斧槍を引いて、再び構えを取る。

「武技《火か円えん螺ら旋せん槍そう》──受けた攻撃をそのまま返す技だ。自分の攻撃を自分で受けた気分はどうだ？」

『そのような技があるとは……驚かされたのは事実だが、不意打ちで仕留め損なったのは失策だな。その斧槍で受け流さねば使えぬ技だろう』

「フッ……」

　唇の端を歪ゆがめた。

　アイラの言うとおり、仕留め損なったのは痛手だ。槍やりが刺さった瞬間に、アルジャノスが身を引いた。そのぶん刺突が浅くなってしまった。

　クウダニスは見誤っていたことを悟る。

　──素晴らしい反応だ……魔導機兵マギマテイツクソルとやらの性能だけではなく、中の小娘の実力も相当だな。

　睨にらみ合った。

　アイラとて迂う闊かつには攻撃できない。斧槍で受け流されたら、また反撃を受ける。慎重になり、アルジャノスは片刃剣を構えたまま動きを止めた。

　クウダニスが仕掛ける。

　動くと思わせて待ち、待つと思わせて動く──彼は歴戦の猛者だった。

　しかし、アイラも場数は踏んでいる。慌てて剣を振るような無様な対応はしなかった。

　クウダニスの攻撃を左腕で防ぐ。斧槍ハルバードで受けられない隙を狙っていた。

　ところが、斧槍の穂先が光を放つ。

「武技《破は邪じや咆ほう閃せん》ッ!!」

　アルジャノスの外殻が砕け散った。

　巨大な左腕が落ちる。

『なんで!?』

　アイラは初めて甲高い声をあげた。

　クウダニスが破顔する。

「覚えておけ、小娘！　絶対防御を貫くくらいは、ほんの基本だ！　あらゆる防備を貫通する攻撃を使えるようになって、ようやく戦力として数に入る──そういう戦場があるのだ！」

『魔導器もなしに障壁を……どっちが化物か』

「遅いッ!!」

　追撃を放った。

　アルジャノスが間合いを取る。

　逃がさず、今度は脇腹をえぐった。

　銀色の破片が飛ぶ。

　鋼こう鎧よろいの損傷箇所から、血のような真っ赤な液体がこぼれ落ちる。臭いは血ではなく、硫黄と油だった。

　肉薄するクウダニスを振り払うように、アルジャノスが片刃剣を薙なぐ。その一撃を、斧槍で受け流した。

「受けに回ると雑だな、小娘!?　強敵と相対した経験の不足が、貴様の敗因だ」

《火か円えん螺ら旋せん槍そう》による炎の槍やりが、アルジャノスの胸部を狙う。

　そのとき、空から光の矢が降ってきた。
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　寸前で、クウダニスは回避する。

　追いかけるように、次々と光の矢が降ってきて、地面を穿うがった。クウダニスは何歩ぶんも後退させられる。

「ぐっ……くっ……!?」

　空から、別の魔導機兵マギマテイツクソルが降りてきた。

　アルジャノスとは違う濃い赤色で、細部の形も異なっているが、同型の魔導機兵マギマテイツクソルと思われた。

　中の少女が声をあげる。

『アイラ様ァァァーッ!!　ああ!?　アルジャノスのハッチに穴が!?　アイラ様！　アイラ様！』

『無事だ、エリーナ……』

『はぁぁぁぁぁぁぁ……よかったです』

　さらにもう一体。

　白色の機体だった。

『兵団長！　遅れてごめんなさい！』

『来たか、リッカ』

『はい。間に合ってよかった～』

　吐息をついたリッカに、エリーナが詰め寄る。

『おバカ！　間に合ってませんわ。貴女の操縦が下手なせいで、あやうくアイラ様の御おん身みが！』

『ううぅ……ごめんなさい』

　アイラが苦笑する。

『いいや……司令部の作戦が無茶だったんだ。よくぞ二人とも、こうも早くに駆けつけてくれた。さっそくだが、力を貸してもらうぞ？』

『あ、あの、アルジャノスは損傷してる様子、わたくしたちにお任せください』

『そうしたいところだが、この敵は余力を残せるような相手ではない。魔導機兵マギマテイツクソルの障壁を貫通する技をいくつも持っている』

　その言葉に、エリーナとリッカが驚きの声をあげる。

『ええっ!?　あんな原始的な武器でですか!?』

『ふぇ～……海を渡ると、見たこともない技があるんですねぇ』

『リッカ、左右から攻めるぞ。エリーナ、魔導弓で援護してくれ』

『『了解ッ!!』』

　まだ動きの落ちないアルジャノスが片刃剣を構える。

　大きな盾を持った白い魔導機兵マギマテイツクソルが、回りこんでから間合いを詰めてきた。

　両方へ視線を配っていると、足元に光弾が飛んでくる。

　クウダニスは覚悟した。

　──俺は、ここで、死ぬ。

　しかし、ただで死んでやるものか。

　黄金の斧槍ハルバードを、白い魔導機兵マギマテイツクソルへと投げつける。切り札と言える一撃だった。

「砕け散れ、化物めが！」

『うわわっ!?』

　リッカが大盾で受ける。

　貫けない。

　障壁は抜いたが、大盾はクウダニスの最強の攻撃すら、受け止めてしまった。おそらく、あれを砕ける攻撃など、リフェリア王国には存在しないだろう。

　空くう手しゆとなったクウダニスの背後から、アルジャノスの片刃剣が迫る。

『覚悟ッ！』

「フンッ……戦に勝つには、敵の大将を仕留めなくてはな？」

　クウダニスは左腕で刃を受ける。

　斧槍ハルバードでしたように、攻撃を受け流す──が、斧槍ほど頑強ではない腕だ。肉が裂け、骨が砕けた。

　それでも、右拳に炎を宿す。

　全身を槍やりと化した《火か円えん螺ら旋せん槍そう》──

　狙いは、すでに穴の開いているアルジャノスの胸甲。

「獲ったッ！」

　エリーナが悲鳴をあげる。

『アイラ様ァー!?』

　同時に、アルジャノスの胸甲が開いた。

　中から現れたアイラの手には、片刃剣が握られている。




「〝無力〟と評した言葉は撤回しよう。貴殿は間違いなく強敵だった」




　彼女が剣を振る。

　クウダニスの胴体が両断された。

　彼の拳はアルジャノスに届いたが、アイラは斬撃を放ったうえで、もう離れている。

　クウダニスは〝細腕〟と軽んじた少女の剣によって絶命した。

　そして、アイラは〝無意味〟と断じた抵抗により愛機を失ったのだった。




　剣を鞘さやに収め、アイラは城塞都市へと視線を移す。英雄である指揮官を失い、動揺している様子だった。

　攻めるなら、好機ではあるが……

「エリーナ、リッカ、無事か？」

『もちろんですわ』

『盾に、ちょっと傷がついたくらいです』

「初戦で魔導機兵マギマテイツクソルを失うとは……私としたことが、功を焦ったか？　ミグルタたちの合流を待つ。まぁ、その前に戦況が変わるかもしれないがな」

　アイラの予想どおり、ほどなくリフェリア王国の要塞──ケンストーンから、白旗が揚がるのだった。





第一章　練習してみる




　コボルトの巣穴──

　昼も夜もわからない穴蔵ではあるが、おそらく夜明けまでは、まだ少し時間があるだろう。

　レムは昏こん睡すいしている。

　服の代わりに、彼女は輝き光こうを物質化して纏まとっていた。

　しかし、それは意識を失うと同時に崩れ落ちてしまい、今は裸だ。寒そうなので、毛布を掛けておいた。

　呼吸は落ちついているし、体温も正常だ。おそらく、疲れ果てて寝ているだけだろう。やがて目を覚ますと思われた。

　レムの傍らに、ディアヴロは座る。

「一度、王都に戻るべきだろうな。ホルンやシルヴィを残しておくのは危険だ」

　隣にはシェラがいる。

　彼女も強敵との戦いで重傷を負ったが、与えたポーションで回復し、今は元気に振る舞っていた。

「ホルンちゃんやシルヴィさんと、ファルトラ市に戻る？」

「ああ、そのあとは──」

　クルムたちを連れて、グリーンウッド王国に？

　しかし、重大な問題がある。

　グリーンウッド王国にはビスケットがないのだった。

「──まぁ、あとのことは、あとで考えるか。まずは王都だな。入るだけでも、ひと苦労だぞ」

「ルマキーナさんに頼んでみたら？」

「ふむ、そうだな」

「アリシアさんもいるし」

「ヤツは……いや、こうなっては、使えるものは全て使ってみるべきか」

「ねえ」

　シェラが急に顔を寄せてきた。

　だいぶ見慣れたが、いまだに間近で見ると、その美しすぎる容姿に赤面してしまう。こんなの、きっと一生慣れない。

「ど、どうした、シェラ？」

「あのね……ディアヴロ……あたし、見ちゃったんだけど」

「は？」

　シェラが頰を赤らめた。

「夜に、庭で……ソラミさんと…………してた、こと」

　その細い手が、輪っかを作り、薄い色の唇の前に添えられる。

　ディアヴロたちは数日前にレムの実家──ガド一門の屋敷に滞在していた。

　当主はレムの父親の弟（叔父）なのだが、遠征中で留守にしている。師範代として妹のソラミ（叔母）が仕切っていた。

　彼女はかなり奔放な性格で、ディアヴロは夜の庭で、アレやコレやしてもらって大変なことになったわけだが……




　──シェラが見ていたとは!?




　ぶわっ、と嫌な汗が吹き出し、背筋をつたい落ちた。

　魔王ロールプレイが剝げ落ちる。

「あー……うー……」

　シェラが首をかしげた。

「ディアヴロ、たまにそんな感じになるよね。あーうーって」

　コミュ障ですからね！

　元世界の素の自分は、ヒキコモリのゲーマーだ。神々しい容姿の少女と話すなんて、とんでもない。

　コンビニで〝温めますか？〟と聞かれても黙ってうなずくのが精一杯。釣り銭が間違っていても何も言わずに受け取って、自宅に帰ってから落ちこむタイプだった。

　しかし、ゲームでやっていた魔王の演技をしたときだけ、ディアヴロは堂々と話すことができる。

　なぜなら、これは魔王だから。

　魔王は夜の行為を見られたくらいで、狼狽うろたえない！

　カチッ、とディアヴロの中で演技のスイッチが入った。




「貴様も興味があるのか？　輝き光こうに」




「キコー？」

「冒険者でいうＳ気Ｐ力だな。レムの実家であるガド一門では、輝光と呼ぶらしい。だが、その応用範囲は別物だ」

「もしかして、レムが急に強くなったのも!?」

「それは、また別の理由かもしれんが……輝光は使っていたな」

　ディアヴロもシェラも、レムが急に疑似魔王と化した理由は知らなかった。クルムから《魔王の牙》を貰もらっていたことは、教えられていない。

「へー、あれが輝光かぁー」

　ふむふむ、とシェラが納得顔でうなずいた。

「戦士系の冒険者なら、Ｓ気Ｐ力による武技を使うのは当然だが、拳士は武器を使わないぶん、より重要になる」

　というのは、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの知識だが、この異世界でも大差はなさそうだった。

「私も少し覚えてるよ」

「《弓使い》にも武技は重要だからな」

「あたしは召喚術士だけどね！」

　シェラはエルフの王族であり、弓使いとして天賦の才を持っている。

　しかし、冒険者になろうと決めたとき、夜の森で一人は寂しいからという理由で、召喚術士を目指し……

　仲間を得た今でも、目指し続けているのだった。

　魔術師としての訓練は積んでいないので、おそらくレベル30で止まったままだが。

　いつも弓を装備しているし。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、職業クラスは固定だった。

　ボーナスポイントの割り振りで個性はあったが、複数のレベルを上げることはできない仕様だ。

　他の職業クラスを遊びたいときは、別キャラクターを作る（課金が必要）というシステムだった。

　この異世界は違う。

　ディアヴロは元素魔術師でありながら、戦士系のレベルも伸ばしてみた。

　そのとき気付いた事柄がある。

　複数職業についてのレベルアップルールは、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリとは違うゲームのシステムと同じかもしれない。

　同じ会社が運営している別タイトル──スマートフォン用ソーシャルゲーム《ガールズアームズ》の仕様。




　──メインウェポンに何を装備しているかで、経験値の入る職業クラスが決められる。




　例えば、剣を装備していれば、近接系が伸びる。

　銃を装備していれば、遠距離系が伸びる、といった具合だ。

　確証はないが、そう推測すると納得できることがあった。

　つまり、召喚術士としてレベルアップしたければ、召喚獣で戦わなくてはいけないだろう。

　理屈は不明だ。

　武器を持つことで意識が変わり、それがレベルの向上に繫つながるのだろうか？

　ちなみに、ディアヴロが装備していた魔ま杖じよう《トネールアンペラール》は剣の形態を取れるが、魔術師の杖という区分になっていた。

　──あの武器、ソラミに砕かれてしまったんだよなぁ。魔王戦でも使えるＥＸ級の装備だったのに、もったいない。

　ディアヴロはアイテム蒐集家コレクターでもあったので、無数に武器を持っている。それでも極限まで強化してある武器は限られていた。

　ポーチの中には、戦士系のレベルを上げるために《セラフィックソード》を持っているが、強敵と戦うには物足りない。

《セラフィックソード》の効果は、取得経験値の上昇のみだ。

　そのうち拠点に戻って、また武器を調達する必要がありそうだった。
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　シェラの声で物思いから呼び戻される。

「その輝光と、ソラミさんとやってたことは、関係あるの？」

「あ、ああ……無論だ。アレは輝光の訓練であるからして」

　噓うそは言っていない。

　冒険者に広まっている武技に比べ、ガド流の輝光は応用範囲が広い。その片へん鱗りんくらいは垣間見ることができた。

　シェラが瞳を輝かせる。

「あたしも、やってみたい！」

「う、うむ……そうか。ならば、そのうちな」

「いーまーやーるーのー!!」

「今!?」

「だって、あたし、また負けちゃったもん」

　彼女が肩を落とした。

　ディアヴロは戦いを見ておらず、コボルトから聞いた話でしかないが……

　シェラたちは、王宮騎士ゲイバルトの召喚獣と戦ったらしい。その特徴からして《ファフニール》と《イフリート》だ。

　どちらも限界突破レベルのＳＳＲ級であり、ゲイバルトの実力は相当なものだった。

　シェラは弓使いとして、おそらく限界突破直前──レベル99か、それに近いはず。

　しかし、戦闘経験の差もあって、完敗だったらしい。

　珍しくシェラが真剣な表情をする。

「あたしが強ければ、コボルトたちは戦わなくて済んだし、レムだっておかしくならずに済んだと思うの」

「そうかもしれんな」

「兄さんから逃げなくてよかったし……そしたら、あんなふうにお別れになることもなくて」

「あれは、お前の責任ではない」

「でも、いつもディアヴロやレムに守ってもらってばかりだよ……」

　そんなことはない。

　出会った頃と違って、今ではシェラも一人前の冒険者として成長している。

　クルムに強化してもらった装備もあるから、下級魔族くらいは倒せる。

　ゲイバルトは相手が強すぎたのだ。

　──それに、俺だって輝光を使いこなせるわけではないしなぁ。

「ねえ、あたしにも教えてよ、ディアヴロ！　どうすればいいの？　おヘソを舐なめればいいの？」

　ぺろぺろ、とシェラが小さな舌を出して、先を動かした。

　ディアヴロはたじろぐ。

　──あれは、ヘソを舐めていたわけではなくて。

　そんなことを細々と説明できるわけがない。

　シェラが腰のベルトを外す。

　ワンピースの裾を持ち上げた。

　真っ白なパンツから、形のいいおヘソまでが丸見えになる。

「それとも、ディアヴロが、あたしのおヘソを舐める？　そんなんで強くなれるのかなあ？」

「あがががが……!?」

　いきなり目の前に、そんなものを見せつけられ、理性を保つのが大変だった。

　──おヘソを舐めたら、強くなれるよ～。

　真面目に悩んでいる彼女に、そんな馬鹿なことは言えない。

　ディアヴロは腕組みして悩む。

　パンツとおヘソを前にしようとも〝強くなる方法〟を考えはじめると、思考は自分の内へと向かい、周りのものが目に入らなくなる。

「……あのとき、ソラミは自身が輝光を使い、俺に触れて感じるように指導した。それを試してみるか？」

「うん！」

　ワンピースの裾を下ろして、シェラがうなずいた。

「本当は、ソラミに指導を受けられたら、そのほうがいいだろうがな」

「頼んだら教えてくれそう？」

「いや……」

　シェラには言ってないことがある。

　ソラミはガド流の師範代として、カリュティア領主から依頼を受けていた。ディアヴロの足止めだ。

　結局、戦うしかなく、彼女が立ち上がれなくなるほど強烈な魔術を叩たたきこんでしまった。

　ディアヴロたちは、リフェリア王国と対立してしまったため、今やお尋ね者だ。

　辺境都市カリュティアにあるガド流の屋敷を訪ね、思いっきり腹パンした相手から、流派の秘伝を教えてもらう？

　いくらレムの実家だろうと無理があった。

　ディアヴロは指を差しだした。

　元素魔術ほど慣れてはいないのだが……

「俺が輝光を使ってやろう。Ｓ気Ｐ力で身体能力を高める武技だ。それを感じ取ってみるがいい」

「がんばる！」

　ディアヴロも頑張る必要があった。剣を振るときの武技は、剣聖ササラに教えてもらった。

　しかし、輝光はもっと繊細なものだ。

　喩えるなら、ササラから教わったのはレトルトカレーの温め方で、ソラミが語ったのはカレーを薬味から作る方法といったところか。

　多くの冒険者たちには、手っ取り早く強くなれる武技が広まっている。

　輝光を極めれば、より状況に適した選択が取れるはずだった。

　体内で輝光を高める。

　ディアヴロの伸ばした指を、シェラが──




　ぱくん、と咥くわえた。




「はんむ」

　ぬめり、とやわらかくて濡ぬれた舌の感触が指先に触れる。彼女の身体の内の温かさが伝わってくる。

　ディアヴロは硬直した。

「な、なに……？」

「んぱ……たしか、咥えるんだよね？　こう？　こう？」

　そういえば、ソラミががっつりと咥えていたのを目撃したのだったか。

　シェラの小さな舌の感触に、ディアヴロは背筋がぞわぞわと震えた。心臓が早鐘を打ち、呼吸が荒くなる。

　──今さら、手で触れれば充分、なんて言えない。

　もう輝光に集中できるような精神状態ではなかった。

　むしろ、血液が下腹部に集中してしまう。

　シェラが目を見開く。

「んん!?」

「ど、どうした!?」

「わかる！　わかるよ、ディアヴロ！　この光が輝光だよね!?　下のほうに集まっていくのが見えたよ!?」

「…………」
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　見えちゃったか。

　それはともかくとして、やはりシェラは天才だと思う。

　初めて輝光に触れたディアヴロは、ソラミの胸の触り心地しかわからなかった。最後は彼女に強引に輝光を働かされ、身体を支配された。

　結果的には、自身の輝光を体験したことで、少しは使えるようになったわけだが。

　シェラが興奮気味に言う。

「すごい！　すごい！　こんなふうにＳ気Ｐ力を使えるなんて」

「う、うむ。貴様にも見えたようだな。少しは、やるではないか」

　俺のほうが上だがな──という雰囲気を出しておく。

　内心では驚嘆していた。

　元素魔術師のディアヴロより、弓使いのシェラのほうが、Ｓ気Ｐ力については馴な染じんでいるとしても。

　この調子なら、今すぐにでも輝光を使えそうだった。

　シェラがせがんでくる。

「ディアヴロ、もっと見せて？　もっと強いのがいい」

「う、うむ」

　そう言われても、指をぺちゃぺちゃ舐なめられていて、あまりに落ち着かない。

　妙案が出た。

「次は、貴様がやってみるがいい」

　ようやく、ディアヴロの指がシェラの口内から解放された。ほっかほかで、ふやけている。

「え？　あたし、できるかな？」

「そもそも、弓使いの武技はＳ気Ｐ力を矢に付与する。ガド流に言うなら外輝光だ。それを体内で、身体能力の強化に使うのが内輝光だ」

　ソラミからの受け売りを得々と語った。

　こういう〝聞きかじった知識を我が物顔でドヤる〟のは、恥ずべき行為だと思っているのだが……仕方がない。魔王が〝ソラミさんに聞いたんだけど〟なんて口調で語ったら、威厳が台無しだ。

「んじゃ、やってみるね！　はい」

　シェラが指を差しだしてきた。

「……む？」

「次は、ディアヴロが咥くわえる番でしょ。あたし、輝光を使ってみるから」

「い、いや……」

　咥える必要はないんじゃねえの？　輝光が使えたら、自分でわかるだろう？

　しかし、シェラは疑念のない顔で、指を差しだしてきている。

　ディアヴロは戸惑う。

　咥えるべきか？

　いや、不要だとはっきり断るべきか？

　しかし、調子よく輝光に集中できているのだから、合わせてやるべきなのでは？

　ハッ！　とシェラが気付いた。

「あ、初心者は指じゃダメ!?」

「え？」

「そういや、ディアヴロもおヘソを舐なめてもらってたもんね」

「……あ、はい」

　ヘソじゃなかったけど。

「はい！」

　先程のように、シェラがワンピースの裾を持ち上げた。

　おヘソとパンツが露わになる。

　──舐めろと!?

　ディアヴロは硬直した。

「……ッ」

　そのとき、地響きのような声が横から。




「なにをやっているんですか、二人とも？」




　ビクッ、とディアヴロは身体を硬直させ、視線を向ける。

　服をまくり上げたまま、シェラも目を向けた。

「レム!?」

　今にも魔王化しそうな表情で、レムが目を開いている。

「……人が寝ている横で」

「レムレムレムー本物のレムだよー!!」

　がばっ、とシェラが抱きついた。

「わぷっ!?　あ、あなたは……」

「ああ、その怒り方は、いつものレムだねー」

「……怒っているとわかっているなら、離れなさい」

「さっきは、本当に恐かったんだから！」

　ディアヴロも思い出す。

　──魔王化したレムからは、はっきりと殺気を感じた。

　身震いしてしまう。

　あのとき、レムの瞳は赤く輝いていた。




〝……あなたを、殺して……わたしも死にたい〟




　イフリートさえ屠ほふったという輝光の槍やりが、ディアヴロの心臓へと向けられた。

　死ぬかと思ったものだ。

　生きててよかった。

　コミュニケーション能力絶無な自分が、まさか女性から殺意を向けられるような関係になるとは。

　──いや、違うか。

　コミュニケーション能力絶無だから、殺意を向けられたのだ。

　これがリア充なら相手が二人だろうと三人だろうと、ウェイウェイ楽しくやれるのだろう。

　気の利いた言葉の一つも言えないから、不安にさせたり、悲しませたり、失望させたりして関係が壊れるのだ。

　ディアヴロはレムに向けて、口を開いた。

「すまなかったな」

「あ……」

「我は魔王だ。貴様の期待には応えられていないのだろう」

「い、いえ……わたしが勝手に怒って……というか、クルムにもらった《魔王の牙》を使ったら、理性が飛んでしまって」

「ふむ？」

　──《魔王の牙》だと？　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにはなかったアイテムだな。レムの言葉からすると、理性を飛ばして、能力を急上昇させるのか？

　レムが言う。

「……クルムのせいではありません。あの子なりに、わたしが命を落とさぬよう、心配してくれたのです。暴走したのは、わたしの弱さです」

　シェラが、ぎゅっと抱きしめる。

「いっしょに強くなろう？　あたしも、がんばる。だから」

「……そうですね。次は実力でゲイバルトに勝ちましょう。わたしにも意地があります。同じ相手に三度も負けたくありません」

「うん！」

　二人が顔を見合わせて笑った。

　自分と話しているときより、シェラとのほうが、笑顔が多いな──とディアヴロは情けなく思うのだった。




　──やっぱり、人と話すのは、苦手だ。
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　コボルトたちから借りた服をレムが身につける。

　彼らは獣の毛皮を巻いただけの格好をしているのだが、その衣服ではなく、普通の人ひと族ぞくの衣服だった。

　この南方の民族衣装らしい。取り引きしていた人ひと族ぞくから貰もらったという。

　レムが自分の格好を見下ろす。

「……懐かしいです。子供の頃に着たことが」

「よく似合ってるよー」

　シェラがさらりと褒める。

　こういう言葉が出てこないんだよな──とディアヴロは頭を搔かいた。

　レムが問うてくる。

「……ディアヴロ、今後のことですが」

「うむ」

　そろそろ、頭を切り替えよう。

「……リフェリア王国とは対立してしまったのですよね？」

「ゲイバルトが生きているのか？　カリュティア領主がどう報告したのか？　それらをどう国王が判断したのか？　まだ不明なことは多いが、追われる身になったと考えておくべきだろうな」

　レムがうなずいた。

「……いつかは、こんな日がくるかもしれない、と思っていました」

〝魔王〟などと自称していたら、仕方ないか。

　シェラが首を横に振った。

「でもでも！　コボルトたちを見捨てるくらいなら、追われる身のほうがマシだよ！」

「……そうですね」

　損得よりも大切なものがある。

「まずは、王都に向かう。相手の動きにもよるが、シルヴィとホルンの身の安全を確保しなければな」

「……急ぎましょう」

　彼女は立ち上がる。

　少し身体が重そうだ。

「休まなくて大丈夫なのか？」

「……正直、手足が痛いです。強すぎる輝光の反動でしょうね。でも歩けるから大丈夫です。迷惑をかけますが」

　いつもなら大丈夫でなくても大丈夫だと強がるレムが、不調を口にするとは。

　おそらく、普通の人なら悲鳴をあげるような状態なのだろう。

　しかし、一刻を争うのも事実だった。

　ディアヴロはうなずく。

「道中のモンスターは全て任せろ。お前は歩いていればいい」

「助かります」

　コボルトたちに別れを告げて──

　ディアヴロたちは夜明け前の森を発つのだった。
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　街道に出る。

　太陽は天辺を越えていた。

　シェラが弱々しい声でこぼす。

「ううぅ……お腹、すいたね……」

「……水があるだけマシです」

　コボルトたちは食糧を持っていけ、と言ってくれたが、断ったのだ。

　彼らは部族全員で大移動をしなければならない。

　保存食はどれほどあっても足りない。

　命があるだけでも感謝している──とコボルトたちは言うが、これ以上の負担はかけたくなかった。

　シェラが街道の先を指さす。

「あれ、宿場町じゃない!?」

「……そのようですね。しかし、近付いても大丈夫でしょうか？」

　リフェリア王国と敵対したことが伝わっていれば、番兵や自警団に追われる可能性があった。

　シェラがお腹を押さえる。

「もう、つかまってもいい……ごはん……」

「……意志が弱すぎます」

　ディアヴロは肩をすくめた。

「刃向かう者がいれば、撃破すればよい。むしろ、お尋ね者になっているのか、ここでわかったほうが、今後がやりやすかろう」

「……たしかに」

　言葉では〝撃破〟などと口にしたが、悪党というわけでもない人ひと族ぞくと戦いたくはない。

　お互いに無傷で、できれば食糧を手にしたあとで、逃げる算段が必要だった。

　町へ近付く。

　街道に一台の馬車が停まっていた。

　通り過ぎようとしたら、馬車の荷台から誰かが降りてくる。

　豹ひよう頭あたまの紳士だった。

「お嬢！」

　ガド一門の徒弟──そのなかでも目立っていた男だ。

　ディアヴロは身構える。

　彼らはレムを大切にしている。

　しかし、それ以上に師範代であるソラミを大切に想っているだろう。その彼女をディアヴロは吹っ飛ばした。死んではいないと思うが……

　ガド一門から狙われたとしても、不思議はなかった。

　豹ひよう頭あたまと対たい峙じする。

　レムも同じように考えたのだろう。迂う闊かつに前へ出なかった。

「……オーゼン、待ち伏せですか？」

　どうやら、豹頭は名をオーゼンというらしい。

　彼は両手を小さく挙げた。

「待っていたんです、お嬢を！」

〝戦う意志はない〟というポーズだが、まったく油断できなかった。古流武術なんてものは、降参の姿勢から一撃入れる技を磨いているものだ。

　レムが問う。

「……ディアヴロと叔母さんが対立した、と聞きましたが？」

「仕ゴ事トでは、よくあることです。師範代は生きていますし、なによりお嬢の身を案じていました。ご無事だと報告できて嬉うれしいです」

「……本心なら、ありがたいことです」

　オーゼンが苦笑する。

「用心深くなりやしたね。頼もしいかぎりだ。俺たち徒弟は、いつかお嬢が戻ってきて、一門を継いでくれるのを期待してるんでさ」

「……すみません。わたしは、やっぱり、ディアヴロの妻ですから」

　レムが小さく頭を下げた。

　オーゼンの視線が、こちらを見る。

「最初は、お嬢に《奴隷の首輪》なんてかけてる混魔族デイーマンってことで、よく思わない弟子もいましたが……」

「……」

「俺たちも武家の端くれです。強い者には敬意を払う。師範代を倒したほどの男なら、お嬢の相手として何の不足もない。むしろ、一緒にガド一門を盛り上げてほしいと願ってます」

「…………」

　意外だった。

　そんなふうに言われるなんて……

　オーゼンが思い出したように。

「ああ、師範代から〝次は勝つ〟と言伝を」

「そうか」

　ディアヴロは肩をすくめた。

　強い者は認める。そのうえで、戦いを求める。そういう生き方なのだろう。

　レムが話を引き取る。

「……将来のことは措おいておいて、今の話をしましょうか──わたしたちは、追われる身になったのですか？」

「はい。あの宿場町に寄るのは、お勧めできやせん。千の兵士が待ち構えています」

「……ガド一門にも、捕縛の依頼があったんじゃありませんか？」

「いいえ。あったのは、警告だけですね。お嬢の側につくなら、叩たたき潰す──という」

「……なるほど」

　レムはガド一門の縁者だ。

　先代当主の娘であり、現当主の姪めいである。

　ガド一門に追いかけさせて、いざ捕縛しようとしたときに裏切られては面倒になる。

　追跡に加えず、逃げる手助けをしないよう釘くぎを刺したわけか。妥当な落としどころだった。

　レムが首をかしげる。

「……それなのに、なぜオーゼンは、ここに？」

「そりゃ、お嬢の側につくためでさ」

「……わかりません。警告を受けたのでは？」

「まぁ、だから、動けたのは俺だけです。この馬車に、必要そうなものは積んでおきやした。どうか使ってくだせえ」

　彼が目を細めた。

　レムが驚いて口を開く。

「バレたら、ただでは済みませんよ!?」

「調子のいいときだけ擦り寄って、困っているときには知らぬ顔をするようじゃ、お嬢に〝戻ってきてほしい〟なんて言えないでしょう？　お嬢に生きてもらって、一門も存続してこそ、俺たちの望む未来があるんです」

「……わたしに、そこまでの価値は……叔父さんか叔母さんが子供を作るでしょう？」

「そうなったら目め出で度たいですが、どちらも未婚ですからね。なにより、お嬢の実力は先代を超えています」

「……そんなことは、ないと思います」

　ここで問答をしていても埒らちが開かない。巡回の兵士に見つかる可能性もある。

　オーゼンが首をすくめた。

「お嬢がどう行動するのであれ、それがお嬢の選んだ道でしたら、俺たちは全力で応援します。ですが、今は身の安全を優先してください。どの町にも寄らずに、グリーンウッド王国へ向かうべきです」

「……ありがとうございます」

　レムがお礼を言って、用意してくれた馬車を借りることにした。

　中型の幌ほろ馬車で、荷台に保存食が大量に積んである。

　三人だけでこの量ならば、どこにも寄らずにグリーンウッド王国まで行けそうだ。

　しかも、荷台には寝床まであった。

　オーゼンが笑みを浮かべる。

「お嬢には必要かと思いまして」

「……そうですね」

　中型の馬車だと、それなりに揺れる。おそらく、乗り物酔いで寝込むだろう。

　レムは御者台にあがると、手綱を握った。

　そして、声をかける。

「オーゼン……感謝はしています。でも期待に応えることは、できないかもしれません」

「俺たちが勝手にやってることです」

「……父への恩義からですか？」

　オーゼンが豹ひようらしからぬ微妙な表情を浮かべた。豹耳をピクピク動かす。

「いや……先代からの恩を忘れたことはないですが……俺たち門弟は一人残らず、お嬢に惚ほれてるんでさ」

「……ッ!?」

「さあ、行ってくだせえ。どうか、ご無事で！」

　よく調教されている馬のようで、オーゼンの声で歩きだした。ゆっくりと馬車が進む。
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　彼が見えなくなるまで、レムは黙っていた。

　ちらり、とこちらを見る。

「……ディアヴロ？　わたし、告白されたようです」

「え？　あ、そうだな」

「……相変わらず、人が話しているときに、自分は無関係だと思っていますね」

「そ、そんなことはない」

「じゃあ、何か言ってください。お、夫として」

　レムが頰を染めた。

　ディアヴロまで顔が熱くなってしまう。

「あ、あー……貴様は我の所有物だ。門弟なんぞに渡すことはできんな」

「ふふ……」

　彼女の細い尻尾が、ゆらゆらと左右に揺れた。

　レムが肩を寄せてくる。

「……そうですね。わたしは、魔王ディアヴロの所有物でした」

　触れるか触れないかという微妙な距離にある彼女の肩に、思わず身を固くしてしまうディアヴロだった。




　はぐはぐはぐはぐ……




　出発するなり、シェラは荷台で食糧を貪っている。

「おーいしー」

「……食べ過ぎないでくださいよ？」

「レムも食べよ？　美味しいよ。美味しいよ」

「……食べますけど」

「俺も何かもらうかな」

　シェラがソーセージを差し出してくる。

「はい、ディアヴロ、あーん」

　レムが目を見開いた。

「ちょっ……そういうのは、ずるいですよ!?　わたしが用意してもらったソーセージですよ!?」

「レム、前！　前！」

「はわわ!?」

　ディアヴロは思わず苦笑してしまう。

　リフェリア王国に追われて、大変なことになった身だが、この瞬間だけは平和で楽しくて幸せだと思えた。





幕間




　夕日が、街を赤く照らす。

　東の城塞都市ケンストーン──

　駐留軍の司令官であり、領主であり、大戦の英雄クウダニスの戦死により、兵たちは戦意を喪失していた。

　ゲルメド帝国の魔導機兵マギマテイツクソルは、あまりに強すぎる。

　それが、今は六機も。

　リフェリア軍は降伏し、ケンストーン市は帝国軍により占領された。

　兵や市民たちは西の広場に集められている。

　東の広場は、帝国軍の駐留地となり、そこに魔導機兵マギマテイツクソルが並べてあった。

　操縦者は、いずれも人間ヒユーマンではない。

　兵団長のアイラは、狐きつね耳みみと狐尻尾を持つコボルトだ。

　他の者たちも、それぞれが獣人と呼ばれる種族の少女たちだった。

　そのうちの一機──外殻を紫色に塗られた魔導機兵マギマテイツクソルから、同じような紫色の髪を足元まで長く垂らした女性が降り立つ。

　彼女は頭に尖とがった角を持っていた。

　鬼娘オーガである。

　下で待っていたメイドが駆け寄って、軍服を差し出す。魔導機兵マギマテイツクソルから降りたばかりの彼女は裸同然の格好だった。

　軍服に袖を通す。

　紫色の髪をかきあげ──ふと、こちらへ歩いてきた者に気付き、鬼娘は鋭い目つきを柔和な笑みへと溶かした。

「おつかれさま、アイラ！」

「やあ、ミグルタ。そちらこそ」

　紫色の魔導機兵マギマテイツクソルから降りた鬼娘はミグルタ機兵長。そして、歩いてきたコボルトの少女は兵団長アイラだった。

　種族は違うし、階級に差はあるのだが、二人は親友だ。

　公式の場では別だが、こうして会ったときは、いつも変わらず何の隔たりもなく話すのだった。

「ごめんなさい、アイラ。合流が遅くなってしまったわね……」

「いや、日が沈む前に来てくれるとは思わなかった。流石だな、ミグルタ」

「本陣よりは先に着かないとね」

「むしろ……アレに報告するのは、私だけでよかったのだが……」

「なに言ってるの？　そんなことさせられないわ」

「しかし、今回のことは、私の失態だ」

「違うわ！　そもそも作戦が無茶だったのよ。残敵の追撃に戦力を分散しておいて、侵攻もだなんて！　しかも、近接装備のアルジャノスだけでッ！」

「ミグルタ……そのへんで……」

「来たわね」

　アイラとミグルタは表情を引き締め、踵かかとをつけて敬礼する。

　ばたばた、と他の者たちも休憩所から駆けてきた。リッカやエリーナも緊張した面持ちで並ぶ。

　近付いてくるのは重装騎兵たちの足音。そして──




　配下を引き連れて、腹の太い男が歩いてくる。




　壮年の人間ヒユーマンで、目元を金属板で覆っていた。

　アイラたちは黒色の軍服を着ているが、彼のは白色だ。端々が金で装飾されている。

　その男は名をドリアダンプという。

　ゲルメド帝国の魔導師であり、進攻軍の司令官であった。

　彼が歩みを止める。

「ふむ……城塞都市の攻略……は……予定通りであるな」

「はい！」

　アイラが返事した。

「ところで……魔導機兵マギマテイツクソルが六機しか見当たらないが？　《銀のアルジャノス》はどうした？」

「神経部を損傷したため、次元境界に格納してあります」

　ドリアダンプが奥歯を嚙かむ。

「……損傷？　歳のせいか、耳が遠くなった……損傷と……聞こえたが？」

「損傷しました。申し訳ありません」

「ほう？　貴様は……鉄の槍やりや木の矢しか持たぬリフェリア王国軍を相手に、魔導機兵マギマテイツクソルを失った……と言うわけか？」

「失ったわけでは……いえ、申し訳ありません！」

「それが謝罪する者の姿勢か？」

「ッ」

　アイラが膝をつく。

　エリーナが口を開きかけたが、ミグルタが片手で制した。

　リッカや他の者も、兵団長がどれほどの実力者であるか知っている。リフェリア王国軍がドリアダンプの言うほど弱くないことも。

　しかし、アイラは頭を下げた。

「皇帝陛下からお預かりした大切な機体を傷つけ、申し訳ありません」

「まだ頭ずが……高いッ！」

　ドリアダンプの足が、彼女の後頭部を踏みつける。

　体重をかけられて、アイラの顔は地面に叩たたきつけられた。ゴツッ、と音がする。

「ぐっ!?」

「貴様、皇帝陛下の温情を忘れたか？　獣人ごときが、聖なる帝国領で生きていられるのは……何故だ!?」

「へ、陛下の……寛大な御み心こころ……ゆえ」

「ならば！　どうして陛下を失望させるのか？」

「も、申し訳あ……」

「汚らわしい獣ごときが！　貴様らの代わりなど、いくらでもいるのだぞ!?」

　頭に乗せた足に体重をかけられ、さらに痛みを与えられた。みしり、とアイラの頭の奥で音が鳴る。

「ぐっ!?　うっ!?」

「貴様、よもや叛はん意いがあるのでは……あるまいな？」

「そのようなことは……決して！」

　地面に赤い液体が広がる。アイラの鼻から、血がこぼれていた。

　エリーナが息を吞のむ。

　彼女を制するために伸ばされたミグルタの手が震えていた。

「……ッ」

　ドリアダンプが粘っこく問う。

「あー……アイラ兵団長、貴様の故郷は……なんという名だったかな？」

「どうか！　里の者たちのことは！」

「ほほう……しかし、魔導機兵マギマテイツクソルのない貴様など、臭い獣でしかあるまい……？」

「うく」

　ぐりぐり、とアイラの頭を踏みつけたまま、ドリアダンプが何かを思いついたように言う。

「ああ、そういえば……乗り手のない魔導機兵マギマテイツクソルがあったな」

「ッ!?」

「《金のゴルディノス》を試してみるか」

　アイラが肩を震わせた。

　エリーナより先に、ミグルタが口を開く。

「お待ちください！」

　ドリアダンプが拳を振るった。ゴッ、とミグルタの頰を殴る。

「誰が……貴様に口を開け、と命令をした？」

　ミグルタの唇の端から血がこぼれた。

「……失礼いたしました。しかし、ゴルディノスは……今まで、適合者がなく……被験者の全てが捕食されております」

「次は適合するかもしれん」

「ご再考ください。アイラ兵団長を失えば、計画通りの侵攻は難しく」

「……小鬼が……この儂わしに意見するか？」

「ご無礼は承知なれど！　アルジャノスのぶんは私たち六人が働きます。どうか、寛大な処置を！　アイラ兵団長は指揮官としても得がたい人材です」

　ドリアダンプが足元に視線を落とす。

　ようやく、アイラの頭の上から、足をどかした。

「よかろう……兵団長の任はそのままとする」

「ありがとうございます！」

　ミグルタが頭を下げた。

「だが……許可なく口を開いた責は取らねばな、機兵長？　貴様は……百回の鞭むち打うちとする」

　他の者たちが抗議しようとしたが、先にミグルタが応じる。

「謹んでお受けいたします！」

　ふんっ、とドリアダンプは背を向けた。

　従者に命じる。

「……魔導技師たちを呼べ。銀のアルジャノスを修復させろ」

「了解！」

　敬礼して走りだそうとした従者を、ドリアダンプは呼び止めた。

「待て。それと、探索者シーカーどもを穴から出せ……捜さねばならぬ、アレを……」
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　司令官が離れると、少女たちは一斉に集まって、アイラを助け起こした。

　エリーナが涙を落とす。

「アイラ様、お鼻が……ッ」
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　だらだらと血がこぼれていた。黒色の軍服に赤黒い染みができる。

「ああ、鼻の骨が折れたか。大丈夫だ……これくらいなら、すぐ治せる」

「私が！」

　リッカが両手を突き出した。

　白色の輝きが、アイラの身体を包む。流血が止まった。

「おまえも疲れているだろうに……」

「ぜんぜん平気です！」

　それから、アイラはミグルタを見つめる。

「すまない」

「気にしないで。貴女が、あの狂魔導師のオモチャにされるより、ずっとマシだもの」

「金のゴルディノスか……最強の魔導機兵マギマテイツクソルという噂うわさだが……」

「馬鹿馬鹿しい！　あんなのは、たんなる処刑台よ！」

「うん。助かった」

　一礼してから、アイラは仲間たちを見回す。

　ドリアードのリッカは治癒術を使ってくれている。

「むんううぅー」

　煉瓦色の髪のエリーナは、ぼろぼろと涙をこぼしていた。背が低いせいもあって、泣きじゃくる子供のようにも見えた。

「ぐす……アイラ様ぁ……」

　灰色の機体に乗っているバッキーは、怒っていた。今回は自制してくれたが、一番の激情家だ。

　種族は人狼ウエアウルフ。

　右の拳を左手に叩たたきつける。

「くっそぉ！　故郷のみんなが人質じゃなけりゃ！」

　緑色のサヤ──猫又は最年少で、まだ仔こ猫ねこだ。いつも無口で無表情だった。何を考えているのか仲間でもわからないときがある。

　それでも、今は悲しんでいるとわかった。三角耳をぺたりと伏せ、涙ぐんでいる。

「…………」

　黄色でラミアのトゥアハは兵団のエースで、魔導機兵マギマテイツクソルを降りていても心の半分は機体に残しているような感じだった。

　適合相性がよすぎた──と噂うわさされている。

　こんな状況の今でさえも、トゥアハはうっすらと笑みを浮かべていた。

「アイラ、生きててよかったね。また、ごはんが食べられるね」

「……そうだな」





第二章　聖騎士長をやってみる




　街道には関所がある。

　犯罪者が王都に近付かないように警戒しているのだ。人数や荷物の量に応じて徴税もしている。当然ながら、迂う回かいするのが困難な要所に建てられていた。

　ディアヴロたちは街道の路肩に馬車を駐め、御者台で地図を広げる。

　レムが思案顔で。

「……どうしましょうか？　グリーンウッド王国に向かうなら、無理に通る必要はありませんが」

　オーゼンの用意してくれた地図によれば、関所を通らずに王都から離れるルートはある。

　シェラが身を乗り出した。

「でも、シルヴィさんやホルンちゃんは、王都にいるんでしょ？」

「……もう捕らえられている可能性もありますが」

　二人はディアヴロの関係者だと思われている。王都にいて何も起きていない、とは考えにくかった。

「シルヴィさんもホルンちゃんも、すばしっこいから、きっと大丈夫だよ」

「……そういう問題ではないと思いますが……でも、あのシルヴィが無策で捕まるというのは、考えにくいですね」

「うんうん！」

「……しかし、約束したホテルで悠々と待っている、というのも考えにくいです。どうやって連絡を取ったものでしょうか？」

「やっぱり、ルマキーナさんか、アリシアさんに手紙を出してみようよ」

「……手紙は関所で内容を確認されます。わたしたちからの手紙が、先方に届けてもらえるわけがありません」

「じゃあ、あたしの召喚獣《ターキーショット》で手紙を運ぼう。飛べるし」

「……王都セヴンウォールの防空を舐なめていますね。ワイバーンですら近付かないと言われているのに」

「じゃあ、泳ぐ？」

「……水路にも見張りはいます」

「あんなに広いのに!?」

「……たしかに、王都は広大です。ファルトラ市の十倍以上ですからね。中央の城は無理でも、王都には潜入できるかもしれません」

「行ってみれば、なんとかなるかも！」

「……お気楽すぎます」

　そうした会話に加わることなく、ディアヴロは思案していた。

　クエストは、シルヴィとホルンとの合流。

　さらに、王都の脱出だった。

　脱出は問題ない。六人までなら《転移》が使える。ファルトラ市まで一瞬で帰れるはずだ。

　馬車を用意してくれたオーゼンには言わなかったが、この三人でグリーンウッド王国に向かうなら魔術一つで済む。

　一般には広まっていないが、この異世界には《転移》の魔術が存在するのだった。

　──問題は、シルヴィやホルンとの合流か。

　複数の状況を想定し、ディアヴロは方針を決める。

「よし」

「……なにか考えが？」

　レムが問うてきて、シェラが瞳を輝かせた。

「なになに!?」

　ディアヴロはポーチに手を伸ばす。

「殲せん滅めつだ」

「……なるほど」

「ええっ!?　そんなのダメだよ！」

「ふむ」

　ディアヴロは肩をすくめる。

　冗談だった。

　レムはお見通しだったようで、ほぼスルーだった。シェラは素直ないい子だ。

「んもう、びっくりしたよ」

「……それで？　本当にどうしますか？」

　冷ややかな声での問いに、ディアヴロは腕組みして答える。

「このまま馬車で関所を通過するのは不可能だろう。そこで、近くの教会を使う──教会は王権から独立しているという話だ。手紙は無理でも、神官にルマキーナへの言伝を頼むことはできるだろう」

　シェラが大きくうなずいた。

「うん、そうしよ！」

　いろいろ考えを述べていたレムが、肩をすくめる。

「……賛成です。でも、できれば会話に参加していただきたいのですが？」

　ずっと独りで行動してきたので、ディアヴロには〝相談しながら方針を決める〟という文化がなかった。

　謝るのも違うと思ったので、反応しないでおく。

　食い下がることはなく、レムは話題を進める。

「……ところで……教会は協力してくれるでしょうか？　わたしたちを王権に売り渡すようなことは？」

「そんなー、神官さんが!?」

「……私利私欲に走る神官なんて、いくらでも見てきたでしょうに」

　当然、その危険はあるが。

　ディアヴロとて無策で他人の信心に頼る気はなかった。

「こいつを使ってみる」

　ディアヴロはポーチから、銀の聖印を取りだした。




　──聖騎士長の証。




　シェラが首をかしげる。

「なにそれ？」

「知らなかったか？　ああ、そういえば、あのとき貴様は寝込んでいたのだったな」

「……わたしも見るのは初めてですが、聖騎士長の聖印ですね？」

「うむ」

　ディアヴロはうなずき、シェラはまだ不思議そうな顔をしていた。

「聖騎士長の？」

「……大だい主しゆ神しん官かんであるルマキーナに請われて、ディアヴロは聖騎士長の地位にあるのですよ」

「ええっ!?　すごーい！」

　地位にある──というのは語ご弊へいがある。

　ただ、この聖印を貰もらっただけだ。

　聖騎士長としての職責は何も果たしていないし、ルマキーナから求められたこともなかった。

　シェラが納得顔でうなずく。

「そうだよね。ディアヴロは教会を助けたもんね」

「フンッ……我は誰かを助けるつもりなど、なかったのだがな」

　かつてディアヴロたちは、腐敗した枢すう教きよう院いんの連中を教会から追い出した。

　結果的に、教会のみならず、このリフェリア王国をも救ったのだ。

　しかし、そんなのは魔王らしくないので、ディアヴロは鼻を鳴らして否定するのだった。

　ルマキーナからは最大限の感謝の気持ちとして、これを貰った。

　聖騎士長を名乗れば、どこの教会であろうと、大抵のことは協力してくれる……らしい。

　今まで使ったことはなかった。聖騎士長を名乗る魔王なんて、なんだか変な感じがするから。

　しかし、もうディテールを気にしていられる状況ではなかった。

　レムがうなずく。

「……教会を訪れたのが、ただのお尋ね者なら、神官は国軍に通報するでしょう。しかし、聖騎士長となれば話は別です。教会の要人を裏切るなど、大変なことですからね」

「うむ」

「……教会には裁判権が認められています。たとえ犯罪者だとしても、裁くのは大主神官だと考えるはず」

　理屈としては問題ない。そのはずだ。

　ディアヴロは妙な胸騒ぎを感じつつも、不安を口にしなかった。

　レムが馬車を動かす。

「……近くの町へ向かいます。割と大きな教会堂があるそうです」

　馬の蹄ひづめが、地面を叩たたく。

　シェラが拳をつきあげた。

「ごーごー♪」

「……ぱかぱか歩く」

「ごーごー♪」
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　翌朝──

　ケンストーン市は占領下の二日目を迎えた。

　アイラは不穏な報告を受け、西の広場へと走る。

　武装した帝国兵が並び、リフェリア王国の市民たちを威嚇していた。

　市民たちは武器を持っていないので、戦闘は起きていない。もしも衝突していたら一方的な虐殺になってしまっただろう。

　アイラは視線を巡らせる。

　市民の一部が、馬車に乗せられていた。

　そこに駆け寄る。

「待て！」

「おや、これは兵団長殿」

　現場を指揮していたのは、黒装束で口元をカラスの嘴くちばしのようなもので覆った男だった。

　探索者シーカーだ。

　進攻軍の司令官ドリアダンプが連れてきていることは知っていたが……

「何をしている!?」

「見てのとおり、人捜しです」

　アイラは馬車を見る。

　黒髪で、亜人の女──他種族の年齢はわかりにくいが、おそらく少女ばかり。

　種族は豹ひよう人じん族ぞくとドワーフとグラスウォーカーで、人間ヒユーマンとエルフは見当たらなかった。

「私は聞いていないぞ？」

「おや、そうでしたか」

　男の声は嘴のせいで、くぐもって聞こえた。

　アイラは強い口調で言う。

「リフェリア王国の市民たちに、無用な手出しは控えてもらいたい。占領地の治安維持も私の役目だ」

「無用ではありません。これは皇帝陛下の勅命である──と司令官より伺っております。邪魔をせぬほうがよいでしょう」

「勅命だと!?」

　ゲルメド帝国の皇帝は、もう高齢だ。

　ずっとベッドに寝たままで、身体を起こすことも希だという。今さら、少女を集める理由はないと思われた。

　──人捜し？

　探索者シーカーは肩をすくめる。

「私は任務を遂行いたします。命が惜しい」

「くっ……」

　アイラは歯は嚙がみした。

　ケンストーン市の住民たちから、強い憎悪の視線を向けられる。

〝降伏するならば、兵と民の安全は保証しよう〟と宣言しておきながら、これだ。

　怪しげな風体の連中に、同胞を連れて行かれては、不満が高まるのは当然だろう。

　しかし、勅命とあっては、迂う闊かつに手出しできなかった。

　立ち尽くす。

　思い出したのは、昔のこと──

　里でコボルトの皆と暮らしていたときのことだ。

　魔導器で武装した帝国軍が来て、里の男たちは大勢が殺され、自分たちは捕らえられた。

　アイラは〝意志力が高い〟と評されて、銀のアルジャノスに放りこまれた。喰くわれると思ったが……

　運よく適合し、今に至る。

「……そういえば、あのときも……黒髪の者だけは別のところへ連れて行かれた。てっきり、他の魔導機兵マギマテイツクソルの候補にされたのかと思っていたが」

　探索者シーカーが目を細めた。

　嘴くちばしのせいで表情はわからないが、笑ったのかもしれない。




「コボルトに《器の少女》は、おりませんでしたな」




「……何なのだ、それは？」

「さて？　ずっと私たちが捜させられている……本当に存在するのかもわからない何者かです」

「ずっと……？」

「貴女たちにも〝黒髪の女は殺さぬように〟と命令が出ているはずです」

「ああ、そのとおりだ」

　人道的な理由だろうと思っていたが、考えてみれば妙な話だ。

　アイラの里からも、黒髪の少女たちが集めて連れて行かれている。そして、帰ってこなかった。

　魔導機兵マギマテイツクソルに適合できなかったのかと思ったが、それとは別の理由なのか？

　──《器の少女》とは？

　帝国が何かを隠していることは間違いなかった。

　アイラは問う。

「私たちは、ゲルメド帝国が魔導で世界を総べるために……帝国が世界を統一して、地上から戦争をなくすために戦っている──そうではないのか？」

「その疑問への答えを、私が持っていると？」

「……いや」

　彼らも、立場としてはアイラたちと同じだった。

　故郷を帝国に征服され、従わされている。

　探索者シーカーが少女たちへと視線を向けた。

「私は司令官に言われたとおり──獣人で黒髪の少女を集めるだけです。貴女は関わらぬほうがいい。お互いのために」

「しかし、それでは……」

「兵団長殿、異国の民よりも、お仲間や故郷の者たちが大切でしょう？　私もです」

「ううぅ……」

　不安や不満を口にするケンストーン市民たちに、過去の自分たちの姿が重なる。

　しかし、彼らを助けるために、帝国に抗うことはできなかった。





†






　ディアヴロたちは小さな町を訪れる。

　地図では近かったが、吊つり橋が落ちていたために迂う回かいすることとなり、到着したのは翌日だった。

「……この町のはずですね」

「レム、顔色、悪いよ？」

「……御者台で手綱を握っていれば、だいぶマシなのですが」

　それでも悪路が続いたせいか、彼女は乗り物酔いになったようだ。

　ディアヴロも何度も尻を突き上げられて、胃にきている。腹が膨れていたら吐いていたかもしれない。

　元気いっぱいなのはシェラだけだ。

「大丈夫？　ベーコン食べる？」

「……食べ物の話は後にしてもらえますか」

　げっそりした声でレムが返した。

　馬車は町へ近付く。

　シェラが意外そうに言う。

「そんな小さくなくない？」

「……そうですね。建物は百近くありそうです」

「立派な柵もあるよ」

「……あれは野獣を近づけないためでしょう。門に見張りも立っていますね、二人だけですが」

「大丈夫かなぁ？」

　ディアヴロたちの手配書が回っていないだろうか？

　レムがうなずく。

「……断言はできませんが、まだ大丈夫かと」

「そうなの？」

　この時代は、情報伝達に手紙を使う。

　重要拠点には魔術による通信手段が用意されている、という話もあるが……一般的には手紙だ。

　しかもコピー機なんて存在しない。

「……人相書きの入った手配書を送るためには、それを手書きで写す必要があるのです」

「あ、そっか。大変だねえ」

「……ですから、重要度の低そうな場所は後回しです。このような、街道から外れた小さな町は」

「来てなさそう」

「……確実ではありませんけどね」

「ううぅ……神様、お願いしますー。そろそろ、温かいベッドで寝たいです」

　即物的な願いだった。

　馬車を進める。

　見慣れぬ一行に、二人の門番たちが怪け訝げんな顔をする。御者台を見て──

　ぽー、と頰を赤らめた。

「なんて、美しい」

「お、おい！　待て。君たちは、いったい何者だ？」

　門番は人間ヒユーマンで、どうやらレムとシェラに見とれているようだった。

　異種族を好きになる者は希だというが、美醜の判断は別だ。

　レムとシェラは街を歩いていて、何人も振り返るくらい容姿が優れている。

　そんな二人に《隷従の首輪》をつけている混魔族デイーマンの男……

　これはもう、面倒が起きる気配しかなかった。

　ディアヴロは門番たちを睨にらみつける。

「フンッ……何者かだと？　我を知らぬか、田舎者どもめ……その無知を恥じ、この名を脳裏に刻むがいい。我はディアヴロ！　異世界から来た──」

　シェラが、わあわあと両手を左右に振った。

「わー、わー」

　レムが御者台から身を乗り出す。尻尾を左右にぶんぶん振って。

「教会で、とても身分のある方です！　この町の教会堂は、どちらですか!?」

　珍しく彼女が大声をあげた。

　その〝身分のある方〟の顔に、レムの尻尾が、ばしばし当たっているのだが……

　いつもの調子で〝魔王〟と名乗るところだった。

　──そういえば、聖騎士長を演じなくては。

　演じるという点では、魔王も聖騎士長も変わらない。素の自分でなければ言葉は出るはず。

　ディアヴロは銀の聖印を取りだした。

「我は、聖騎士長である。この町の神官に会いたい」

　困惑した様子だった門番たちが、石化の魔術でも受けたかのように固まる。

「せ、せ、せ、聖騎士!?」

「聖騎士長!?」

　レムが言葉を重ねる。

「……この町の教会堂は、どちらです？」

「あ、案内します！」

　二人して町の中へと駆けだした。

　門番がいなくなるが、いいのだろうか？　田舎らしい、おおらかさだった。

　シェラが吐息をこぼし、小さな声で言う。

「よかったー」

　彼女の言うとおり。

　この町には、まだディアヴロの手配書は来ていない様子だった。
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　割と大きな教会堂がある──という情報だったが、どちらかというと歴史のある教会堂という感じだった。

　古い。

　木の柱に土壁を盛り、屋根まで土という、リフェリア王国でも珍しい建物だ。

　レムが感想を口にする。

「……この造りは、百年前でも、もう使われていません。つまり、それより古いか……わざわざ古い工法で建てたのか」

　建物の中から、神官服を着た女性が出てきた。

「この聖堂は三百年ほど前に、聖クラサがこの土地の人々を助けるために造られたそうです」

　ドワーフの女性だった。

　種族的な特徴として、背が低く、胸が大きい。

　そして、犬のような耳と尻尾がある。彼女はラブラドールみたいな垂れ耳だった。

「ようこそ、トワの古聖堂へ」

「あ、あの！」

　案内してきた番兵たちが、何か言おうとするが、彼女は優しくうなずいて、それを制する。

「この方たちは、大丈夫です。お役目に戻ってくださいまし」

「あ……わかりました！」

　二人は深々と頭を下げ、門のほうへ走っていった。

　レムが尋ねる。

「……わたしたちのことを知っているのでしょうか？」

　いつも冷静な口調の彼女だが、とくに落ちついた声だった。こういうときは、だいたい警戒している。

　ドワーフの神官が首をかしげた。

「いいえ。ですが、今日は大切なお客様がいらっしゃる──と朝のお祈りのとき、そう聞こえた気がしたもので」

「……託たく宣せんですか？」

「そのような大それたものではありません。神様の御声を聞けるのは、大だい主しゆ神しん官かん様だけですから。風の便り、といったところでしょう」

「風の便り？」

　シェラが首をかしげた。

　言葉の意味としては、出所の不確かな噂うわさ話ばなしのことだが……

　彼女が教会堂の中へとうながす。

「どうぞ、おもてなしはできませんが、温かいミルクを用意しましょう」

「わーい！」

　シェラが警戒心なくついていく。

　いささか言動が不審ではあるが、他に頼るあてもなかった。

　レムに続いてディアヴロも中へ入る。




　土造りの教会堂は、内装も普通ではなかった。

　建物の中というより、地下室のようだ。

　木の柱が天井部分の土を支えており、柱の間に椅子が置かれている。

　明かり取りの窓はなく、昼でも蠟ろう燭そくが灯されている。それでも、かなり暗かった。

「お好きなところへお掛けください」

　そう言い残し、ドワーフの神官は奥の扉へ消える。ほどなく、トレイを持って戻ってきた。

　木のコップに入っているのは、温かいミルクだ。

　シェラとレムが受け取る。

「わぁ、ありがとうございます！」

「……いただきます」

　そして、ディアヴロにも差し出された。

「さあ、どうぞ。山羊の乳です」

「うむ」

〝乳〟と言われて、つい神官の胸元に視線をやりそうになったが、ディアヴロは意識して手元に固定した。

　今から聖騎士長を名乗ろうというのに、女性の胸元ばかり見ていたら、あまりに説得力がない。

　レムが周りを見回す。

「……この教会堂の神官は、貴女だけなのですか？」

　ドワーフの神官がうなずいた。大きな胸元に手を置いて、優しげな声で名乗る。

「そうですよ。私はリリタナと申します」

「……わたしはレム・ガレウ。こちらは、シェラ。二人とも冒険者です。そして、こちらの者が」

　ディアヴロは銀の聖印を見せる。

　リリタナが目を見開いた。

「それは、聖騎士長の……!?」

「うむ」

「このような小さな町に来てくださるとは思わず……失礼いたしました」

　彼女は板張りの床に、膝をつき、胸の前で手を合わせる。

　むずむず、と背筋がかゆくなった。

　魔王を演じていたときは、挑戦者たちが敵意を見せ、武器を構えた。ディアヴロは挑発を口にしつつ、戦いのことを考えればよかった。

　聖騎士長は違う。

　敬われ、正しい人としての振る舞いを要求される。

　──できるのか？　俺なんかに、そんな地位のある大人の言動が？

　緊張してきた。

　幸いなことに交渉はレムに任せることができた。

「……わたしたちは、とある理由で国王と対立してしまいました。事を荒立てる気はありませんが、王都に残してきた仲間と連絡を取る必要があります」

「ええっ!?　リフェリア王と対立を!?」

「……大だい主しゆ神しん官かんルマキーナ様に言伝を頼みたいのです」

　手紙は関所で開けられてしまう。

　神官に王都の大教会堂まで行ってもらうしかなかった。

　ディアヴロは口を開く。

　頼み事だ。

　聖騎士長らしく。聖騎士長らしく。聖騎士長らしく。




「我の役に立てることを喜ぶがいい！　この魔王ディアヴロのな！」




　長く染みついた癖は簡単には抜けなかった。

　リリタナが固まる。

「ま、魔王……!?」

　──ぐわぁぁぁぁぁ!?　今のナシで！　もう一回！　もう一回！　やり直しさせてもらえませんかー!?

　今まで必死で魔王の演技をしてきたせいで、つい魔王と名乗ってしまうのが癖になっているのだった。

　滝のような汗が、ディアヴロの背筋を濡ぬらす。面倒なことになってしまった。

　レムとシェラが「あわわわ」と動揺する。

「ち、違うのです」

「ちがうんだよ！」

　しかし、それ以上の言い訳は、二人からは出てこなかった。

　リリタナがまじまじとディアヴロを見つめる。




「聞いていたとおりの御方……。本物の聖騎士長様なのですね」




「ファ？」

　思わずマヌケな声をあげてしまった。

　リリタナが言う。

「私、大だい主しゆ神しん官かん様からお話をうかがいました──今の聖騎士長様は〝魔王を名乗る奇矯な冒険者を演じているが、本当は神様の化身なのです〟と」

　そいつ、設定を盛りすぎじゃね？

　以前、ルマキーナが信者たちにディアヴロのことを説明した──と言っていたが、だいぶトンチキな人物にされていた。




　本当は、異世界のヒキコモリゲーマーなんですけどね？




　そうは言えないから、ディアヴロは居住まいを正す。

「フンッ……我は神などではない、と何度もルマキーナには言ってやったのだがな」

「ふふ……そのようなことも、おっしゃっておられました」

　シェラが安あん堵どの吐息をついた。

「はぁ～、信じてもらえてよかったー」

　レムが問う。

「……大主神官といえば教会の最高位です。地方の神官が、ゆっくり長話ができる相手ではないはず。貴女はいったい？」

「私は普通の神官ですよ。ただ……今の大主神官様が、まだ幼少の砌みぎり……ご両親に連れられて聖地巡礼として、この地を訪れたとき」

　ディアヴロは思わず〝聖地巡礼〟の言葉に反応しそうになる。

　しかし、この場合の聖地巡礼というのは、アニメの背景になった場所を巡ることではなく、本来の意味──宗教的な要所を巡拝する旅のことだ。

　リリタナが昔を懐かしむように言う。

「私が、ルマキーナ様は神に近しい御方だと感じ、大教会堂へお連れしたのです」

「……貴女が!?」

「誰が見てもわかるほど神々しい御方でしたから」

　そうだったか？　とディアヴロは思い出してみる。

　ルマキーナと初めて会ったとき──

　聖騎士ゲイバルトのキノコ召喚獣に神官服を剝がれてて、全裸でオンナノコまで見てしまったのだった。

　思わず赤面しそうになる。

　たしかに神々しかった気もするが、そういう意味ではないだろう。

　レムがうなずく。

「……ルマキーナが……あ、いえ……大だい主しゆ神しん官かん様が祈りを捧ささげているときは、たしかに、天に届くほどの力を感じますね」

　シェラも同意した。

「うんうん！　光がぶわぁぁぁって空に伸びていくもんね！」

　リリタナが両手を合わせる。

「ルマキーナ様は神様の御声を私たちに伝えてくださる、それは尊い大主神官様になられました。ただ、そのせいでご苦労なされたと聞き、胸を痛めもしました。彼女の窮地を救ってくださったそうで……今の聖騎士長様には感謝の言葉もありません」

「うむ」

　ディアヴロは腕組みしてうなずく。

　もう余計なことは言わないようにした。

　リリタナが提案する。

「私、ここから王都までの関所には顔がききます。一緒ならば、リフェリア王の命令があろうと王都大教会堂までは行けるでしょう。いかがなさいますか？」

　シェラが手を叩たたいた。

「わぁ！　そのほうがいいね！」

　たしかに、言伝を頼むより、王都まで行けるほうがいい。

　合流すれば《転移》が使える。

　レムは慎重だ。

「……それが本当ならば、とても助かります。しかし、関所の兵たちが従いますか？」

「彼らは、その土地の神官を敬います」

「……でしょうね」

「地元の教会は生活の基盤ですから」

　蔑ろにすると、暮らしにくくなるだけでなく、下手をすれば信心深い者に命を狙われかねない。

　レムが納得顔でうなずく。

「……大主神官を見いだした方なら、近隣の神官たちから特別視されているでしょう。枢すう教きよう院いんに所属していてもおかしくない地位のはず」

「そういうお話もあったのですが、生まれ故郷の古聖堂を放っておけなかったのです」

　本当に信用できるのか？

　彼女に悪意はなくとも、関所の町の神官が絶対に協力するとはかぎらない。

　神官が何と言おうと、怪しい者を通す兵ばかりとはかぎらない。

　しかし、他に手段は思いつかなかった。

「許す、リリタナよ。我らを王都まで案内するがよい」

「必ずや成し遂げます、聖騎士長様」
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　ディアヴロたちは馬車馬を休ませる必要がある。

　町の唯一人の神官が、無断で長く出掛けるわけにもいかない。教会は町の生活を支えているのだ。

　詳しい事情は伏せつつ、まず町長に説明する。

　古い建物だけに、長く放っておけないから、留守を任せるハウスキーパーの手配も必要だ。

　さらに、隣町に使いをやって、友人の神官にときどき来てもらうよう頼んだ。

　そうしたことに丸一日。

　出発は翌朝になった。




　ディアヴロは鏡台の前で憮ぶ然ぜんとする。




「本当に……必要なのか？」

　リリタナが真剣な顔でうなずいた。

「いくら神官の口添えがあろうとも任務に忠実な兵というのはいるものです。怪しまれることがないのが一番です」

「それは、理解できるがな」

「口調も改めていただきませんと」

「うぐぐ……」

　ディアヴロは髪の長いかつらウイツグを被っていた。

「名前は、ディアラさんで、どうでしょう？」

「クッ……」

　混魔族デイーマンの証である頰の痣あざも化粧で消して、ゆったりした女物の衣装を身につけ、すっかり人間ヒユーマンの女性の外見になっている。

　──この魔王に、屈辱的な姿を晒さらせと言うのか!?

　そう激発しかけたが。

　リリタナに「聖騎士長様は外見などより大望を優先できるお方だと思います」と信じ切った瞳で言われては、否定できなかった。

　たしかに、女装くらいで面倒を避けられ、早く王都に行けるなら、そのほうがいい。

　今、この瞬間にも、シルヴィとホルンの身に何が起きているか……

　ディアヴロたち自身の安全にも関わる。

　自分だけならいいが、レムとシェラがいる。戦いを避けられるなら、それが一番だった。

　部屋の扉が開いて、若い男性二人が入ってくる。

　一人は豹ひよう人じん族ぞくの青年だ。

　豹ひよう人じん族ぞくの標準的な髪色──オレンジ色の髪をした青年が、瞳を輝かせる。

「……ディアヴロ、素敵です！　まるで貴族令嬢のようです」

　もう一人のエルフの青年がうなずく。

「うん！　すっごくきれい！」

　二人の青年の正体は、レムとシェラだった。こちらは男装しているのだ。

　レムは特徴的な長い黒髪をよくぞ短髪のかつらウイツグに納めたものだと思う。よく見かける豹ひよう人じん族ぞくの明るい髪色になっていた。

　シェラもすごい。

「化けたな」

「えへへ……ちょっと胸が苦しいんだけどねー」

　あの主張の強い大きなふくらみが、すっかり消えていた。

　レムがジト目になる。

「……どうせ、わたしは着替えただけです」

　三人が並ぶと、ちょっとゴツイ貴族令嬢と、亜人の青年二人……

　とは見えなかった。

《隷従の首輪》のせいで、若い男二人を奴隷にして連れ回している、ちょっとアレな貴族令嬢だ。

　リリタナが思案顔で言う。

「馬車もありますし……地方で甘やかされて育った貴族令嬢が、王都のパーティーに参加する。私はお目付役、ということにしましょう」

「……なかなか具体的ですね」

「ええ、まぁ……長く神官をやっていると、いろいろとありまして」

　何かを思い出すように、リリタナが遠い目をした。

　深くは聞くまい。

　ディアヴロはため息をついた。

「もうよい、子し細さいは問わぬ。一刻も早く王都に着けば、些さ事じは咎とがめぬゆえ──急げ！」

「はい、さっそく出発いたしましょう」

　リリタナが荷物を手に取る。
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　シェラがジャンプした。

「ごーごー♪」

「……横で揺れるものがないのは、目障りがなくてよいですね。ずっと、その格好をしていたらどうですか？」

「えー、苦しいよー!?」

　男の姿になっても、相変わらずの二人だった。
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　一週間後──

　ディアヴロたちは三つの関所を無事に越えることができた。

　時刻は昼で、天気は快晴。

　太陽が真上に輝いて、日向にいると汗ばむくらいの陽気だった。ファルトラ市ほどではないが、この周辺は温暖な気候らしい。

　王都までは、あと半日ほどだ。もう遮るものはない。

　夕方には入れるだろう。

　レムは上機嫌だった。

「……リリタナは本当に素晴らしい神官です。神官の鑑かがみと言ってもいいです」

「いえ、そのようなことは」

　彼女が恐縮して口元を手で隠した。

　シェラも賞しよう讃さんする。

「すごいよね！　リリタナさん、お祈りのお歌も上手だし、料理もすっごい美味しいんだもん！」

「喜んでもらえたなら、よかったです」

　お母さんみたいだな──とディアヴロは思った。

　たしかに、彼女は優秀だ。

　ここまで戦闘はなかったので、治ヒ癒ー術ラ士ーとしての実力はわからないが……

　祈りの旋律の美しさは、大だい主しゆ神しん官かんルマキーナと遜色ない。

　幼い頃のルマキーナに手ほどきをしたそうだから、それも当然か。

　リリタナは兵たちに囲まれても動じることなく、関所の責任者とも堂々と対話をしていた。

　地方の神官たちには〝顔がきく〟などというものではなく、まるで恩師のように慕われていた。彼らが解決できないような難しい問題が起きると、彼女のところへ相談に行くのだそうだ。

　リリタナは聖母と慕われている女性なのだった。

　レムが言う。

「……本当なら、貴女のような方こそ、枢すう教きよう院いんに選ばれるべきなのでしょうね」

　彼女は目を伏せた。

「身に余るお言葉です。ですが……私はドワーフですから」

「あ……なるほど。大教会堂は王都にあります。あそこは、かなり種族差別が根強いですからね」

　ディアヴロは思い出す。

「そういえば、ビショスとかいうヤツが支配していた頃の枢教院は、人間ヒユーマンばかりだったな？」

　リリタナが首肯した。

「はい。そればかりでなく、ルマキーナ様も……人間ヒユーマンでなければ、あれだけの才があっても大主神官には選ばれなかったでしょう」

「愚かしいことだ」

　ディアヴロの言葉に、レムも牙を見せる。

「……まったくです」

　いつもは怒らないシェラまで、珍しく腹を立てていた。

「ひどいよ！」

　まあまあ、とリリタナが宥なだめる。

「誰を信じるか、何を信じるか、どのような世界を望むか、全て人それぞれです。善悪と好き嫌いは別のもの……それは仕方のないことです」

「……しかし、種族差別は許されることではないと思うのですが？」

「正しくはないかもしれません。しかし、そういう価値観を持った者が王都にいるのも事実です。私がルマキーナ様の近くにいることで、彼女が苦労するのは、望むところではありません」

　たしかに、そういう面倒も起きるか。

　ビショスたち前の枢すう教きよう院いんは、王宮騎士によって皆殺しにされた。どうやら連中は王権と繫つながりを持っており、黒幕に口封じされたらしい。

　ルマキーナは新たに枢教院を任命し、そこにリリタナも誘われたのだが、彼女は辞退したのだった。

　故郷のことと、種族のことを気にして。

「なんか、悲しい……」

　シェラの言葉に、リリタナが首を左右に振った。

「いいんです。なにより、私には王都の堅苦しい生活が性に合いません。枢教院へのお誘いをお断りしたのは、種族や古聖堂のことばかりではなく、私自身にも理由があったんですよ」

　彼女は頰を上気させている。

　レムが首をかしげた。

「……貴女自身の理由……ですか？」

「私、ダメなんです。我慢ができなくて」

　リリタナが幌ほろの外へと目を向ける。

　その表情は、いつもの落ちついた様子ではなく、どこか飢えを感じさせるものだった。

　ディアヴロは問う。

「何か望みがあるのか？　隠さずに言うがいい」

　レムもうながす。

「……そうです、リリタナ。なにを遠慮することがありますか？」

「え？　いいのでしょうか？」

　シェラが前のめりになる。

「なになに？　なにか欲しいものがあるの？　やりたいことがあるの？」

「えっと……やりたいこと、と言いますか……」

「いいんじゃない？」

　詳細も聞かず、気楽なシェラだ。

　レムが問う。

「……馬車を停めたほうがいいでしょうか？」

「いえ、その必要はないのです」

「……それなら、なおのこと。遠慮は無用ではありませんか」

「は、はい」

　ちらり、とリリタナがディアヴロのほうに視線を向けた。

　その瞳が揺れている。

「なんだ？」

「いえ……その……お目汚しかもしれませんが」

「フンッ……我は魔王だ。貴様が何をしようと、動じることなどないと知れ」

　その言葉に、彼女が解放されたような笑みを浮かべる。

「ありがとうございます！　それでは、失礼いたしまして──」

　言いながらリリタナが神官服に手をかけた。

　レムとシェラが目を丸くする。

　ディアヴロも言葉を失った。

　リリタナが、ずぼっと衣服を脱ぐ。




「私、暑い日に服を着てるのが、もう絶対に無理なんですー」




　──そりゃあ、都会暮らしは無理だよね！

　ディアヴロは心の底から納得した。

　もともと下着はつけていなかったらしい。すっかり彼女は全裸になった。

　働き者らしく、引き締まった体つきをしているが、ドワーフの女性だけに、胸はゆたかで、ちょっと垂れている。

　肌に玉の汗が浮かんでいた。

　──なぜ脱いだ!?

　そう叫びそうになったが、これが彼女の〝望み〟らしい。

　ディアヴロは〝他人とは違う個性〟を否定されるのも、否定するのも、嫌だった。

　だから、否定はしない。

　ただ、目のやり場には大変に困った。

　リリタナが両手を突き上げる。

「くぅ～、気持ちいいです！　この風！　この日差し！　この開放感！　ああ、全裸って本当に素敵ですよね！」

　レムが啞あ然ぜんとした声で返す。

「……そ、そうですか……わたしは人前で脱がないので、わかりませんが」

　否定はしなかったが、動揺した声は隠しようもなかった。

「ふわわー」

　シェラが赤面して両手を顔の前にやる。

　ただし、指の間から、しっかり見ていた。

　そんなディアヴロたちの反応が、リリタナは気に入ったのかもしれない。ますます上機嫌になった。

「うふふふふ……人の視線も、慣れると癖になりますよ？」

「……いえ、それは、もういいです」

　前に、レムはダークエルフの里を全裸で歩く──ということをした。儀式魔術だったのだが。

　かなり身体が反応してしまった様子だった。

　癖になってしまいそう──とレム自身も感じたのだろう。今は表情を硬くしている。

　リリタナが苦笑する。

「あはっ……みなさんが着ていて、私だけ脱いでいるというのは、ちょっと恥ずかしいですね」

「……全員が脱いでいても外で全裸は恥ずかしいですし、ちょっとではないです」

　レムが冷ややかに断言した。

　逆に、シェラは納得したようにうなずく。

「たしかに、独りは寂しいよね！」

「……待ちなさい、シェラ!?　なにをする気ですか!?」

「あたしも胸が苦しくって」

「……それなら、せめて胸のボタンを外すだけでいいでしょうに!?」

「そりゃー!!」

　最近、ずっと見ていなかったシェラのふくらみが、どかんと解放される。

　ここ数日を取り戻すかのように、ぶるんぶるんと揺れた。

「ああああー、さいこー!!」

「気持ちいいですよね、シェラさん！」

「うん！」

　昼間の街道で全裸でなければ、仲睦まじい会話なのだが……

　レムが顔を青ざめさせる。

「……ここは王都の近くの街道ですよ？　いつ誰に見られるか、わからないのに」

　リリタナが頰を上気させた。
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　両膝をもじもじと、擦り合わせる。

「んぅ……レムさんてば、いきなり言葉責めですか？」

「……事実を述べているだけです」

「じゃあ、次はレムさんも」

「脱ごう？　レム」

　シェラまで迫った。

　レムが驚きよう愕がくに声をあげる。

「馬鹿ですか!?　わたしは手綱を持って……馬車を操っているところでしょうに！」

「じゃあ、それは聖騎士長様にお願いして。あ、それとも、聖騎士長様がお脱ぎになりますか？」

　変な方向に話が行く前に、ディアヴロは御者台に座った。

　リリタナとシェラ、両方の胸のふくらみが、ぶるんぶるんぶぉんぶぉんずぎゃーんって感じで、もう無理。

　レムから手綱を奪い取る。

「フッ！　馬車は我が預かるゆえ、任せるがよい！」

「ディアヴロー!?」

　じゃあ、そういうことで──とレムが荷台に連れて行かれる。

　以前、レムとシェラが水浴びをしていたとき、ディアヴロは背を向けて、チラッと覗のぞくこともできなかった。

　今も変わらない。

　目の前で急に脱がれたなら、いざ知らず。

　荷台で遊ぶ彼女たちを眺めるような度胸は、やっぱりないのだった。ディアヴロは手綱を握りしめ、前だけを睨にらむ。

　──うううぅ……俺、ぜんぜん変われてねえなぁ。

　レムの嬌きよう声せいが聞こえてきた。

「や、ダメ……あ、脱がされたら……あっ、ああ……!!　こんな、外で……水浴びでもないのに!?　んっ、ひあっ、んんんっ」

　リリタナとシェラの声も。

「あらあら……レムさん、すごいですね」

「わぁ！　こんなになっちゃってるよ、レム!?」

「だ、だめ……ッ」

「いいんですよ、レムさん。神様も許してくださいます、人は産まれたときは全裸なのですから」

「そうだよー。気持ちいいことは、良いことなんだよ、レム」

「や……だめ……こんなの……く……癖になっちゃうぅぅぅぅ～～～～～ッ!!」
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　幸いなことに誰に見られることもなく騒動は終わり。

　ディアヴロたちは王都の近くまで来た。

　この辺りだと、すれ違う馬車も多くなる。幌ほろ馬車の荷台だろうと、脱いだりしたら大勢に見られてしまうだろう。

　もう暑くもないから、大丈夫だと思うが……

　夕方だった。

　周りには赤く染まった畑が広がり、その先に巨大な城壁が聳そびえている。

　城壁の中には、槍やりのような塔が何本も建てられていた。

　──いつ見ても、違和感があるな。

　王都セヴンウォールだけは、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリと大きく外観が異なっていた。

　ルマキーナとの会話を思い出す。




「あの城壁は、いつ作られたのだ？」

「えっと……十四年前に私が王都へ連れてこられたときには、なかったんですが……あ、十二年前からです。今の六代目リフェリア王──ダルーシュ・サンドロス陛下が即位して、すぐ建造がはじまりました」

「リフェリア王か……」




　ディアヴロは荷台を振り返る。

　もう全裸はいなかった。

　リリタナが何事もなかったかのように澄ました顔をしている。むしろ、心なしか肌の色艶がいい。

「あとは城門をくぐるだけですね、聖騎士長様」

「う、うむ」

　本性を見てしまった後だと、この清らかな笑みを直視できなかった。

　シェラはテンションが上がりすぎてしまったらしく、疲れ果てて寝ている。

　はっきり言って、食っちゃ寝だ。

　そもそも、今回の南方新地への旅でシェラは何かやったっけ？　と記憶にないくらい何もしていない気がする。

　いや、コボルトたちと出会うキッカケになったか……毒の果実を食べそうになっただけだが。

　王宮騎士ゲイバルトと戦いもした……倒したのは、レムだが。

　あとは、ソラミに尻を撫なでられたり、ディアヴロの指を舐なめたり、全裸になってレムを脱がしたり……

　エルフの王妃として、どうなのか？

　お腹を出して寝ているシェラの姿を見て、グリーンウッド王国の将来を憂いてしまうディアヴロだった。

　一方、レムは荷台の端でうずくまっている。

　外で全裸に剝かれて〝癖になっちゃう～〟と叫んだことが、尾を引いているらしい。

　ぶつぶつ、とずっと独り言をつぶやいていた。

　ディアヴロは肩をすくめる。

「貴様ら、いい加減に、王都へ入る準備をだな」

「……くっ……あなたは脱がなかったか……えッ!?　ディアヴロ、あれは何ですか!?」

「むっ!?」

　レムが急に真剣な顔になり、荷台から御者台へと飛び出してくる。都市のほうを指差した。

　リリタナが両手で口元を覆う。

「軍隊ですか!?」

　ディアヴロは浮かれた気分が吹き飛んだ。




　王都の城門から、見たこともない兵数の軍隊が出てきた。




　全身鎧よろいを身に纏まとった重装歩兵。

　馬まで鎧を着た重装騎兵。

　魔銃マギガンを担いだ銃士隊に、より大きな筒を数名で引く魔砲隊。

　そして、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでも目にしたことのある剣と王冠を重ねた軍旗が風に靡なびいている。

「あれは親征軍だな。国王自らが率いている」

　リフェリア王国軍の主戦力であることを意味していた。

　出せるだけの兵力を惜しみなく投入しているはずだ。おそらく、王宮騎士団も参加しているだろう。

　対たい峙じした敵数を瞬時に把握する──という特技を持つディアヴロだったが、軍隊は別だ。

　どれほどの兵数か、想像もつかない。

　五万や六万という数ではない、と思うが。

　レムがうめく。

「……わたしは昔、三万の軍勢を眺めたことがありますが……あれは、その三倍以上は」

「つまり、十万くらいの兵数ということか？」

「……もっと多いかもしれません」

　ディアヴロに対して、それだけの兵を用意したのか？

　王宮騎士との戦いくらいは覚悟していたが、これは想定外だ。

　しかも、自分たちが王都に近付いてるのを察知されていたことになる。

　リリタナが裏切りを？

　いや、そんな者が、街道を走る馬車の中で、馬鹿みたいに全裸になるとは考えにくかった。

　ならば、関所から通報されていた？

　その可能性はあった。

「だとしても、あれほどの戦力を出してくるものか？」

「……妙ですね、ディアヴロ。軍隊は東へ向かっている様子です」

　ディアヴロたちは王都の南にいる。

　リリタナが首をかしげた。

「どういうことでしょうか？」

　彼女は優秀だが、軍事には明るくないようだ。

　レムが答える。

「……あの軍隊の標的は、わたしたちではない……ということでしょう」

　ディアヴロは内心で胸を撫なで下ろした。

　しかし、厳めしい表情は崩さないでおく。

　──まぁ、女装しているから、威厳も何もあったもんじゃないんだけどな。

「リフェリア王国の東は……ヴィラール聖国か？」

「……隣国とは、不可侵条約を結んでいるはずです」

　条約があるからといって、絶対に戦争にならないとは言えない。

　しかし、政治や軍事を語れる者は、この馬車には乗っていなかった。

「フンッ……面倒なことになっているようだな」

「……どうしますか、ディアヴロ？」

「王都へ急ぐ！　当然だ！」

　今さら、怖じ気づくわけにはいかなかった。騒動が起きているなら、余計にシルヴィたちを放っておけない。

　ディアヴロは手綱を握りしめた。

「揺れるぞ！　しっかり摑つかまっているがいい！」

　リリタナが荷台にしがみつき、レムが力強く返事をする。

「大丈夫です！」

「行きましょう！」

　急に馬車が激しく揺れだしたので「うわぁ！」と声をあげてシェラが飛び起きた。

「な、なに!?　どうしたの!?　なにかあったの!?」

　彼女の質問に答えられる者はいない。

　東へ向かう軍隊の列を横目に、ディアヴロたちは王都へ向かうのだった。





第三章　王都に戻ってみる




　王都セヴンウォール──

　南の城門前は、いつになく混雑していた。

　ディアヴロは苛いら立だった声をあげる。

「チッ……どういうことだ？」

「……東の門が軍隊に使われているため、他の門を使う者が多いのでしょう」

　行列に並んでいるのは、行商人が多かった。

　逆に、王都から出て行くのは家族連れが目立つ。戦争になりそうだから、西へ逃げるのか。

　それらを眺め、レムが言う。

「……やはり、戦争になったようですね。戦時は油や食糧を買い溜だめする者が増えて、価格が上がります。耳聡い行商人たちは、まだ相場の上がっていない地方で買い付けをし、王都へ売りに来ているのです」

「やれやれ、戦争だというのに、商売か」

　リリタナが頭を下げた。

「すみません。私がちゃんと情報を集めていれば、関所で開戦の報せを得られたかもしれないのに」

「……あなたの責任ではありません。わたしたちは関所を少しでも早く抜ける必要がありました。情報を集めている暇がなかったのは仕方ないかと」

「そうですが……」

　気にしないでください──とレムは言葉を重ねた。

「……ディアヴロ、行列に並んでいる商人たちに状況を訊きいてみますか？」

　うなずきかけ、首を横に振った。

「いや、大だい主しゆ神しん官かんならば、そこらの行商人なんぞより情報を把握しているはず。大教会堂に急ぐ」

「わかりました」

　リリタナが城壁に沿った先を指差した。

「西側を回って、北へ行きましょう。大教会堂のある第十二地区の門があります」

「……間に合うといいですが」

　もうすぐ日が沈む。

　城門は夜になると閉じてしまう。たとえ門の外に大勢の人が待っていても、容赦なく閉める。

　そして、この王都セヴンウォールは、ディアヴロの暮らしていた元世界の中世時代では考えられないような大規模な都市だった。

　馬車で半周するだけでも、けっこうな時間がかかる。第十二地区の門に着いたときには、もうすっかり暗くなっていた。

　ところが、驚いたことに、まだ門が開いていた。

　兵隊がうじゃうじゃいるが、その中心にいるのは──

　白と赤を基調としたローブ姿の少女だった。




　大だい主しゆ神しん官かんルマキーナだ！




　本来なら、大教会堂の奥にある深殿にいるべきはずの人物が、どうして、こんな混雑した門に？

　三度見したが、間違いなくルマキーナだった。

　彼女の周りには信者たちがいる。

　両脇を固めている青色の鎧よろいを着た者は、おそらく聖騎士だろう。松明の揺れる灯りしかないため、顔まではわからなかったが。

　シェラが手を振る。

「ルマキーナさぁぁぁん！」

　慌ててレムが、その耳を摑つかんで引っこめさせた。

「バカですか、シェラ!?」

「痛たた！　耳はダメ、耳はダメ！」

「……ここは大教会堂の正門となる場所ですよ。そこで教会の最高位である大主神官の名を軽々しく呼ぶなど、不敬で捕まりたいのですか!?」

「ううぅー」

「……それに、こう騒がしくては、遠くから呼んでも声は届かないでしょう」

「じゃあ、歩いていこうよ」

　それしかなさそうだ。

　ディアヴロは手早く身支度を調えた。

　馬車は捨てることになってしまうかもしれないが……

　レムやシェラやリリタナを残して行くほうが、ずっと心配だ。

　照れた顔をして、レムが自分の格好を見下ろす。今は豹ひよう人じん族ぞくの青年だった。

「……話しかけたところで……ルマキーナが気付いてくれるかは、わかりませんけれど」

「あはは、そうだねー」

　隣に立つシェラも、エルフの青年の格好をしている。

　もちろん、ディアヴロも変装していた。

　ゴツイお嬢さん。

　──トホホ……こんな格好で再会することになろうとはなぁ。

　リリタナが請け合う。

「そのために、私が同行しているのです。ちゃんと、事情はお伝えしますとも」

　彼女は教会の上層部にも知り合いが多い。

　任せることにした。
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　ディアヴロたちは馬車を降りる。

　人混みの間を縫うように、門へと近付いていった。

　ルマキーナのところへ向かう。

　どうやら、彼女は何者かと言い争っていた。相手は豪華な鎧よろいを着けているから、おそらく階級の高い軍人だろう。

「大だい主しゆ神しん官かんは何を考えておるのですか!?　門を閉じる時刻は、とっくに過ぎているのですぞ!?」

「すみません。でも、今日だけは……」

「私には王都を守護する責務があるのです！　たとえ教会の最高権力者であろうとも勝手なことをしてもらっては困ります！」

「ですが……」

「東に帝国の侵略があっただけでなく！　南で混魔族デイーマンが謀む反ほんを起こしただとか、西で魔王が領内に入りこんだなどという噂うわさもあります！　今や王都といえど絶対に安全ではないのですぞ!?」

　──南で謀反を起こした混魔族デイーマンって、俺か!?

　軍隊が向かったのは、帝国が攻めてきたかららしい。

　ディアヴロは記憶しているＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの世界観設定を思い出す。

　リフェリア王国の東にある帝国というと……

　ゲルメド帝国か？

　クロスレヴェリに登場したことは、数えるほどしかなかった。

　なぜなら、ゲルメド帝国は同社の別タイトル──ＳＬＧガールズアームズの舞台だからだ。

　それが侵略してきた？

　期間限定のコラボイベントで登場することはあったが、そんな展開はゲームにはなかったはず。

　──俺、ガールズアームズのほうは、ちょっと遊んでみただけなんだよなぁ。リフェリア王国に侵攻するイベントなんてあったのかな？

　レムが怪け訝げんな表情を浮かべる。

「……西の魔王の噂うわさ……気になりますね？　もしかして、クルムのことでしょうか？」

「そんなー!?」

　シェラが泣きそうな声をあげた。

　リリタナはクルムのことを知らないので、首をかしげる。

　ディアヴロは肩をすくめた。

「かもしれんが、ここで心配しても仕方あるまい」

　もう声が届く距離だ。

　しかし、大声で大だい主しゆ神しん官かんに声をかけるなど、レムの言うとおり、あまりに不敬だ。

　逡しゆん巡じゆんしていたら、先に護衛に気付かれた。

「そこの者たち！　何者か!?」

　人間ヒユーマンの女性だ。

　聞き覚えのある声だと思ったら、知らない相手ではなかった。

　聖騎士のトリアである。

　懐かしい。

　以前、レムが王宮騎士団に寝返ったゲイバルトから鍵を受け取り、告解室に閉じこめられていたのを助け出したのだった。

　当時は衰弱して立ち上がることもできなかったが、すっかり回復したらしい。凜り々りしい女聖騎士として振る舞っていた。

　レムが安あん堵どの笑みをこぼし、シェラも微笑む。

「……元気になったようで、よかったです」

「うんうん、よかったー」

　トリアが怪訝な顔をした。

「むむ？　貴方たちは、いったい……？」

　そういえば、レムもシェラも男装しているのだった。

　松明の灯りは遠い。薄暗いせいもあって、トリアは変装していることに気付いていなかった。

　もちろん、ディアヴロの女装にも。

　──この格好で《聖騎士長の証》を出しても、かえって混乱させるだけかな？

　ここは彼女に頼るほうが早く話がまとまりそうだ。

　リリタナが前に出た。

「お久しぶりです、トリアさん」

「えっ……貴女はリリタナ様!?　どうして、こんな場所に!?」

「たぶん、ルマキーナ様が無理を押して門を開けている、その理由の方々を……お連れしたのですよ」

　トリアが眉をハの字にした。

「あ、あの、すみません。実は、こうして門を開けておくように言われたものの、私たちは大だい主しゆ神しん官かんが何のために命じたのか、わかっておらず……」

「まあ……そうなのですか？」

「もっと言えば、大主神官も〝理由はわからないけれど閉じてはいけない〟とおっしゃられたので」

　──全て直感かよ。

　レムが肩をすくめる。

「……ルマキーナらしいですね」

「あはは……そういうとこあるよねー」

　リリタナまで納得顔でうなずいた。

「大主神官の行われることです。きっと大神の御導きがあったのでしょう。私たちが来たことを伝えていただけますか？」

「わかりました！」

　トリアは、ディアヴロに一瞬だけ胡う散さん臭くさそうな視線を向けつつ、ルマキーナのところへ戻った。

　変装が上手すぎたらしい。全く正体に気付いていない様子だった。

　報せを受けて、ルマキーナがこちらを見る。

　目が合った。

　思いっきり女装をしているから、どうにも気恥ずかしい。

　──そもそも、どんな態度を取ればいいんだ？

　ルマキーナを頼って来たのだから、低姿勢でへりくだるべきか？　それが常識かもしれないが、ディアヴロは魔王で神様で他にもいろいろ設定がある。

　頭を下げるのは、演技がブレている！

　かといって、まさか大勢の信者たちに囲まれている状況で、大主神官に対して偉そうな口を叩たたくわけにもいくまい。

　ルマキーナにも体面というものがある。

　あと、兵隊もいるのに〝魔王〟を名乗ったりしたら……自殺行為だ！

　ディアヴロは決意する。

　──よし！　レムたちに任せて、後ろで黙っていよう。

　やたら魔王を名乗って事態を混乱させていた頃に比べれば、圧倒的な成長ではないか、と自負する。

　いやぁ、コミュニケーション能力が身についてしまったかな！　そろそろ、コミュ障は卒業ということかな！

　レムとルマキーナが上手い感じで話し合う──その予定が、あっさり崩された。

　驚いたことに、ルマキーナが偉そうな軍人を押しのけ、護衛たちの制止も振り切って、駆けてくる。

　あまりに必死な表情だった。

　レムが圧倒されて前を開ける。

「……ルマキーナ!?」

「わぁ!?」

　シェラが目を丸くした。

　リリタナは一歩下がったところで深々と頭を下げる。

　その誰にも言葉を返すことなく、ルマキーナが一直線にディアヴロへと向かってきた。

　彼女が飛びかかるように、抱きついてくる。

「ディアヴロ様ぁ！」

「うおわっ!?」

　まさか、いきなり抱きつかれるとは思っていなかったので、驚きのあまり声をあげてしまった。

　やわらかい。

　不思議な香りのなかに、ちょっとだけ汗の匂いが混じっていた。

　ぎゅう、と抱きしめてくるルマキーナの身体が、小さく震えている。

　周囲が騒然となった。

　大だい主しゆ神しん官かんが、いきなり何者かに抱きつくなど。

　目にした全員が、あまりに意外な出来事に、石化したように固まっていた。

　ハッ！　とトリアが我を取り戻す。

「大主神官を深しん殿でんへお戻ししろ！」

　彼女は若いが、自分で判断し、率先して行動できるタイプだった。組織人としては珍しく。

　ルマキーナが抱きついたまま動かないので、ディアヴロは彼女を抱え上げた。

「どうやら、再会を喜んでいる……というだけでは、なさそうだな？」

「す、すみません……取り乱しました」

「そのままでいろ」

　ディアヴロの意図を汲くんで、レムが声をあげる。

「大主神官は、ご気分が優れぬようです！　道を開けなさい！」

　人は自分の見たいものを見る。

　急に抱きついたのではなく、倒れて抱き留められたのだ──というほうが、多くの人にとって納得しやすかろう。

　先程までルマキーナと口論していた軍人が、いぶかしむような視線を向けてくる。

　男の顔を見て──

　ディアヴロは思わず「ゲッ」と声をこぼしそうになった。

　その軍人は、リフェリア王と謁見したときに嚙かみついてきた男だ。たしか、王国軍の少佐だったか。

　よりによって、数いる軍人のなかで最もディアヴロを間近で見た者だ。

　──チイッ！　正体がバレたら、また面倒なことに！

　なにより、女装なんてしていることが知られたら、魔王への畏怖も何もあったものではない。

　ディアヴロはすっかり忘れていたが、彼は名をハロルド・ウィリアムといった。

　三十歳で少佐というのは、名家の出身で人間ヒユーマンであることを考慮しても、なかなか優秀である。

　ただし、その才は武芸よりも、後方勤務に向いていた。

　今回の遠征でも、都市防衛と補給線の管理を任され、王都に残されている。

　ハロルドは、じっと見つめてきて──

　口を開く。

「……美しい」

「はあ？」

　ディアヴロは素で返してしまった。

　しかし、ハロルドの耳には届かなかったようだ。

「完璧な造形の容貌に、真っ白な肌、逞たくましい身体つき、なんて素敵な女性なんだ！」

「おい、おま……」

　ちなみに、肌が白いのは、混魔族デイーマンの証である顔の痣あざを消すため、かなり濃く白粉おしろいを塗っているせいだ。

「結婚してください！　ああ、いや、貴女の名を教えてもらえませんか!?」

　──こいつ、なに言ってんだ!?

　近付いてこようとする少佐の前に、シェラが割って入った。

「ごめちーごめちー!!　今、ルマキーナさんを運んでるからねー。ジャマしたらダメなんだよー？」

「うっ……そうだな。すまない、私としたことが……」

　ハロルドは名家の出身だ。

　体調を崩した女性を気遣うくらいの振る舞いは、骨の髄まで叩たたきこまれている。まして、倒れたのは教会の最重要人物だった。

　彼は道を譲る。

「猊げい下か、お大事になさってください」

　熱い視線をディアヴロに向けつつも、ハロルドは士官らしく形の整った敬礼をした。

　歩いて離れてから──

　レムが冷ややかな声で言う。

「……あれは、後から教会に捜しに来ますね、間違いなく」

「やれやれ……別の意味で面倒なことになったな」

　辟へき易えきするディアヴロだった。
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　用意されていた大型の馬車にルマキーナを座らせる。そのまま、ディアヴロとレムとシェラまで乗りこんだ。

　追いかけてきた聖騎士のトリアと、さらにリリタナも一緒に。

　ルマキーナが深々と頭を下げる。

「申し訳ありませんでした」

　ごとごと、と馬車が動きだし、客室が揺れた。

「ちと待て」

　ディアヴロはかつらウイツグを外し、女物の服も脱いでしまう。いつもの黒マント《闇の来訪》を装備した。

　白粉おしろいは手でぬぐったくらいでは完全には落ちなかったが。

　──男に求婚されるなんて、冗談ではない！

　レムとシェラは男装のままだった。ディアヴロはポーチに本来の服を入れておけたが、彼女たちの衣服は馬車に置いてきている。

　あとで回収する必要があった。

　門の外に放置して、盗られていなければだが……

　おおむね元の格好に戻ったディアヴロは、腕組みをして背もたれに身体を預ける。

　ようやく、ルマキーナの言葉に応じた。

「フンッ……貴様を運ぶくらいは造作もない。それより、なにがあった？」

　再会を喜んだというだけではないだろう。ルマキーナの行動は、あまりに感情的すぎた。

「はい……私、どうしていいか……誰か、助けて欲しいと願って……」

　ルマキーナの声は震えている。

　レムやシェラも真剣な顔で話を聞いていた。

　彼女が言葉を続ける。

「ずっと救いを願っておりましたら……北の門より救いの手が伸べられる、と大神の御言葉を賜りまして」

「お、おう」

　普通なら〝神様の声が聞こえた〟なんて言われても、そうそう信じられないだろう。

　しかし、この少女の場合は、本当に届いていそうだった。

　実際にディアヴロは北の門から現れたわけだし。

　──今回は、こっちが助けてもらうつもりだったんだがなぁ。

「何が起きたのだ？　まず、それを説明するがよい」

　大型モンスターの討伐だとか、希少アイテムの収集だとか、そういう明確なクエストだと簡単なのだが。

　ルマキーナがうつむく。

「お、恐ろしい夢を見たのです」

「ほう？」

「この王都が、炎に包まれる夢を……」

「そういうことか」

　東のゲルメド帝国が王都まで攻めてくる──という夢か？

　レムが眉をひそめた。

「……予知夢だとすれば、恐ろしい光景ですね。しかし、ディアヴロ一人で、どうにかなる事態とは思えないのですが？」

「はい」

　ルマキーナも、それは理解しているようだった。

　リフェリア王が十万以上の軍勢で出撃するような敵軍だ。しかも、王宮騎士団まで引き連れて。

　にもかかわらず、王都が燃やされるとしたら……

　負け戦か？

　──はっきり言って、関わりたくない！

　べつに自分はリフェリア王国に仕える身ではない。むしろ、今はグリーンウッド王国の王だ。

　仲間と合流し、いざとなったらルマキーナも連れて、逃げる準備をしておくべきか。

　それとて〝救いの手〟と言えるのでは？

　聖騎士トリアが言う。

「私は、王都よりもルマキーナ様の御身が大切です。いざとなれば、落ち延びていただきたい」

　彼女も、ディアヴロと同じ考えのようだった。

　ルマキーナの表情は優れない。

「そうならないよう、がんばりましょう」

「もちろん、王国軍の勝利を祈っております。しかし、負けた場合にも備えておくのが、私たち聖騎士の役目です」

　これこそが聖騎士だ。

　以前の連中が、あまりに悪党ばかりだったので、余計に立派に思える。拍手しそうになった。

　リリタナが声をかける。

「相変わらず、がんばっていますね、ルマキーナ様」

「そんな……ぜんぜん足りません」

「大だい主しゆ神しん官かんとしてのお役目、充分に果たしていると思いますよ。私たち神官にできることは、大神に祈りを捧ささげることだけ……他のことは、この方々を信じて任せましょう？」

　娘に対する母親のような口調だった。

　ルマキーナがうなずく。

「そう、ですね」
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　深殿が見えてきた。

　地上にあるのは、小さな小さな教会堂だ。

　その上空に建物が浮かんでいた。

　神話の時代に神が造った──と言われているらしい。このリフェリア王国よりも長い歴史を持つという。

　つまり、王都に深殿が造られたのではなく、深殿のある場所に王都が造られたのだ。

　そんな世界的な建築物に、ディアヴロは魔王を演じるためとはいえ、派手な攻撃魔術を何発も叩たたきこんだ。

　こうして訪ねるのは、なんだか気まずさを感じてしまう。

　ルマキーナは少し落ちついた様子だ。再会したときに比べれば、ずっと表情がやわらかかった。

　頃合いと見てレムが切り出す。

「……ルマキーナ、着いて早々で申し訳ないのですが……頼みがあるのです」

「なんでしょうか？」

「……王都に、シルヴィとホルンがいます」

「はい」

　彼女は両方と面識がある。

　とくにホルンは一緒に冒険した仲間で、魔術学院へ口利きしたのがルマキーナであり、今は後見人になっていた。

「……実は、わたしたちはリフェリア王と対立してしまいした。できるだけ早くシルヴィとホルンの安全を確保したほうがいいと思うのです」

「やはり……。その噂うわさ、聞き及んでいます」

　レムが申し訳なさそうに言う。

「……貴女の立場を悪くしてしまうかもしれません」

「なにを言います。皆様は私一人のために、教会そのものと対立してくださったではありませんか？」

「……そうですが」

「今の私はお飾りではなく大だい主しゆ神しん官かんです。国王陛下の命令があったとしても、ディアヴロ様たちを罪人として引き渡す気はありません」

「……ありがとうございます」

　ルマキーナが微笑む。

「レムさんには、すぐ安心してもらえると思いますよ」

「……え？」

　話している間に、馬車は深殿の真下へと到着する。

　ここは、もう選ばれた者しか入ってくることができない区画だった。

　ルマキーナに連れられ、ディアヴロたちは浮遊する板に乗り、上空に浮かんでいる深殿へと向かう。
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「ダンナー!?」

　大きな客間には、意外な人物が待っていた。

　二人のグラスウォーカー──ホルンとシルヴィだ。

「やあやあ、ディアヴロさん♪　レムちゃんとシェラちゃんも、無事に王都まで来られたようで、なによりだよー」

　ウサギ耳をひょこひょこ動かす。

　グラスウォーカーは何歳になっても子供の姿のまま変わらない。そういう種族だ。どちらも子供に見える。

　しかし、ホルンは本当に十三歳の子供だが、シルヴィは年齢不詳──

　わかっているのは、三十年前の大戦を経験しており、しかも、その頃にはもうベテラン冒険者だったということだ。

　最近、冒険者協会会長ギルドマスターからの引退をほのめかしているから、そういう年齢なのかもしれない。

　シルヴィはともかく、ホルンはレムとシェラの男装に戸惑っていたが……

　レムが目を見開く。

「ホルン!?　シルヴィ!?　どうして、ここへ……!?」

　ルマキーナが奥へと視線をうながす。

「彼女が連れてきてくださったのですよ」

　見れば、広い客間のソファーに、赤い髪の少女が座っていた。

　すくっと立ち上がる。

　彼女は相変わらずの完璧すぎる笑みを浮かべた。作り物めいた隙のない笑みを。

　シェラが名を呼ぶ。

「アリシアさん!?」

「はい、おひさしぶりですシェラ様。レム様も、そして──ディアヴロ様」

　レムが駆け寄る。

「……まさか、ここで再会するなんて」

「お報せできればよかったのですが、カリュティアでの戦いのあと、皆様の足取りを摑つかめなくなりまして」

「……そこまで追いかけていたのですか」

　アリシアは国家騎士というだけでなく、公爵家の令嬢として独自の情報網を持っていた。

「ディアヴロ様らしいです。コボルトなんかに肩入れするなんて」

「いい人たちだったんだよー」

　言い添えたのは、シェラだった。

　たしかに、悪い連中ではなかったと思う。

　客間の扉がノックされた。

　聖騎士トリアが応対し、扉を開ける。美味しそうな匂いが漂ってきた。

「ルマキーナ様、そして皆様……どうぞ、お掛けください。夕ゆう餉げを用意させました。積もる話もあると思いますが、どうぞお食事をしながらで」

　ありがたく頂くことにする。

　テーブルの上に数々の料理が並べられた。

　木の皿だ。

　前枢すう教きよう院いんたちの横領によって教会は財政破綻に陥っていた。それを建て直すため、銀の食器や高価な調度品は売ってしまったらしい。

　今は大だい主しゆ神しん官かんでさえも市し井せいの人々と同じように、木の皿を使っているという。

　料理は、薄いスープに豆が数粒。

　蒸し鶏に、果物のソースをかけたもの。

　白身魚の塩焼き、マスタード添え。

　黒パン。

　キノコのアヒージョ……といったところだった。

　質素ではあるが、手間と技術で美味しい料理に仕上げてある。意外と薄味ではなかった。塩味が効いている。

　ディアヴロたちは長旅で、しばらく保存食ばかりだったこともあり、とても美味しく食べられた。

　蒸し鶏にたっぷりソースをつけ、レムが口に運ぶ。じっくりと味を堪能してから、話を戻した。

「……アリシアが、シルヴィたちをここへ？」

「差し出がましいとは思いましたが」

「けっこー危なかったんだよー？」

　緊張感のない様子で、シルヴィが語った。





幕間




　リフェリア暦一六五年二月二四日──

　十一万の王国軍は、ゲルメド帝国軍四万を迎え撃った。

　場所は、王都セヴンウォールと東の城塞都市ケンストーンの中間にあるグルタリア平原である。

　ここは三百年ほど前は、幾度も合戦のあった場所で、古戦場として知られていた。

　朽ちた武具や骸骨が、あちこちに転がってる。

　割れた頭蓋骨にある空洞の双そう眸ぼうが、まるで次に隣へ並ぶ骸を招いているかのようだった。

　薄気味悪さに、歴戦の古参兵ですら無口になる場所だ。

　この場にディアヴロがいたなら、違った感想を述べただろうが──

〝ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにもあったな、古戦場。期間限定のランキングイベントが開催されて……パーティー全体の戦果で競うから、単ソ独ロプレイヤーには厳しくてなぁ……まぁ、勝ったけど〟




　最初に戦端を開いたのは、リフェリア王国軍だった。




「放てッ!!」

　指揮官の命令と同時に、大型召喚獣たちが咆ほう吼こうをあげる。

　サラマンダーの上位種となるゴアサラマンダーや、レッドヒドラや、デビルアイなど。

　レベル60を越える召喚獣のなかでも、とくに火力の高い種による砲撃である。重装歩兵ですら燃やし尽くす一斉射だった。

　ところが、ゲルメド帝国の兵士たちは、大盾を構え、炎の中を前進してくる。

　リフェリア王国軍の魔術師たちは驚きよう愕がくした。

「なんということだ!!」

「突撃！」

　ゲルメド帝国軍が駆けてくる。

「うおおおおおお！」

「押し負けるな！」

　リフェリア王国軍側も、前線の部隊長が兵たちに大声で命じた。

　装備の差は予想外に大きかった。

　帝国兵は魔導器──敵に触れただけで引き裂く槍やりや、受けた攻撃を無効化する盾を持っている。

　リフェリア王国にもそうした武具はあるが、極めて貴重品だった。少数の特別な者だけが手にしているにすぎない。

　装備の差が、はっきりと戦局に表れた。

　リフェリア王国軍の本陣に次々と凶報がもたらされる。

「陛下！　お味方、総崩れにございます！」

「馬鹿な……」

　こうも圧倒されるとは。

　リフェリア王──ダルーシュ・サンドロスは、ぐにゃりと視界が歪ゆがむような気分を味わった。

　椅子に座っていなければ、その場で崩れ落ちたかもしれない。

「ううぅ……誰か！　誰か！　押し返せ！　帝国の将の一人でも討ち取って、この戦況を一転させるような……そんな英雄はいないのか!?」

　ダルーシュが幕僚たちを見回す。

　彼らは目を合わせないよう、視線を落とした。

「ううぅ……」

　将官の一人に詰め寄る。

「何故だ、答えよ！　リフェリア王国は魔王と幾度も戦ってきた！　帝国は強いかもしれぬが、魔族ほどではあるまい!?」

「……愚考いたしますに……魔族は少数で行動します。隊列も組まない。比べて、帝国軍は練度も高く」

「我が兵は烏う合ごうの衆か!?」

「ゆ、勇者ならば、あるいは……」

　苦し紛れの言葉に、ダルーシュはハッとなる。

「そうだ！　勇者アレン！　王宮騎士団はどうした!?　ノアは!?」

「ギブン公は王宮騎士団を連れ、すでに前線へ」

「なに……？」

「敵軍には魔導機兵マギマテイツクソルがあり、あれは通常の武具では傷一つ付けられません。障壁を貫通できる武具を持った者が戦わねば、一方的に蹂じゆう躙りんされるばかり。そこで、ギブン公が初手から王宮騎士団を当てる、と」

「……たしかに、そんなようなことを言っておったが」

「陛下の御採択された作戦の通りです」

　幕僚たちが、なんとも言えない顔をした。

　長々と時間をかけた軍議は何だったのか？

　掛け声ばかりで、実際の戦略は何も理解していない──ダルーシュは自身がお飾りであることを自覚している王だった。

　平時はいいが、戦時は頼りないばかりだ。

　ダルーシュがうつむく。

「では……切り札を投入して、すでに、これなのか？　リフェリア王国とは、それほど弱かったのか？」

　倍以上の数の兵を揃そろえながら、圧倒されてしまうとは。

　幕僚たちが顔を見合わせる。

　もう悠長に傷しよう心しんに浸っている場合ではなかった。

　前線は崩れた。

　戦況を覆せる駒はない。

　となれば、撤退せねばならなかった。

　逃げ遅れれば本陣まで敵兵が攻め寄せてくる。今にも、帝国兵が突撃してくるのではないか、と背筋が震えた。

　しかし、戦の音は遠いままだ。

「……どうなっている？」

　誰かのつぶやきに、別の幕僚が薄笑いを浮かべる。

「さ、さすがに、帝国兵も疲弊したのではないか？　なにせ、こちらは相手の倍以上なのだ」

「王国の兵たちが持ちこたえているのか。よし！　数の利を活かして半包囲すれば、まだ戦況を覆せるやも」

「すぐに、戦力の再配置を！」

　にわかに活気づいた幕僚たちの声に、悲鳴が重なった。

　聞いたことのない重い金属音も。

「何事か!?」

　ダルーシュが叫んだ。

　直後──

　本陣を囲む重装歩兵たちが、枯れ葉のごとく吹き散らされる。

「ごはぁ!?」

　人混みの向こうに現れたのは、巨大な鋼はがねの鎧よろいだった。

　黄色く塗られた外がい殻かく。

　剣を両手に持っていた。

　子供のような甲高い声が響き渡る。

『アハハ！　王様、見ぃつけたぁ』

　魔導機兵マギマテイツクソルの操縦士トゥアハ──兵団のエースと謳うたわれるラミアの少女だった。

　護衛の騎士たちが、リフェリア王の前に出る。

「陛下に近づけるものか！」

　槍やりを構えた。

　黄色い魔導機兵マギマテイツクソルが両手の剣を交差させる。

『無駄無駄！　ボクのエルレノスは、そんなものじゃ止められないよ。チェックメイトだね♪』

　巨大な剣が振られた。

　護衛たちの鮮血が舞い散る。

　ダルーシュは絶叫した。




「貴様、無礼であるぞッ!!　余はリフェリア王！　人ひと族ぞくを総べる王であるッッッ！」




『あ、そ』

　トゥアハは逡しゆん巡じゆんなく、脳内で剣を振り落とすイメージを作る。

　彼女の肉体の髄に絡み、脳にまで達している極細の端末が、そのイメージを神経パルスよりも速く機体に伝達した。

　魔導の鎧が、瞬時に、忠実に、正確に、操縦者の意を実行する。

　ダルーシュの両肩へと、巨大な二振りの剣を──

　叩たたきこむ。

　あまりにも一瞬で……

　リフェリアの王冠は、地に落ちた。

　真っ赤な血が大地を濡ぬらす。

　ダルーシュ・サンドロスは肉片と化した。

　黄色の魔導機兵マギマテイツクソルエルレノスが、血に濡れた剣を払う。

『おーしまい♪』

「う……ううぅ……」

　周囲で見ていることしかできなかった幕僚たちに、血が降りかかった。

　彼らにトゥアハが視線を向ける。

『そういや、王様の他はどうすんだっけ？　えっと……あーあー、アイラ？　こっちは終わったんだけど、どうしたらいい？』

　ザリザリとしたノイズが漏れ聞こえた。

　誰かと話しているようだ。

　受け答えをするトゥアハの声は、はっきりと聞こえた。

『えっ、サヤが危ないの!?　んもう、なにやってんだか～。わかったよ、すぐそっち戻るね！』

　周りの幕僚たちを無視して、魔導機兵マギマテイツクソルが背を向ける。

　国王の仇あだ討うちに燃える士官が立ち向かうが……

「おのれえッ！」

『ジャマなんだよ！』

　あっさりと返り討ちにされた。

　去って行く魔導機兵マギマテイツクソルの背を見送り、幕僚の一人が膝から崩れ落ちる。

　剣が手からこぼれた。

「おしまいだ……リフェリア王国は……もう……おしまい……」

　肉片と化した国王。

　精鋭の重装歩兵が並んでいようとも、野を行くがごとく突き進む帝国の魔導機兵マギマテイツクソル。

　幕僚は嗚お咽えつまじりにつぶやく。

「うっ……ううぅ……魔王軍と戦ったときでさえ、こうも一方的では……」





†






　リフェリア王国軍は守るべき主を失い、潰かい走そう状じよう態たいとなった。

　ゲルメド帝国軍は追撃を開始する。

　戦場は阿あ鼻び叫きよう喚かんの坩堝るつぼと化していた。

　そんな場所から、悠々と離脱する一団がある。

　地竜が引く馬車──竜車であり、大型の箱馬車にもかかわらず、伝令の騎兵よりも速い。

　御者台で地竜の手綱を握っているのは、七三分けで黒ぶち眼鏡の大男だった。顔つきは生真面目な研究者といった雰囲気だが、身体は筋肉の塊だ。

　王宮騎士団長マキシマム・エイブラムスである。

「ノア様、国王は死にましたな」

　彼の隣には、中性的な顔立ちの美形が座っていた。将官としても重要な地位にあるノア・ギブン公爵である。

　肩をすくめた。

「そのようだな……ただでさえ劣勢だったリフェリア軍が、急激に意気を落とした」

　国王崩御の報が兵たちに広まったせいだろう。

　箱馬車の客室に繫つながる窓から、少年が顔を出した。白金の髪をトゲトゲと逆立てたドワーフだ。

　今こん代だいの勇者アレンだった。

「よかったのかよ？　俺たちは国王を守るのが役目じゃなかったのか？　俺はまだ戦えたぜ？」

　その横から、今度は茶髪の女性が顔を出す。額から頰まで痣あざがあった。

　混魔族デイーマンの少女で、魔銃マギガンを肩に掛けている。

「馬鹿ねー、ノア様のなされることに間違いがあるわけないでしょう？　アレンじゃあるまいし！」

　彼女の後ろ──箱馬車の客室で、座席に腕組みして座っている者がいる。真っ赤なロングコートを着て漆黒の長剣を提げたエルフの男だった。

　不死身のタナトスである。

「……だとしても、説明は欲しいところだな。団長は納得しているようだが、俺は負けてもいないのに逃げるのは、望むところではない」

　その向かい側の席に、子供──のように見えるグラスウォーカーの少女が腰掛けていた。足をぷらぷらと振る。

「ほほう？　タナトス君は命令変更の理由に納得できなければ、ノア様に逆らっちゃうワケかー。やるねー。さすがは反はん骨こつの男だねー。カッコイイー」

「チッ……そうは言っていない」

「なら、理由を聞く必要はないんじゃナイ？」

「前まえ口こう上じようが変わる！　立場や目的をよく理解していないと、微妙にズレたことを言ってしまったり、曖昧で汎用的な言い回しになったり。そんな台詞で魂が燃えるのか？」

「いやぁ……魂とか燃やしたことないカナ……」

　アレンが拳を握った。

「そう！　そうなんだよ、さすがタナトスだぜ！　やっぱり、なんも知らないと気合が入らないじゃん!?」

　さらに後ろの席にいる豹ひよう人じん族ぞくの女性が、呆あきれたような声でツッコミを入れる。

「……アレンが戦闘に際して〝気合が入らない〟などという姿は、見たことがないのですが？　むしろ、止めても戦おうとするではありませんか」

「ハッハッハッ！　褒めるなって！　照れるだろー」

　アレンがにやけて顔を赤くした。

　グラスウォーカーの少女が指差す。

「バカだ。バカがいるゾ」

　御者台に戻って──

　マキシマム・エイブラムスは気難しそうに眉間を寄せた。

「彼らの言葉にも一理あります。立場を理解していないと、アレンの場合は、余計な相手に喧けん嘩かを売りそうだ」

　ノアが苦笑する。

「なるほど、それは困るな……なかなか状況は複雑だ。命令の急転に、戸惑うのも無理はない」

「予定通りではない、ということですか？」

「そうだな……そろそろ話しておくべきか。目的地までは、地竜の足でも数日はかかるだろうしな」

　ノアが前髪をかきあげた。

　マキシマムは視線を前に向けたまま、相手の言葉を待つ。

「お願いします」

「──とある理由で、私はリフェリア王国よりも進んだ文明の知識を持っている」

「はい」

「これを私は《天与ギフト》と呼んでいる。高次の知識を使って、私は公爵の地位に登り詰め、リフェリア王国の実権を手にした……将来的には、王族となることも可能だったかもしれない」

「そうなると思っていました」

「だが、ここまで来て、やっとわかったことがある。私は無力だ」

　マキシマムが首をかしげる。

「リフェリア王に匹敵する権力を持ち、私たち王宮騎士団を率いて、なお無力であると？　それは、例えば帝国の魔導機兵マギマテイツクソルのようなものと比べて──ということでしょうか？」

「いや……アレは予想外だったが……キッカケにすぎない」

「それでは？」

　ノアは自嘲気味に笑った。

「人の集まりとは度どし難がたいものだ。絶対君主たる王ですら、国を自由にはできない。例えば、税制を変えるには貴族たちの賛同が必要だ。司法制度も、教育制度も、貨幣制度も、身分も、物流も、医療も、軍隊の編成も！　幾重もの既得権益に守られた貴族や教会が邪魔をする」

「王といえど……」

「いろいろと試したがな……」

「教会の乗っ取りは、成功しつつありました」

「枢すう教きよう院いんの連中が私欲に走りすぎた。もっと早く手を打っておくべきだったが……まさか、大だい主しゆ神しん官かんが生きて戻るとは」

「結果としては、よかったのではありませんか？　今代の大主神官は清せい廉れん潔けつ白ぱくな人物で、奇跡の力も優れています」

「おかげで、教会の体制は強固になり、手出しができなくなった。長い目で見れば、改革が五十年は遅れることになる」

「……難しいものですな」

「いずれにしても、封建制度は上からは変えられない──と気付いた。外からか、下からだ。そこで、私は民衆に力を与えようとした」

「なるほど」

「しかし、この世界には魔術がある。訓練を積んでいない一般人と、高レベルの軍人とでは戦闘力に差がありすぎる」

「当然ですな。自分ならば、町一つを相手にしても負ける気はしません」

　マキシマムの冷静な分析に、ノアがうなずく。

「ああ……」

「一つ疑問なのですが──国の制度とは変えなくてはならないものでしょうか？」

「他を知らなければ、今が当然で正常で普通だと感じるのだろうな……差別も貧困も、酷いものだ。一部の貴族だけが優雅に暮らし、貧民は野犬のように死んでいく。許せるものじゃない」

「公爵は貴族の出身かと」

　ノアが薄く笑う。

「……もう秘密にする理由もないか……実は私は平民の生まれだ。知識を使って商人として財を築いた。そして、貧乏な地方貴族から、病死した長男の立場を買ったのさ。ろくに外へ出たこともなかった男に成り代わった」

　リフェリア王国では地位の売買を禁止している。養子であっても平民は貴族になれない。まして名を騙かたるなど、紛う事なき犯罪行為であった。

　裁くべき王は、もういないが。

　マキシマムが前を見たまま平へい坦たんな声で言う。

「驚きました」

「そうは見えないが？」

「正直、薄々は……公爵は、ご両親に似ておりませんから」

「ふふ……ならば、これを聞いたら驚くぞ──私の本当の父親は野盗で、地方騎士に撲殺された。母親は娼しよう婦ふで病気で野垂れ死にだ。赤子の私には、彼らを救う手段がなかった」

　マキシマムが目を見開く。

「ご冗談……ではなさそうですな」

　その反応に満足げに唇を歪ゆがめると、ノアは話を進める。

「私は思った──権力を得て、この国を変えようと……しかし、たとえ国王になろうとも、それは不可能だと悟ったよ」

「……」

「上からの改革も、下からの革命も無理なら、外からだ──貴族どもが軍隊を失うほどの敵が襲来すれば、がんじがらめの国家体制を変える風穴になるかもしれない」

　ハッ！　とマキシマムは気付く。

「大魔王!?」

「さすがの私でも、アレの復活までは自由にならないが……ただ、陛下に王都の防備を優先するように促した」

「西へ援軍を送らないことに、違和感はありましたが……そうした魂胆でしたか」

　大魔王モディナラームが攻めてきた頃から、すでに国家転覆──あるいは、それに近い状況を望んでいたということか。

　けれども、企み通りにはならなかった。

「よもや、ファルトラ市で撃破されるとはな」

「ディアヴロですか」

　ノアが顔をしかめた。

「ヤツは何を考えている!?　あれだけの力がありながら、まるっきり無軌道だ。大だい主しゆ神しん官かんに恩を売ったかと思えば、グリーンウッドなどという小国に収まり。それが目的かと思えば、ファルトラ市を守ったり」

「先日は、コボルトのためにカリュティア領主軍と交戦した……との報告が。ゲイバルトが重傷を」

「理解不可能だ！」

「けれども、強い。危険な人物です」

「それは先日の謁見で、充分にわかった。迂う闊かつに手出しはできないし、従えるのも不可能だろう。対話ができる手合いとは思えなかった」

「私たちのようにはいきませんか」

　王宮騎士団を結成して、まだ一年も経っていないのに、もう懐かしい。

　ノアが遠い目をした。

「国家騎士は貴族の子息が大半で、いざとなれば貴族側だ。故ゆえに陛下を唆そそのかして、その権限を取り上げ、王宮騎士団を編成した……亜人ということで冷遇されていたお前たちを集めて伝説級の武具を与えてな」

「はい……まぁ、冷遇されていたのは、種族のせいばかりではありませんが」

　アレンは戦闘狂だし、タナトスは言動が奇矯だ。

　他の者たちも同じように、集団行動には馴な染じまない性格ばかり。

　ノアが集め、率いているからこそ、こうして一緒になっている──とマキシマムは理解していた。

　そのノアが笑みを浮かべる。

「昔から、私は運がいいんだよ……両親が死んだときには、商人が拾ってくれた。商売が成功したところで、貧乏貴族が客になり、ちょうどよく同い年くらいの長男が病死した。今回は──改革に手詰まりとなっていたところで、帝国の侵略だ」

「敗戦は計算の内ですか？」

「言っただろう？　上からも下からも変えられないのなら、外からだ」

「左様ですな……しかし、よいのですか？　ゲルメド帝は占領国の民を奴隷にするような者です」

　差別や貧困をなくそうというノアの思想と、相容れるとは思えなかった。

　彼がうなずく。

「当然、放ってはおけない」

　すでに考えが固まっている様子だった。

　この人は、自分よりも遠くまで見えているのだな──とマキシマムは納得する。

「どこまでも、ついていきます。貴方の剣となって」

「ふふ……頼もしいな。そうそう、ここまで話したついでに、もうひとつ打ち明けておこうか」

「なんでしょうか？」

　ノアが白色のマントを外す。

　軍服の前を開いた。

「本当の私は、潔白でも、公爵でも……男でもないんだ」

　その胸元には、たしかにふくらみがある。

「……!?」

　マキシマムは驚きよう愕がくのあまり横を凝視しすぎて、あやうく竜車を道から落とすところだった。

　客室で、黙って話を聞いていた者のうち、混魔族デイーマンの少女が悲鳴をあげる。

「うそぉぉぉぉぉ!?」

「マジかよ、タマは!?　タマは!?」

　股間に手を伸ばそうとしたアレンが、豹ひよう人じん族ぞくの女性にひっぱたかれた。

　ノアはお腹を抱えて笑う。




　王宮騎士団を乗せた竜車は、西へと向かうのだった。
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第四章　王都炎上




　数日が過ぎた──

　夜、ディアヴロはベッドに横になる。

　深しん殿でんで用意されたのは一人部屋だった。夫婦であろうと、教会堂では男女が共に寝ることを許していない。

　──そりゃそうだ。

　納得しかない規則なので不満はなかった。

　深殿の暮らしは質素倹約そのもので、部屋には蠟ろう燭そくも燭しよく台だいもないため、日が落ちると月明かりだけが頼りだ。

　窓の近く以外は、真っ暗だった。

　目を閉じても開けても真っ黒な天井を見つめていると、目を開けているのに閉じているような錯覚を感じる。

「……」

　当初の予定では、シルヴィとホルンと合流して、すぐファルトラ市へ向かうつもりだったのだが。

　東の城塞都市ケンストーンが、ゲルメド帝国により陥落したと聞いた。

　──リフェリア王国の主要都市が？

　そんなイベントは、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリになかった。ゲルメド帝国はＳＬＧガールズアームズの国だし。

　とはいえ、ここはゲームの中ではなく、異世界でも現実である。

　国があれば、戦争が起きても不思議はなかった。

　リフェリア王国が勝てば問題ない。

　全て元通りだ。

　ディアヴロたちは、お尋ね者として逃げることになるが、王都は無事だろう。

　しかし、負けたら？

　ルマキーナや、この王都で暮らす者たちを放っておいていいのだろうか？

　世話になった神官リリタナが、戦争が落ちつくまでは王都に残ると言い出した。魔術学院には、ホルン以外にも知り合いがいる。

　アリシアも王都から離れる気はないようだ。国家騎士の役目があるし、彼女は公爵家令嬢である。




　──なにより、俺はリフェリア王国軍が負けると思っている。




　ＳＬＧガールズアームズには魔導機兵マギマテイツクソルが登場する。

　ロゼの背後から出現するのは、巨大な腕と武器だけだが、アレと似た設定によるものだ。

　ゲームでは、その魔導機兵マギマテイツクソルを最大で十二機──装備を選択し、編成して、出撃させる。

　戦闘画面になったら、時間経過で増える《コスト》を消費して、マップに魔導機兵マギマテイツクソルを配置していく。

　マップによって出撃できる機体数に制限があるわけだが……

　おそらく、この異世界では、そんなものはないだろう。下手をすると、うじゃうじゃと何体もの魔導機兵マギマテイツクソルが攻めてくる可能性もあった。

　リフェリア王国には王宮騎士団がいる。

　彼らは強い。

　しかし、勝負にならないだろう。

　──ファンタジー世界観の騎士が、ＳＦ世界観のロボットに勝てるわけないよなぁ。

　自分の場合は？

　例えば、ロゼと戦うことを想像すると……

　彼女は機動力が低いし、近接武器しか持っていないから、どうにかなるはず。

　けれども、ガールズアームズの魔導機兵マギマテイツクソルたちは射撃武器を装備させれば、遠距離型にできる。

　遠近は半々くらいで編成するのが定番セオリーだった。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリで考えると、元素魔術師は魔銃使いマギガンナーと相性が悪い。

　要するに、ディアヴロは魔導機兵マギマテイツクソル（遠距離型）と相性が悪いということだ。

「うへえ……戦いたくないなぁ」

　しかも、相手は有人機だ。

　中に操縦者が乗っているわけで。




　──どこの誰だろうと、人と殺し合いなんか、やりたくないっての。




　面倒や困難に率先して立ち向かう性格なら、元世界でヒキコモリのゲーマーなんかになっていない。

　ディアヴロは思索を打ち切った。

　今、あれこれ考えても仕方がない。

　すっかり健康的な生活に馴な染じんだ身体は、日没と同時に眠くなるのだった。




　ドンドン！




　扉を叩たたく音に起こされる。

　ディアヴロは目を見開いた。窓から、うっすらと光が入ってきている。空は白んでいるが、まだ夜明け前だ。

「どうした!?」

　扉に向かって声をあげた。

　向こう側から、レムの声が返ってくる。

「ディアヴロ！　リフェリア王が……ッ!!」

「なに!?」

　言いながらベッドを降り、扉を引き開けた。

　レムが珍しく狼ろう狽ばいしている。

「リ、リフェリア王が討たれて！　軍が敗走してきていると！」

「……そうか」

　予想していたぶん、衝撃は少なかった。

　いきなり王が討たれてしまったのは、想定していた中でも酷いほうだったが。

「わたしたち、どうしたら……!?」

「リフェリア王国はどうする気だろうな？」

　軍が降伏するなら、自分が抗戦を主張しても意味がない。

「……王都の守備隊は防衛戦の構えです。すでに城壁の上に大勢の兵が」

「ふむ」

　深殿は高所にある。

　窓から目を凝らせば、薄もやのなかで無数の松明が動いているのが見えた。城壁の上に兵が並んでいく。

　降伏するならば、地面に降りるだろう。戦う気だ。

　ディアヴロは問う。

「民衆の避難は進んでいるのか？」

「……わかりません」

　考えてみれば、レムも自分と同じ立場だ。ファルトラ市の冒険者でしかない。詳しい情報が届けられているわけがなかった。

　ディアヴロは窓から離れ、扉へと向かう。

「まずは、ルマキーナに状況を聞く」

「はい！」
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　深殿の最深部。

《火の祈りの間》には、さわやかな香が漂っていた。

　こんなときに香こう遊あそび──ではなく、これは心を落ち着ける効能があるハーブの香りだ。緊急時だからこそ冷静に判断できるように、という配慮だろう。

　部屋の中央に巨大な机が置かれ、そこに王都と周辺を記した地図が広げられている。

　奥の椅子に、ルマキーナが腰掛けていた。

　話し合っていたらしいトリアたち聖騎士が、一礼して部屋から出て行く。入れ替わるように、部屋へ入った。

　もうディアヴロは普段と変わらない格好をしている。

　ただし、武器は前の戦いで砕かれてしまったために持っていなかった。

　レムはまだ青年の格好をしている。

　彼女とシェラの服は、幸運にも馬車ごと回収できたのだが……

　ヘソだの谷間だのが見える服は、深殿に相応しくない──と聖騎士トリアに苦言を呈され、今も男装を続けているのだった。

　レムが問う。

「……すみません。お邪魔してしまいましたか？」
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「いいえ、ちょうど相談が終わったところです」

　ルマキーナが硬い表情で応じた。

「……状況を教えていただいても？」

　もちろんです──と彼女は椅子から立ち上がり、大きな地図の東方を指差す。

「東から、帝国軍が追撃してきています」

「……もう来たのですか」

「彼らは疲れ知らずですね。かなり無茶な遠征計画だと思ったのですが」

「……それも魔導で？」

「わかりません。帝国軍に追われる形で、リフェリア王国軍が逃げてきています。今、東側の門から王都に入れているところですね」

「……王都の住民の避難は？」

　今度は、ルマキーナが西側を指差す。

「第六地区から第十一地区までの門を開けたようです。希望者は王都から避難を……しかし、どうでしょうか？　もうゲルメド帝国軍が迫っています。護衛もなしに逃げ切れるかどうか」

「……難しいでしょうね」

　帝国の別働隊が、街道を封鎖している可能性は高かった。それを撃破するだけの余力が、王国軍にあるはずもない。

　ディアヴロは問う。

「教会はどうする気だ？」

「少なくとも私は残ります。王都の信者たちを残して、自分だけ逃げるわけにはいきませんから」

「フンッ……貴様らしいな」

「ディアヴロ様こそ、お優しいです。こうして残って下さって」

　ルマキーナが見つめてくる。無限の信頼を絵にして額に入れたような眼差しだった。

　──や、やめてくれ。

　ディアヴロは内心で頭を抱えていた。

　逃げないとマズイと思いつつ、〝魔王が一目散に逃げるなんて格好悪い〟という理由で残っていただけだ。

　戦争なんて嫌だし、帝国軍から王都を守れるとも思えなかった。

　レムまでがうなずく。

「……ディアヴロならば、この状況でも何とかしてくれる、と……わたしも思ってしまいます」

　──ひぇ。

「フッ……我は魔王だぞ？　救いを求める相手を間違えているのではないか？」

　言ってみたものの、彼女たちの眼差しは変わらなかった。

　ルマキーナが隣室への扉を指し示す。

「シェラさんたち、もう集まっています」

「はい」

　レムがそちらへ向かった。

　ディアヴロも歩き出そうとして、ルマキーナに呼び止められる。

「お待ちを」

「む？」

「先日、王都魔術師協会から、気になる物品の話を聞きまして……」

「それは、我に関わる物なのか？」

「確証はないのですが、お役に立つかもしれない──と取り寄せてみました」

　彼女が呼ぶと、また別の部屋から人が入ってくる。
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　木箱を載せた台車を押して入ってきたのは──

　見覚えのある少女だった。

「おひさしぶりです。その節は、ありがとうございました」

　艶やかな黒髪の人間ヒユーマンで、魔術学院の制服を着ている。

　たしか、ホルンの先輩で……

「王都魔術学院、高等部三年のアンジュレンと申します。今日は学院長の使いで、大だい主しゆ神しん官かん様にお渡しする品をお持ちしました」

　木箱の中にあるのが、ディアヴロに関係する物品らしい。

　ルマキーナがうながすと、アンジュレンが木箱の鍵を開ける。

「これは、しばらく前に、ある聖騎士から王都魔術師協会が買い取ったものなのですが」

　ディアヴロは首をかしげた。

「聖騎士だと？」

「大主神官様が、本来の持ち主をご存知なので、お返ししたほうがよい──とおっしゃいまして」

　木箱の蓋が開かれる。

　ディアヴロは我が目を疑った。

　黒い魔ま杖じよう。




「《天てん魔まの杖つえ》ではないか!?」




　ルマキーナが表情をやわらげる。

「ああ、やっぱり、ディアヴロ様の持ち物で間違いありませんよね？」

　ディアヴロは手を伸ばした。

　握りしめる。

　その重さ。

　伝わってくる魔力の高揚感。

　そういえば、ルマキーナを連れて《魔王の迷宮》に挑んだとき、この魔杖は水路で落としてしまったのだった。

　聖騎士ゲイバルトの襲撃により、水路に滑かつ落らくしたホルンを追いかけたときに……

「そうか。ヤツが拾って、売り払ったというわけか」

　金のために大主神官の命さえ狙う男だ。《天魔の杖》のレアリティを考えたら、拾えるなら拾うだろう。

　姑こ息そくな真似を──と思うが、おかげで巡り巡ってディアヴロの手に戻ってきたのだ。

　ＥＸ級の魔杖《天魔の杖》──

　効果はＩＮＴ魔力の大幅な上昇と詠唱チヤージ時間の短縮。

　地味だが〝慣れは一番の機能〟という言葉もある。

　ディアヴロにとって、最も手に馴な染じんだ武器が返ってきたのは、ありがたかった。

　自然と笑みがこぼれる。

「フッ……クックックッ……」

　アンジュレンが不安げな顔をして、ルマキーナに耳打ちした。

「あ、あの……これ、本当に渡してよかったんですよね？　……私、また騙だまされていませんよね？」

「うふふ……もちろん、貴女は正しい行いをしました」

　苦笑するルマキーナだった。

　何をしているのか、と隣の部屋からレムが顔を出す。

「あ、それは！　杖つえが戻ってきたのですか、ディアヴロ!?」

「うむ！」

「……似合っていますよ」

　シェラや他の者たちも、《火の祈りの間》にやってきた。

「わあ！　懐かしいー。やっぱり、ディアヴロはその杖を持ってるのが一番いいね！」

「フッ……」

　レムとシェラにこの異世界に召喚されたとき、この《天魔の杖》を装備していたのだった。

　ホルンやシルヴィも同じように言う。

　アリシアやリリタナは後ろで控えていた。

　女性に装備を褒められたら、少しくらいは調子に乗ってしまうものではないだろうか？

「クックックッ……ゲルメド帝国など、我が殲せん滅めつしてくれる！」

　魔ま杖じようをビシッと構えた。




　ズドン！　と爆発音がして、深殿が揺れる。




　──何が起きたのか!?

　しばらくして、血相を変えた信者の一人が部屋に駆けこんできた。

「お、王城で、爆発がッ！　し、城が燃えています！」

　レムやシェラが泣きそうな顔で、こちらを見る。

「ディアヴロー!?」

「お、俺ではない！」
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　深殿の最上階──

　展望室の窓から、王城を見る。

　燃えていた。

　王城グランディオスから真っ赤な炎があがり、黒々とした煙が広がっている。

　窓に両手をついて、アリシアが食い入るように見つめていた。

「あ……ああ……」

　過去のことはどうあれ、今の彼女は国家騎士だ。国を守る立場だ。さぞやショックを受けているだろう。

　いろいろあって以前は人類滅亡を望み、魔王復活を企てたアリシアだが、今は心を入れ替えて……

　──あれ、改心したっけ？

　ディアヴロは彼女の隣に立った。

「アリシアよ、気をしっかり……うっ!?」

　その表情は恍こう惚こつとして、瞳はキラキラと輝き、唇の端からは涎よだれが落ちそうなほど蕩とろけている。

「はぁ……はぁ……はぁ……あああぁ……王城が……燃えて……はぁ……はぁ……」

「大丈夫なのか？」

「いいえ、いいえ、きっと大丈夫ではありません。きっとリフェリア王国は、おしま……おし……おしまいですわ♥」

　言っていることと口調が、まったく合っていない気がした。

「いや……貴様は大丈夫なのか？」

「え？　どうでしょう？　さっきから、興奮してしまって……手が震えて……」

「うむ」

「心臓がドキドキして……」

「そうか」

「絶頂が止まりません」

「ダメそうだな。おい、レム──こいつを奥で休ませろ」

　表情を引きつらせた彼女がうなずく。

　アリシアの肩に手を置いた。

「……いつまでも、そんなものを見ていては、貴女のことが心配です。さあ、アリシア、少し休みましょう」

「うひひひ……レム様、シェラ様、見てください！　城が燃えていますよ！　なんて綺き麗れいな松明でしょうか！」
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「……本当に、ちょっと休みましょうね？」

　レムが強引に引きずっていく。

　ホルンも手伝った。

「アリシアさん、どうしちゃったんすか!?　おかしいっすよ!?　おかしいっすよ!?」

　見送って、アンジュレンが不安そうな顔をする。

「あの方……国家騎士……ですよね？」

「人には、いろいろな面があるのですよ」

　リリタナが神の教えを説くかのような口調で言った。

　この清らかで真面目そうな女性に、実は脱衣癖があると思うと、なんとも説得力のある言葉だ。

　大だい主しゆ神しん官かんルマキーナのところへ、聖騎士トリアが報告を持ってきた。

「申し上げます！　王城で、抗戦派と降伏派が、武力衝突しているとのことです！」

「えっ、それでは……あれはゲルメド帝国の攻撃ではないのですか？」

「降伏派が、抗戦派に対して召喚獣を使った──という情報が」

　戦いたくないと主張する者が、味方を王城ごと焼いてしまうとは──なんとも末期的な話だった。

　シェラがディアヴロの腕にしがみついてくる。

　小さく震えていた。

「どうしよう、ディアヴロ……恐い」

「貴様はルマキーナと一緒にいろ。戦況がどうなろうと、この深殿には誰も近づけたりはしない」

「う、うん」

　戦争に参加したくはないが、守る場所を絞れば、ある程度は動ける。

　トリアがうなずいた。

「ルマキーナ様、どうぞ奥の間へとお戻りください。敵軍には飛行するタイプもいるという情報が入っています。ここは危険です」

「わかりました」

「聖騎士や戦える信者たち──教会兵で、第十二地区をお守まもりするつもりです。私は北門へ」

「帝国軍が来るのですか？」

「すでに第三地区の東門は交戦中とのこと。時間の問題でしょう」

「そうですか……どうか、皆様にご武運を」

　ルマキーナが祈る。

　それだけで、トリアの身体を白い光が包みこんだ。魔力の流れが見えない者には、わからないだろうが。

　おそらく、神官の《光の加護》だ。ダメージを軽減して、攻撃力を高める。

　相変わらず桁違いな奇跡の力だった。

　──魔導機兵マギマテイツクソルが相手では、焼け石に水かもしれんがな。

　ディアヴロは魔ま杖じようを握りしめる。




「俺も出る」




　ルマキーナが両手を胸の前で合わせた。

「ありがとうございます、ディアヴロ様……どうか、私たちをお救いください」

「何度も言わせるな。我が拠点に攻めてきた者どもを蹴散らすだけのこと。貴様らを助けるためではない」

　照れ隠しの言葉だったが、今さらか。

　トリアが頭を下げた。

「感謝いたします。教会兵は第十二地区を防衛戦として布陣しています。ディアヴロ様には遊撃をお願いいたします」

　戦況を自分で判断して、崩れそうなところを守れ──ということか。

「よかろう」

　シルヴィが壁際で手を振った。

「期待してるよ♪」

「ここは、任せたぞ？」

「もちろん」

　そんな事態にはさせないつもりだが……

　本当にいざとなったら、ルマキーナとシェラだけでも逃がさねばならない。二人は教会とグリーンウッド王国を背負っている。

　ディアヴロが自分の次に信用できる実力者は、シルヴィだった。

　攻撃力だけならシェラは充分に成長しているし、怪しげな力に頼ればレムも相当なものだが……

　今回は、戦争だ。

　人ひと族ぞくが相手だ。

　敵が悪党というわけでもない。

　──本当は戦いたくないし、戦ってほしくもないんだよな。

　ぐっ、と手を握られた。

　ディアヴロ！　と名を呼ばれる。

　シェラだ。

「ぜったいに……帰ってきて……ぜったいぜったいぜったいぜったいぜったいに！」

　涙ぐんでいた。

　ディアヴロは唇の端を歪ゆがめる。

「下らぬ心配をするな、シェラよ！　我が名はディアヴロ、異世界の魔王であるぞ！」

　渾こん身しんの魔王ロールプレイだった。
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　深殿の窓から外へと出る。飛翔魔術だ。

　意外なほど静かだった。

　王都は広すぎて、もう第三地区の門では交戦中とのことだったが、遠くから聞こえてくるばかりで、緊迫感はない。

「このまま……帰ってくれるといいんだけどなぁ」

　残念ながら、その願いは天に通じなかった。

　だんだんと雄叫びが近付いてくる。

「北門に敵襲ッ!!　ゲルメド帝国軍だッ!!」

　朝日が顔を出した頃、敵軍が襲来した。とうとう戦端が開かれる。

　王都セヴンウォールには、魔除けの結界があるが、どうやら魔導器には効かないらしい。

　そもそも、あれは魔物──魔族・魔獣・魔王と、魔術に対する結界だ。

　世界観の異なる魔導器には効果がないか。

　ゲルメド帝国兵は銃のようなもので攻撃してきた。

　対して、リフェリア王国軍も魔銃マギガンや召喚獣で応戦する。

　その様子をディアヴロは上空から眺めていた。戦況を把握するため、魔術で浮遊している。

　──勝てないな。

　火力の差が大きかった。

　城壁があることと、教会兵の士気が高いこと。

　それと、ゲルメド帝国兵が強行軍と連戦で、さすがに疲労しているため、どうにか拮きつ抗こうしているが。

　ガールズアームズの仕様だと、魔導器の銃の弾数は無限だ。

　対して、弓も魔銃も召喚獣も消耗する。

　時間の問題だろう。

　ディアヴロが出て行って、極大魔術で薙なぎ払うか？

　──いや、ここで消耗するべきではない。俺が戦うべき相手は、別にいる。

　北門に大型の敵が出現した。

　白色の魔導機兵マギマテイツクソル！

　胸の位置から、拡声器を通したような大きな声が流れてくる。

『あー……あー……聞こえますか？　リフェリア王国の皆さん……私はゲルメド帝国軍のリッカ・ビヤトナ機兵曹です。この魔導機兵マギマテイツクソルビヤトノスに、王国軍の攻撃は効きません。降伏すれば、兵と民衆の安全は保証します』

　まだ年端もいかない少女の声だった。

　ディアヴロは思う。

　──やはり、ガールズアームズと同じか。ヒロインとロボットがワンセットで仲間になる仕様だったからな。操縦者は可愛らしい少女なのだろう。

　壁の上で、宗教服姿の男が叫ぶ。

「騙だまされるな！　俺の家族は帝国に連れて行かれて、帰ってこなかった！」

　さすが教会だ、舌戦では負けなかった。真偽はわからないが、そんなことを言われては素直に降伏できない。

「放てッ!!」

　教会兵の指揮官が大声で命じた。

　白の魔導機兵マギマテイツクソル──ビヤトノスに向けて、城壁の上から、弓矢や魔銃マギガンの一斉射撃が浴びせられる。

『うわわ!?』

　相手が大盾で受けつつ、後退した。

　爆煙に包まれる。

　ワアッ！　とリフェリア王国側は歓声をあげたが……

　煙が晴れると、その声は絶望に変わった。

　本当に傷一つ付いていない。

「うそだろ……」

「あんなのに、勝てるわけが……」

『ほっ……これで、わかってもらえましたか？　無益な抵抗なんてやめて、降参してください！』




「それでは、こいつを試してみるか……《ライトニングストーム》ッ!!」




　光と風の属性を持つレベル１４０の魔術だ。竜巻が相手の動きを押さえこみ、同時に雷光を叩たたきこむ。

　ディアヴロは城壁に降り立つと同時に、魔術を放った。

　周りの信者たちが、驚き、慌てふためく。

　彼らを気遣っている余裕はなかった。

　──正直、《ライトニングストーム》が無効化されるようだと、もうＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリ側の攻撃では、魔導機兵マギマテイツクソルを倒せる気がしない。

『がああああああああああああー!?』

　ビヤトノスが吹っ飛ぶ。

　地面に倒れこんだ。

『ううぅ……な、なにが……？』

　外装が割れて、破片が落ちる。

　どうやら、ダメージは通ったらしい。

　やったぁ！　と教会の者たちが歓声をあげた。

　しかし、ディアヴロは無言だった。

　──硬かてえ～。

　極大に近い高レベル攻撃魔術を直撃させたのに、ちょっと装甲が割れただけか。

　魔導機兵マギマテイツクソルの魔術防御力は、魔王級だった。

　もしも、この敵が一体だけで、ロゼとササラが前衛をやってくれれば、詠唱の長い魔術を使って、撃破できるかもしれない。

　残念ながら、ロゼもササラも呼んできていなかった。いつ帝国軍が来るかわからないのに王都を離れるわけにはいかなかったからだ。

　そのうえ──

『なにをやっていますの、リッカさん!?』

　赤色の魔導機兵マギマテイツクソルまでやってきた。

　敵は軍隊だ。

　総数は不明だが、少なくとも一体ということはなかった。

『あ、エリーナ』

『壁の上の動かない敵兵なんて、薙なぎ払ってしまえばいいでしょうに！』

『でも、アレが居るかもしれないから、やたら殺しちゃうと……』

『男ばかりじゃありませんか、問題ありませんわ！　そんなことより、貴女まで機体を失ったら今度こそ……』

『うっ……』

　会話の意味はわからなかったが、攻撃が来ることは予想できる。

　新手の赤い魔導機兵マギマテイツクソルが、ごつい弓を構えた。

　ディアヴロは相手を睨にらむ。

　──あれ、こいつ、知ってるぞ？

　ＳＬＧガールズアームズは、それほど長くプレーしなかったが、こいつは初期メンバーとして部隊に所属していたキャラクターのロボットだ。

「たしか、エリーナ・ルフォリアが乗る……《赤のブリックス》だったか？」

『ッ!?　貴方、なぜ……わたくしのことを!?』

　驚いた。

　キャラクター名まで、そのままだなんて。

　けれども、それで互いの関係が変わるようなことはなかった。ここは戦場だ。

　エリーナが呼吸を整える。

『まぁ、ゲルメド帝国軍において、魔導機兵マギマテイツクソルは主役オブ主役ですものね。その使い手のなかでもわたくしは人目を惹ひいてしまう存在ですから──敵兵までが名前を知っていても不思議はありませんわ』

『そうかなぁー。不思議じゃない？』

『おだまり！　たとえ、彼がわたくしのファンでも、この場で撃破します！』

　彼女たちのやり取りに、既視感があった。

　ゲームで見た掛け合いだ。

　もしも、レムやシェラに召喚されたのではなく、あちら側に現れていたら──

　自分は彼女たちの指揮官にでもなったのだろうか？




『倒されなさい！』




　赤のブリックスが魔導弓を発射した。

　魔銃マギガンと同じ扱いの攻撃だ。

　つまり、ディアヴロの《魔王の指輪》では反射できない。

　──最近、指輪の出番がないよね!?

「《ヴォルカニックウォール》ッ！」

　ディアヴロは炎の壁を発生させ、敵の攻撃を遮断した。

　三発までは耐えてくれる。

　ところが、四発目で貫通してきた。

「チィ……ッ!!」

　城壁の上が攻撃され、教会兵たちが悲鳴をあげて逃げ惑う。

　ディアヴロは壁の外側へ降りた。

　──俺を狙った攻撃の流れ弾なんかで、兵を減らされたらマズイ！

　魔導機兵マギマテイツクソルを倒しても、防衛線が帝国軍に押し切られてしまったら意味がなかった。

　かといって、自分が戦えなくなったら、もっと悪い。教会兵たちでは魔導機兵マギマテイツクソルに抗えず、一方的に蹂じゆう躙りんされてしまう。

　──このクエストは、教会兵が持ちこたえているうちに、この魔導機兵マギマテイツクソル二体を撃破か、撃退することだ！
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　ルマキーナの元に、さらなる報告がもたらされる。

　──第一地区との連絡橋に、ゲルメド帝国軍が現れました！

「もう、そんなところまで……」

　帝国軍が入りこみ、第一地区は占領されたということか。

　レムはうめく。

「……王都の東側には、リフェリア王国軍の残存戦力がいたはずなのですが」

「まぁ、勝てないから逃げてきたわけだしね」

　シルヴィが肩をすくめた。

　現在は教会兵が応戦中とのことだ。

　負傷者の手当のため、リリタナは深殿の下層に用意した救護区画に下りている。アンジュレンとホルンは手伝いとして付いていった。

　交戦が始まり、次々と負傷者が運ばれてくる。

　神官たちが奇跡を祈り、彼らの傷は癒やされた。また戦線に復帰していく。

　前線では〝死ななければ治してもらえる〟という心強さが、教会兵を支えているのだった。

　アリシアが腰の剣を確かめる。

「わたくしが参りましょう」

　先程のおかしな言動はなかったかのように、今は凜りんとした表情を見せていた。

　ルマキーナが意外そうな顔をする。

「え？　でも、失礼ですが……アリシアさんは、それほど戦いが得意ではないと伺っていたのですが」

「ふふ……たしかに、戦士としてはレベル40くらいですね」

　それでも、なかなかの実力者ではあるが、戦局を変えられるほどではなかった。

「お味方が一人でも多いほうがいいのは間違いありません。ですが……」

　アリシアには立場がある。

　リフェリア王国は風前の灯火だが、それでも無視はできない。

　それに、戦う以外のことでも頼りになる女性だ。

　教会と対立したときには、枢すう教きよう院いんの犯罪の証拠を短期間で集めてくれた。今回はディアヴロたちの動向を追いかけ、国王の手よりも早くシルヴィやホルンを保護してくれた。

　誰にでもできることではない。

　アリシアが薄く笑う。

「ファルトラ領主と対たい峙じしたとき、わたくしは何もできませんでした。エデルガルト様が魔族たちから制裁を受けたときも……。欠点を自覚していながら、いつまでも同じではいませんよ」

「どういうことでしょうか？」

「ふふ……武力にも、いろいろな種類があるのです」

　何か用意があるらしい。

　ルマキーナがうなずいた。

「わかりました。どうかご武運を」

「ありがとうございます、ルマキーナ様」

　レムも前に出る。

「……わたしも行きます」

「よいのですか？」

「……今のわたしは、なかなか強いですよ」

　正直、《魔王の牙》を使ったときのような絶大な力は、発揮できない。それでも、高レベル召喚術士として。

　拳士としても。

　戦力になれるという自負があった。

　シェラが挙手する。

「じゃあ、あたしも！」

「却下」

　かぶせるように言ったのは、壁際で腕組みしているシルヴィだった。

　シェラが唇を尖とがらせた。

「なんでー!?　あたしだってクルムちゃんに強くしてもらった弓があるし、みんなを守れるよ」

　シルヴィが首を横に振る。

「残念だけど……シェラちゃんに万が一のことがあると、グリーンウッド王国がなくなっちゃうらしいからねー。普段の冒険ならまだしも、戦場で前線に立つなんて許可できないかな」

「あたし、魔族との戦争で戦ったこともあるよ!?」

　レムは横から言う。

「……あのときは、あなたにそんな役割があるなんて知らなかったでしょうに」

「でも、あたしは冒険者で！」

「それなら、せめて自分の身は自分で守れるようになってからでお願いします。あなたの身を守るために、わたしは召喚獣を二体も使わなければいけません」

「うっ……」

　王宮騎士ゲイバルトとの戦いで、レムは召喚獣を盾にした。

　シェラは攻撃役だ。

　役割分担は上手くいったが、逆に言えば、シェラには召喚獣による盾が必要だったわけで。

　レム一人のときは、召喚獣を全て攻撃に使えるのだった。自分の身を守るだけなら、拳士として──輝光を使えばいい。

　アリシアが真剣な声で言う。

「シェラ様には、ルマキーナ様の護衛をお願いします。教会兵は前線におり、わたくしとレム様まで出たら、もうこの場を守れるのは、貴女だけなのですから」

「え？　ああ、そっか」

「ボクは支援魔術師だからねー。足止めはできるけど、敵を撃退はできないんだよ」

　シルヴィが苦笑いした。

　シェラがうなずく。

「わかった！　ルマキーナさんを守るね！」

「よろしくお願いします」

　そういうことで話がまとまった。

　アリシアが扉へ向かう。

　レムは彼女を追い、《火の祈りの間》を出た。




　廊下を歩きながらレムは言う。

「……助かりました。シェラは言い出すと聞かない性格ですが、今回ばかりは前線に出すわけにはいきませんから」

「わたくしとしては、レム様にも残っていただいたほうがよかったのですが」

「……足手まといだと思われていますか？」

「万が一のことがあったとき、ディアヴロ様に怒られてしまいます」

　レムは頰を搔かく。

「怒って……くれるでしょうか？」

「試してみますか？　ああ、もしかしたら……レム様を失ったクルム様のように、真の魔王として覚醒するかもしれませんね……」

　うっとりした表情で、アリシアが言った。

　レムは嫌そうな顔をする。

「……冗談にしてはタチが悪いです。あのときは、本気で痛かったのですよ」

　かつて、レムはアリシアの策略により、聖騎士サドラーに殺されかけた。

　正確には──夢に出てきたクルム（魔王クレブスクルムの残ざん滓し）の言葉を信じるのならば、一度は殺された。

　普通ならば帰れないところまで行き、シェラによって引き戻されたらしい。

　蘇そ生せいだ。

　それが本当ならば、シェラは大だい主しゆ神しん官かんルマキーナにすら為し得ない奇跡を起こしたことになる。

　どうにも、信じられなくて、まだディアヴロにすら話していないのだが。

　アリシアが目を伏せる。

「レム様たちは、わたくしを許すと言ってくれましたが……あれは命を懸けて償うべき罪だと思っています」

「……まさか、今がそのとき……などと考えていませんよね？」

「無駄死にする気はありませんわ」

　──無駄でなければ死ぬ覚悟なのだろう。

　レムは思案する。

　そして、話題の切り口を変えた。

「……アリシア、よく聞いてください──リフェリア王は崩御なさいました。有力貴族たち幕僚も何人が残っているかわからず、彼らの権力を支える王国軍の兵士たちも大半が失われています。リフェリア王国の体制は瓦解しました」

「…………オルガスムス？」

「そういう話ではなくて！　あなたが王国の悪習を憎んでいたなら、それがない国を作るのは、これからです」

「国を……」

「……この戦況から、ゲルメド帝国を撃退するのは困難でしょう……でも、それが叶かなったなら、戦後復興が待っています。そのときこそ、貴女のような人物が必要になるのです。旧体制の血筋と立場があり、決断力と指導力があり、人も物も動かせる。なにより、不正義を憎む心がある」

　策謀にも強い──と内心で付け足した。

　アリシアが苦笑する。

「おかしなことを言いますね、レム様……わたくしは、魔王崇拝者ですよ？」

「……今でも？」

「今は、ディアヴロ様を崇拝しておりますわ」

「……まぁ、たしかに、魔王は名乗っていますが」

　レムは腕組みして、うなった。

　不思議そうにアリシアが問うてくる。

「ディアヴロ様は……この国の再興を望むのでしょうか？　何もかも燃えてしまえばいいとは考えませんか？」

「……そんなふうに考えていたら、人々を守るために率先して戦っていません」

「あれは、ルマキーナ様のためかと」

「……ディアヴロは口では何と言っても、平和を愛し、人命を尊び、悪行を憎んでいるのです」

「まるで……勇者のようですわね」

「……そう思います」

　レムは否定しなかった。

　アリシアが遠くを見るような目をする。

「この国を……再興ですか……」

「……貴女の力は、そのときこそ必要になります」

「ふふ……買いかぶりだと思いますが、ディアヴロ様が望まれるのでしたら、この身を捧ささげるに躊躇ためらいはありません」

「……では、この戦いが終わったら、彼に聞いてみるといいでしょう」

　そうレムは口にしてから。

　変に誤解されるようなことを言わないといいですが──と少し不安になった。

　苦笑いがこぼれる。

　やがて、レムはアリシアと共に深殿を出た。

　爆発音がする。

　衝撃波を肌で感じた。

　何かが燃える臭いがして、銃声と悲鳴と剣けん戟げきの響きが聞こえてくる。

　──戦場だ。

　アリシアが駆けだす。

「行きますよ、レム様！　連絡橋を守らなければ！」

「はいッ!!」

　レムは召喚獣のクリスタルを握りしめた。





第五章　ひさびさに本気を出してみる




　ディアヴロは魔術を放つ。

「《クロスブリザード》ッ！」

　レベル１１０の水と風属性の元素魔術だ。

　二つの竜巻が発生する。

　触れた物の全てを凍らせ、そのうえで暴風により砕き散らす攻撃だった。

　ゲルメド帝国の一般兵たちが、悲鳴をあげながら逃げだす。

「待避！　待避ィッ!!」

　連中は魔導器の防具を装備しているようだが、これだけ高レベルの魔術を防ぐのは不可能のようだ。

　逃げ遅れた兵が、氷の彫像になる。

　竜巻で砕け散った。

「うっ……」

　ディアヴロの心臓が軋きしむ。

　ゲルメド帝国兵は敵だ。これまでに大勢のリフェリア王国兵や教会兵が討たれ、少なくない民間人が犠牲になっている。

　なにより、敵兵の命まで守っている余裕が──今のディアヴロにはなかった。

《クロスブリザード》の中でさえ、魔導機兵マギマテイツクソルは動いている。

『待避なさい！　一般兵は下がって！』

　赤いほうが叫んだ。

　同じく、白い機体からも悲鳴が漏れてきたが、どちらも余裕がありそうだった。

『うわー……視界が白くなっちゃった!?』

『魔導騎兵の目が凍ったのですか!?　な、何も見えませんわ！　リッカさん、ご無事ですか!?　リッカさん!?」

『エリーナ、落ちついて？　魔導眼の熱線を使って』

『あ……そうでしたわね』

　凍りついて白くなった魔導機兵マギマテイツクソルの頭部が、あっさりと元に戻る。

　装甲にヒビが入っていた。

　ディアヴロの魔術でダメージは与えられているが、本当に微々たるものだ。

　魔導機兵マギマテイツクソルが反撃してくる。

『落っちろ！　落っちろ！　落っちなさいって言ってますでしょ!?』

『当たらないねー』

『リッカさんも撃ちなさいな！』

『いや、私の機体、近接装備だし』

　白のビヤトノスは大盾を持っていた。どうやら、あれが武器らしい。

　ディアヴロは間合いを取って戦っているため、相手の攻撃手段は赤のブリックスの魔導弓だけだ。

　その射撃も、正確だが、予想しやすい。

　魔導機兵マギマテイツクソルの性能はすさまじいが、操縦者の能力──プレイヤースキルは、それなりだった。

　おかげで、どうにか二体相手でも互角に戦えている。

　──ヤバイな。

　ＳＬＧガールズアームズの設定からして、帝国軍の魔導機兵マギマテイツクソルが二体とは思えなかった。

　他の戦場にも出現しているだろう。

　ディアヴロの限界突破した魔術でさえ、なかなかダメージを与えられない。リフェリア王国兵たちでは一方的に蹂じゆう躙りんされてしまうはず。

　こんなところで、ぐずぐずしている場合ではなかった。

「くそっ……でもなぁ……」

　ディアヴロは奥歯を嚙かんだ。

　二体の魔導機兵マギマテイツクソルが言い合っている。

『なんで当たらないの!?　この魔導弓、壊れてるんじゃないかしら!?』

『エリーナが下手なんじゃないかなー』

『ぐっ!?　あとで覚えていなさいよ、リッカさん』

『あわわ』

　ディアヴロの頭の中に描かれた戦闘パターンが、霧散してしまった。

「……」

　あれは、子供だ。

　魔導機兵マギマテイツクソルの強さからして、今まで大勢の敵兵を討ってきただろう。罪もない子供だなんてことはない。

　──それでも、できれば殺したくない。

　戦争だからといって、相手をモンスターみたいに倒せるものではなかった。
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　アリシアは魔石を投じる。

「死になさい」

　ゲルメド帝国兵たちの足元に落ちて──

　爆発した。

　効果としては《フレアバースト》と同等だ。

　大型の魔族ですら吹き飛ばす威力だった。

　ゲルメド帝国兵は魔導器の盾を装備していたが、その魔術防御をあっさりと打ち破る。

　敵兵が肉片と化した。

　レムは目を瞠みはる。

「……す……すごい」

　アリシアが腰のポーチから、また別の魔石を取りだした。

「次は水属性を試してみましょうか？」

　ゲルメド帝国兵が引いていく。

「下がれ！　待避！　待避！」

「あら……残念ですわ」

　連絡橋に押し寄せていた千を越える帝国兵が、第十二地区側から距離を取る。

　守っていた教会兵たちが歓声をあげた。

　レムも賞しよう讃さんを送る。

「素晴らしいです、アリシア！」

「ありがとうございます、レム様」

「……いったい、それは何なのですか？」

「基本的には魔銃マギガンの弾丸と同じようなものですね。高レベルの魔術を封じてあり、少しの魔力で解放してやります」

「そんなことが!?　それがあれば、帝国軍に勝てるんじゃありませんか!?　それどころか、一般兵が魔族や魔王と戦うことだって」

「数が用意できれば、そうですわね」

「……難しいんですか？」

「当クリステラ公爵家が王都魔術師協会に出資して、研究させた成果ですが……まだ問題がありまして」

「……問題ですか？」

　アリシアが苦笑する。

「この魔石……同じ重さの金塊よりも高価なのです」

「ヴッ!?」

　鶏卵よりも確実に大きな魔石を二度見して、レムはたじろいだ。

　去年レムが冒険者として稼いだ額より、これ一個のほうが高価なのではないか。

　アリシアが肩をすくめた。

「生成するときに、極めて希少な貴金属を大量に消費します」

　それ故に、途方もない金額になる。

　しかも、金を出せば作れるという物ではなかった。希少な貴金属は、簡単に見つからないから希少なのだ。

　レムは不安げに尋ねる。

「……もしかして……残り少ないのですか？」

「帝国軍が諦めてくれるといいのですが」

　残念ながら、そう甘くはなかった。

　連絡橋が揺れる。

　重い足音が迫ってきた。

　建物の影から、ぬっと姿を現す。

　巨大な鋼の鎧よろいだった。

　外殻を紫色に染められた魔導機兵マギマテイツクソルで、名をヴィオラノスという。




『リフェリア王国の者ども！　私はアイラほど優しくはないぞ』




　操縦者は機兵長ミグルタだった。

　巨大な銃を持っている。

　リフェリア王国にも魔銃マギガンはあるが、それらとは形が違っていた。もっと角張っている。

　銃口がこちらに向けられた。

　レムは嫌な予感がして、召喚獣を喚ぶ。

「来なさい、《アイアンゴーレム》と《アイアンゴリラ》！」

　自分たちの前に、頑強な二体を。

　同時に、ヴィオラノスが魔導銃を発砲した。しかも、ドドドド……と数え切れないほど連射してくる。

　音よりも速い弾丸が、召喚獣たちの形を歪ゆがめた。

　一瞬で穴が開き、それらは黒色のクリスタルになってレムの手に戻ってくる。

「そんな!?」

　盾としてすら、満足に使えないなんて。

　レムとアリシアが、建物の陰に隠れるくらいの時間しか、稼ぐことができなかった。

　それでも、召喚獣たちに感謝すべきだろう。

　もしも喚んでいなければ、二人とも消し飛ばされていただろうから。

　教会兵に少なくない損害が出ていた。

　そこかしこから、うめき声や助けを求める声が聞こえる。
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「くっ……」

　レムは歯は嚙がみした。

　紫色の魔導機兵マギマテイツクソルによる、たった一回の攻撃！

　それだけで、連絡橋の第十二地区側に構築した防衛陣が、半壊させられてしまった。

　建物の陰から敵の様子を伺っていると、レムの頭上から顔へ、何かが落ちてきて視界を塞がれた。

　オレンジ色の髪──かつらウイツグだ。

　そういえば、まだ男装していたのだった。

　今の攻撃の余波で、髪留めが外れたらしい。

　いつもの格好が深殿に相応しくない──などと評されて男装していた。それはそれで納得ではあったが……

　ここは深殿ではないし、今は平時でもなかった。

「……もういいでしょう」

　レムは外れかけた──豹ひよう人じん族ぞくの標準的なオレンジ髪のかつらウイツグを取って捨てる。

　長い黒髪が広がった。

　ついでに窮屈なジャケットを脱ぎ捨てる。いつもの布面積の少ない──動きやすい格好になった。

　アリシアが横目に見て、口元を緩める。

「レム様は、そのほうがいいですね」

「……わたしもそう思います。昔は自分の容姿が、あまり好きではありませんでしたが」

「心境の変化が？」

「……今は、わたしのことを認めてくれている方がいますから」

　左手の薬指に視線を落とした。

《結婚指輪マリツジリング》が嵌はまっている。

　アリシアがうなずいた。

「素晴らしいことです」

「……まだ、夫婦らしいことは、できていないんですけどね」

「ああ、あの方は、そういう感じですね」

「……だから、こんなところでは死ねません」

「はい」

　戦いに意識を戻す。

　教会兵が散発的に反撃していたが……

　情報にあったとおり、魔導機兵マギマテイツクソルには通常武器が効いていない様子だった。

　紫色の魔導機兵マギマテイツクソルヴィオラノスが、連絡橋を前進してくる。

『隠れていないで出てこい！　穴だらけにしてくれる！』

　また撃ってきた。

　石壁でなければ貫通していただろうか。轟ごう音おんと共に、攻撃を受けた建物が揺れた。

　ものすごい連射だ。

「……わたしが、攻撃を引きつけます」

「レム様!?」

「……アリシアの魔石であれば、きっとダメージを与えられるかと」

　ディアヴロの魔術のような威力だった。あれでダメなら、本当に無理だと思う。

　それは彼女も同感らしく、否定はしなかった。

「でも、魔石ならレム様にも投げられます。全て預けますから、囮おとり役はわたくしが」

「……囮役になるからといって、死ぬ気はありませんよ。今のわたしは、昔とは違います。ディアヴロに守られてばかりだった頃とは」

「そう、ですか」

「……でも、そう長くは持たないと思うので、お願いします」

「わかりました。お任せください！」

「行きます！」

　レムは建物の陰から飛び出した。




「来なさい、《アスラウ》ッ!!」




　クリスタルを投げつける。

　三本角の巨大な雄牛が現れ、猛然と敵へ突っこんでいった。

　ミグルタが鼻で笑う。

『そんなもので、このヴィオラノスが倒せると？　笑わせないで』

「ならびに、《ロックワン》と《ドラゴンフライ》も！」

『雑魚が！　うざったいのよ！』

　銃を撃ってきた。

　召喚獣たちが、あっさりと撃破される。やはり、通じないか。

　魔術師としては確実に成長できている自信があるのだが、残念ながら契約している召喚獣のレベルが低すぎるのだった。

　レムは輝光を使う。

　加速。

　──遅い！　遅い！　あのときは、もっと速く駆けられた！

　ゲイバルトと戦ったとき、《魔王の牙》の効果があったとはいえ、あれは自分の力だったはず。

　ならば、それが発揮できても、おかしくない。

〝集中しなさい、レム。余計なことを考えず、ただ自分の身体と向き合うんだ〟

　不意に思い出したのは、今は亡き父の言葉だった。

　次の瞬間──

　眼前に迫った弾丸に気付いた。

　当たれば、死ぬ。

　無意識に指先へ輝光を練っていた。

　破壊的なダメージを受け流しつつ、弾丸に横から力を与える。

　みしり、と指が軋きしむ。

　皮膚が裂けた。

　ギィン！　と金属的な音を撒まき散らしつつ、レムは弾丸を逸らしたのだった。

　ミグルタは自分の目を疑う。

『なに!?　直撃だったんじゃないの!?』

　レムはすぐに別の建物へ隠れた。

　心臓がバクンバクンと脈打っている。

　──と、咄とつ嗟さに……すごいことをしてしまった気がします！

　もう一度やろうとは思わなかった。

　運がよかった。

　いつかは、この偶然を実力に変える必要があるが、今は圧倒的に修行が足りていない。その自覚はあった。

「……こ、こんな……天賦の才だけで戦うようなのは、わたしの性格に合わないです。こういうのはシェラに任せます」

　声が震えた。

　隠れている建物に、敵の銃撃が浴びせられる。

　アリシアが魔石を投げつけるには、もう少し引きつける必要があった。

　次の手を考えなくては。

　ところが、事態は急変する。
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　空が曇った。

　急に雨雲でも出てきたのかと思う。

　陽光が陰って、周りが薄暗くなった。

「……なに？」

　空に渦巻いた黒雲が、なにやら人の顔らしき輪郭へと変わっていく。

　老人だ。

　眼底の落ち窪んだ、皺くちゃで皮膚のひび割れた、歯の抜けもある老人が、嗄れた声をあげる。

　耳障りな声が、雨のように降ってきた。




『其奴であるぞ！　相違ない！　《器の少女》を余の眼前に！　グッ！　ゲッ！』




　喉から血が出そうな咳せきを残し、空に浮かんだ像が変わる。

　次に描かれたのは──

「……え？　わたし？」

　どこか上のほうから見た角度の、建物の陰に隠れている今のレムの姿だった。

　ゲルメド帝国軍から、ただならぬ気配を感じる。

　まるで、無数の視線が集まってくるような。

　重い足音が近付いてきた。

　建物の陰から覗のぞくと──

　紫のヴィオラノスが、周囲を警戒する様子もなく、悠々と連絡橋を進んでくる。

『ああ、そうなの……貴女が、そうなの！　貴女が……こんなところにいたせいで……どれだけの人が連れて行かれたか！』

　地の底から響いてくるような声だった。

　──何を言っているのか。

　レムには理解できなかった。彼女たちの事情など、知ったことではない。

　ただ、自分が標的にされたことだけは、理解できた。

　恐怖心はある。

　しかし、囮おとり役としては好都合だ。

　意外なことに、ヴィオラノスが銃を捨てた。

　弾切れ？

　いや、先程の上空に浮かんだ老人の言葉を思い出すなら……

　──生け捕りにする気ですね？

　ただ殺すよりも、殺さずに捕まえるほうが、はるかに大変だ。レムにとっては状況がよくなった。

　そう考えたのだが。

　四方八方で、戦いの音が激しくなる。

　ずっと距離を取っていた帝国兵たちが、わらわらと押し寄せてくるのが見えた。

「行け！　行け！　行け！　アレを！　器の少女を捕らえろ！」

　応じて、教会兵たちも武器を手にして立ち上がる。

「近づけるな！　応戦ッ」

　レムは感じ取った──この地にいるゲルメド帝国兵たちが、全て自分に向かってきている。

　ぞくり、と背筋が寒くなった。

　ダン！　とヴィオラノスが地面を蹴る。速い。

　そんなにも俊敏に駆けることができたのか、と驚いた。

　教会兵たちの防衛戦をあっさりと突破して──レムの潜んでいる場所まで、突っこんでくる。

　一気に目の前まで。

『絶対に逃がすものですか！』

「くっ……!?」

　むざむざと巨大な鋼の手に、収まってやる理由はなかった。レムも地面を蹴って駆けだす。

『逃がさないって言ってるでしょう！』

　追いすがるヴィオラノスの背で、派手な爆発が起きた。

　紫色の外殻が砕け散る。

『きゃあああああー!?』

　恐ろしい声と裏腹に、意外にもミグルタの悲鳴はかわいらしかった。

　倒れこんだヴィオラノスが、建物の壁に手をついて立ち上がろうとする。

　そこへ、さらに魔石が飛んだ。

　今度は地面が隆起して、巨大な魔導機兵マギマテイツクソルが、まるで子供の投げた人形のように宙を舞う。

『ああああああああああー!?』

　アリシアだった。

　彼女が建物の陰から出てきて、魔石を投げつけたのだ。

「レム様、逃げてください！」

「…………はい！」

　逡しゆん巡じゆんしたが、彼女の言葉に従う。

　連絡橋を守るためには、あの紫色の魔導機兵マギマテイツクソルを倒さなければ──という当初の状況は変わっていない。

　しかし、今の自分は、ゲルメド帝国兵たち全ての標的にされている。

　──生き残ることを考えなくては！

　上空には、街中を駆けるレムの姿が映し出されていた。監視されている。これでは身を隠したり、こっそり王都の外へ逃げるのは無理だ。

　どうしたら!?

　重い足音が、正面から聞こえてきた。

　ヴィオラノスに回りこまれた!?

　違う。

　街中の樹をなぎ倒して現れたのは、巨大な盾を持った白色の魔導機兵マギマテイツクソルビヤトノスだった。

『いたー!!　見つけました！』

　子供のような声で、操縦者が叫んだ。
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　ディアヴロは空を見つめる。

　老人の顔が浮かんで、何やら叫んだ。そんなものは、どうでもいい。

　しかし、次に映し出されたのは……

「レム!?」

　対たい峙じしていた二体の魔導機兵マギマテイツクソルたちに動きがあった。

『リッカさん、《器の少女》を追いなさい！　ここは、わたくしだけで充分ですわ！』

『わかった！　気をつけて、エリーナ！』

　白のビヤトノスが、街へと駆けていく。

　魔導機兵マギマテイツクソルにとっては、外壁を飛び越えるくらい、造作もないことだった。

　ディアヴロは魔術で阻止しようとする。

　しかし、その詠唱を妨害するように、魔導弓が浴びせられた。

『貴方の相手は、わたくしがしてさしあげますわ！』

「邪魔をするな！」

『そっちこそですわ！』

　派手な爆発が起きる。

　第一地区から第十二地区へ繫つながる連絡橋のあたりか。

　火柱が立った。

　ディアヴロは情報を得ていない。

　しかし、そこで並々ならぬ者が戦っていることだけは間違いなかった。

　上空のレムを映した像の端に、ちらりと赤髪の国家騎士の姿が映る。

　──アリシアか!?

　魔導機兵マギマテイツクソルを相手にして、彼女が戦力になるとは思えなかった。

　逃げ惑うレム。

　ほどなく、白のビヤトノスに発見されてしまう。

　ゲルメド帝国からすると、思惑通りか。

　対たい峙じする赤のブリックスは、無理な攻撃をしてこなかった。ディアヴロを倒さずとも、やがて《器の少女》は捕らえられる。教会へも別の方面から突破できるだろう。

　ディアヴロは魔ま杖じようを下ろした。

「……」

『あら、諦めたのかしら？　帝国には勝てないと悟った？』

　エリーナが同情めいた口調で言った。

　あえて、この瞬間に攻撃してこようとしない。

　こいつらは、決して悪党ではないだろう。




　──それでも、殺さねばならなかった。




「俺は……間違えていた」

　ずっと、心の中では戦いから逃げていたのだ。

　人ひと族ぞくとは戦いたくない。

　戦争なんて嫌だ。適当に戦っているうちに、なんとなく終わってくれるんじゃないか、なんて期待して。

　人殺しに慣れてしまう自分が、恐かったのかもしれない。

　魔王は演技だった。

　ゲームの中で、実際には誰も死なないからこそ、悪逆非道な言動も楽しめたのだ。




　──本当の本当に悪人になりたいわけが、ないだろうが！




　でも、その甘さのせいで、レムが。

　白い魔導機兵マギマテイツクソルが迫っていた。

　殺したくない。

　倫理的な禁忌を犯すのは、良心が痛む。

　恐い。

　自分はどんなときでも善良な人でありたいと思っている。




　そんなんじゃ、大切な人が守れない！




　ディアヴロは魔ま杖じよう《天魔の杖つえ》を握りしめた。

　腰の後ろのポーチから、ポーション管を三本ほど取り出す。

　一気に飲み干した。

　ＭＰ精神力回復、ＨＰ生命力回復、パラメーター上昇！

　ふつふつと血が湧きあがる。

　戦意の高揚とは裏腹に、急激に思考が冷めていき、戦闘以外のことが消えていった。

　雰囲気の変化に、エリーナが怪け訝げんな声をあげる。

『まだ戦う気かしら？　言っておきますけど、わたくしには勝てなくてよ！』

「今までも、あったんだ」

『うん？』

「目の前で……イチャついてるカップルを見ると……どうでもいい気分になって。余計なことは考えずに、戦いにだけ没頭できたんだ」

『そ、それは嫉妬ですわね』

「さてな？　でもさ、今は……違うんだ。もう違う。俺は間違っていたんだから」

『……あ、貴方は』

　赤のブリックスが魔導弓を構えた。

　ディアヴロも杖をかざす。




「俺は……自分の意志で……自分のために、殺す。最大効率で、貴様らを！」




『当然ですわ！　ここは戦場ですもの！』

　エリーナが弾を撃ちこんでくる。

　ディアヴロは回避し、魔術を放った。

「《ライトニングアロー》ッ!!」

　輝く光弾が何発も飛んでいく。

　さほど威力の高くない魔術だった。魔導機兵マギマテイツクソルに命中させても、装甲の表面を焦がす程度だろう。

　そいつを、ゲルメド帝国の一般兵たちに命中させる。

　魔導器の防具があっても、ディアヴロの攻撃を防ぐことはできない。

　いくつもの悲鳴があがった。

　赤のブリックスが驚きよう愕がくの声をあげる。

『みんな!?　貴方……どういうつもりで……ッ!?』

　一瞬、彼女は一般兵のほうへ注意を逸らした。

　それで充分だった。

　ディアヴロは突進系の武技《ソードスマイトⅢ》が使える。

　手が届くほどの距離に詰めた。

「貴様は流れ弾が飛ぶたびに、注意を逸らしていた。頑強な鎧よろいに守られているせいで、基本が疎おろそかなのだ」

『なにを!?』

　ブリックスが魔導弓を剣のように使って、横に薙ないだ。

　その前に、ディアヴロは相手の頭部に触れている。

「《ライト》」

『ひゃっ!?　なに!?　なんなのですか!?』

　たんなる光の魔術だ。

　それを魔導機兵マギマテイツクソルの目──ロボットでいうカメラのレンズ部分に使った。

　レンズが発光しているのだから、視界は真っ白だろう。

　無為に長く戦っていたわではない。

　魔導機兵マギマテイツクソルの仕組みや限界を探ってはいたのだ。

「目は頭部にあるだけ。そして、敵が見えなくては戦えない」

『私は、まだ戦えますわ！』

　赤色の魔導機兵マギマテイツクソルが、その胸部を開いた。

　乗っているのは、子供だった。ゲームに登場したキャラクターによく似ている。勝ち気で、上品で、ときどきポカをして涙目になる子だ。

　──エリーナ・ルフォリア。

　ほとんど裸で、怪しげな触手に埋もれている。

　実際に対たい峙じすると決心が揺らぐが、ディアヴロは迷いを心の奥底へと押しこむ。

「馬鹿めが、顔を出すなど！　《フレアバースト》ッ!!」

「くううううっ」

　装甲が開いている部分に直撃したら、魔導機兵マギマテイツクソルの高い魔術防御も意味をなさない。

　彼女は右腕を盾にして、攻撃を防いだ。

　左手には魔導弓を持っているから右腕を使う。

　攻撃の防ぎ方まで、全てディアヴロの読みどおりだった。

　ズキッ……と胸が痛む。

　しかし、これ以上、この場に足止めされているわけにはいかなかった。




「終わりだ」




「えっ？」

　意味がわからず、エリーナが怪け訝げんな顔をする。

　彼女は盾にした右腕──自分の魔導機兵マギマテイツクソルの右腕の内側に、魔力の輝きを見つけた。

「……うそ」

　ディアヴロは接近したときに、相手の目の部分に《ライト》を。

　そして、もう一つ魔術を使っていたのだ。

　開いた胸部の前にかざされた右腕。

　その内側から、操縦者に向かって──仕掛けられた魔術が発動する。

「《バーストマイン》だ。接触……あるいは、時限式で爆発する」

　魔術の炎が、赤のブリックスの内側を直撃した。

「いや……ッ!!」

　最期の言葉は、途中で爆発音に搔かき消される。

　触手が飛び散った。

　あれほど頑強だった魔導機兵マギマテイツクソルが、頑強な外殻の隙間という隙間から炎をあげ、力なく倒れこむ。

　双方の兵たちから、どよめきが起きた。

　ディアヴロは動かなくなった魔導機兵マギマテイツクソルの──操縦席を見つめ、息を吞のむ。

　しかし、じっとはしていられない。街の中へと駆けだすのだった。

　──無事でいてくれ、レム！
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　レムは建物の壁際へと追い詰められた。

　魔導機兵マギマテイツクソル──白のビヤトノスは頑強なだけでなく、その巨大さからは想像できないほど俊敏で、しかも疲労しない。

　巨大な手が、レムの頭上から降ってきた。

　避ける。

　ところが、その回避先を読まれていたらしい。

　寸前で手が軌道を変えた。

「ぎゃう!!」

　レムは左脚に衝撃を感じる。

　直後、まるで燃やされたかのように、熱を感じた。熱い。熱い。

　それが激痛なのだと理解する。

　魔導機兵マギマテイツクソルの手に、レムの左脚は潰されて、元の形がわからないくらい、ひしゃげていた。

「あ……あああぁ……」

　泣いている場合ではないのに、目尻からとめどなく涙がこぼれてくる。

『よし、捕まえた！』

　白のビヤトノス──リッカの声だ。

　まるで子供が虫でも捕まえたような、無邪気な口調だった。

　レムは悲鳴をあげる。

「うっ……ううぅ……うあああー……」

　左脚が火で焼かれているかのように熱かった。激痛のあまり、上手く呼吸ができないほど。

　それでも、逃げなくては。

　レムは這はいつくばり、両手と残る右脚だけで、身体を前へ運ぼうとする。

『あれ？　右脚も潰しておいたほうがいいか……えい！』

「ああああああああああああああああああああああああああああ！」

　身体が地面に縫いつけられたように、動けなくなる。

　両脚が熱い。

　薪として炎に放りこまれたかのように。

　やがて、逆に身体が冷えてきた。大量の出血が体温を急激に奪っていく。

　寒い。

　両脚は熱いのに、身体は寒くて仕方がない。

　ガチガチと歯を鳴らしてしまうくらいに寒くなった。

　手が震える。

　身体は動かせないのに、指先だけは痙けい攣れんしたように震えていた。

　そんなレムを、ビヤトノスが見下ろす。

『あー、あー……アイラさん、《器の少女》ってのを確保しました。誰かに回収してもらっていいですか？　私、人を運ぶのって苦手で』

　その場に、さらに別の魔導機兵マギマテイツクソルがやってきた。

　紫色の機体だ。

　──ヴィオラノス。

　左腕がなくなっている。

　しかし、それだけだった。

『捕まえたのね、リッカ!?』

『はい！　がんばりました！　って、ミグルタさん、大丈夫ですか!?』

『問題ありません』

『うわぁ……魔導機兵マギマテイツクソルの腕を千切るなんて……誰にやられたんですか？』

『あれは、魔術師なのかしらね？　よくわからないけれど、吹っ飛ばしたわ。死んだかどうかは確かめてないけど』

『珍しいですねー』

『兵たちが囲んでたから、任せたわ』

『なるほどです』

『そんなことより、周囲を警戒してちょうだい。帝国兵が集まってきてるせいで、王国側も集まってきてるんだから』

『はーい』

　リッカは上空を見上げる。

　──今も、そこには不可思議な技術により《器の少女》が映し出されていた。

　映っているのは、両脚が潰れた黒髪の豹人族の少女。

　そして、見上げている自分──白のビヤトノスだった。

　凄惨な光景だ。

　声こそ届かないが、あれを見たら、王国兵どころか帝国兵ですら、助けたいと思うかもしれない。

　リッカはため息をついた。

『でも、任務だし…………ん？』

　巡らせた視界の端に、ふと気になるものが。

　少し離れた建物の上に、誰かいた。

　黒い服の男。

　杖つえを持っている。

　角の生えた混魔族デイーマンだった。

『……あれって、エリーナに任せた……魔術師!?　じゃあ、エリーナは!?』

　ミグルタが問うてくる。

『どうしたの？』

『噓うそだ！　エリーナが……そんなわけないよ！』

　リッカは、黒い魔術師を睨にらむ。

　そいつは──

　巨大な漆黒の弓に、矢をつがえていた。
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　ディアヴロは多重魔術の二つ目を唱える。




「森しん羅ら万ばん象しようを吞のみこむ虚きよ無むよ、我が手に来たれ……《ブラックホールアロー》」




　前口上もなしに、こっそり大きな魔術を用意して、撃ちこむ。そんなのは、あまりにも魔王らしくない。

　戦うならば正面から堂々と。

　そういう拘こだわりを──今は捨てた。

　格好悪くてもかまわない。

　魔導機兵マギマテイツクソルが二体。

　名乗りをあげて戦っていたら、一方を相手しているうちに、レムが連れ去られてしまうだろう。

　対戦の景品のように、飾っておいてくれるわけがない。

　ここは戦場で、敵の行動は当然だ。

　平和ボケした間抜けな判断で、彼女を失うなんて──そんなことは許されない！




「虚きよ無むの矢よ、天地せかいの境きよう界かいに楔くさびを穿うがて！　《グラビティアビス》ッ!!」




　黒色の輝きを放つ矢弾が、魔導機兵マギマテイツクソルへと飛んだ。

　大気が震える。

　三つの極大魔術の結晶だった。

『なん……!?』

　魔導機兵マギマテイツクソルは速いが、こいつを回避できるほどではない。図体が大きすぎるのだ。

　相手は巨大な盾で受ける。

　魔術が発動した。

　黒色の穴に、頑強な大盾が引きずりこまれる。

　ディアヴロの魔術に幾度も耐えた外殻が、あっさりとひしゃげた。

『うわっ!?　うわっ!?　なに!?　なんだ、これ!?』

　野球ボールくらいの大きさの穴に、その周囲の全てが引きずりこまれていく。

　異変に気付き、ミグルタも声を荒らげる。

『どうしたというの、リッカ!?』

『わからないです！　盾が……潰れて……!?』

『放棄パージなさい！』

　──この異世界は、ゲームの中じゃない。

《グラビティアビス》に沈めば、間違いなく死ぬ。リセットはない。

　ゲームオーバーになって、ため息をつきながら電源を切って、トイレに行ってメシを食って寝て、翌日に再挑戦──などという世界ではない。

　死んだヤツは死ぬ。

　その世界で、自分は……

「俺は……人に向けて、魔術を使う。敵を殺して、レムを助ける……!!　《ライトニングメテオ》ッ!!」

　雷を落とした。

　新たに現れた紫色の魔導機兵マギマテイツクソルへの牽けん制せいだ。

『くっ……また魔術師なの!?』

　飛び退いた。

　その隙に、ディアヴロは駆ける。駆ける。倒れている彼女のところへ。

「レム！」

　傍らに膝をついた。

　彼女の涙に濡ぬれた瞳が、見開かれる。

　──ディアヴロ!?

　唇が動いたが、声は出なかった。

　ポーションを使ってやりたいところだが、その暇はないようだ。

　紫のヴィオラノスが突っこんでくる。

『そいつを渡すわけにはいかないのよ！　何があろうと！』

「同感だ。何があろうと、渡しはしない。《プリズムウォール》ッ!!」

　広がったのは、虹色の壁だった。

　土・水・火・風の四大元素と光と闇──全ての属性による魔術の障壁だ。発生までに少しかかるが、間に合った。

　発生してしまえば、十秒間は消滅しない。

　たとえ、魔導機兵マギマテイツクソルが渾こん身しんの力で殴ろうと、耐えるはずだ。

『なんなのよ、これは!?』

　相手が戸惑っているうちに、ディアヴロはレムを抱きかかえる。

「行くぞ」

　彼女は、こくりとうなずいた。

　酷く潰された両脚に、遅れたことを申し訳なく思う。

　──俺が、もっと早く決断していれば。

　飛ひ翔しよう魔術で一気にその場を離れる。

《グラビティアビス》の効果が、最も広がるタイミングだった。

　リッカが悲鳴をあげる。

『ミグルタさん！　ミグルタさん、助けて！　助けてください！』

『えっ、そんな……リッカ……あなた……!?』

　白のビヤトノスは左半身を穴に吞のみこまれていた。

　もう操縦者も半分ほど潰れているだろう。

　極小のブラックホールだった。重力の底であり、全てを吸いこむ。

　どれほど魔導機兵マギマテイツクソルの外殻が頑強だとしても関係なかった。ぐしゃぐしゃにひしゃげて、粉々に砕け、穴へ落ちていく。

『あっ、ああああああ……いやだ！　潰れる！　潰れる！　助けて！　ミグルタさん、ミグルタさん！　アイラさん！　エリーナ！　みんな、助けて！』

『機体を捨てなさい、リッカ！』

『開かないんですよ！　開かない、開かな……あああああ……お母さん、お姉ちゃん……助けて……誰か、助けてえええええッ!!』

　叫び声と一緒に、白色の魔導機兵マギマテイツクソルは、極小の穴へと消えた。

　ちょうど、《プリズムウォール》の効果が切れる。

　なにもなくなった場所に、よたよたとヴィオラノスは駆け寄った。

　立ち尽くす。




　雑音まじりにアイラの声が聞こえた。

『帰投しろ、ミグルタ……王城の攻略は達成した。作戦は終了とする』

『……なに言ってるの？　リッカが……いなくなって』

『エリーナとも連絡がつかない』

『うそ……だって、二人とも……今朝は、あんなに元気で……』

『わかっている』

『殺してやる……あの、魔術師……ッ』

『ああ、しかし、機体を修理してからだ、ミグルタ』

『どうして!?　《器の少女》だって、目の前に……ッ!!』

『武器もなしに戦える相手ではない！　このうえ私に、君まで失えと言うのか!?』

『うっ……』

『帰ってきてくれ、ミグルタ』

『ひっく……うっ……うあ……あいらぁ……あああああああああ！』
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　ディアヴロは、地面にレムを横たえる。

「生きているだろうな!?」

「……」

　もう口を開くのも困難なのか、彼女はうつろな瞳で──うなずいた。

　両脚がぐちゃぐちゃになっている。

　この姿を二度と忘れない。

　自分の甘さが、レムの命を奪いかけたのだ。

　ディアヴロはポーチからＨＰ生命力回復ポーションを取り出した。レムを抱き起こして、飲ませる。

　高レアリティの治癒アイテムだ。

　まるで動画を逆再生したかのように、潰れてしまっていた両脚が、みるみるうちに元の形へと戻る。

　いつの間にか、上空の映像は消えていた。

　何かしら監視するものが飛んでいたのだろう。ドローンのようなものか？

　対策の必要があった。

　けほっけほっ……とレムが咳せきこむ。

　そして、弱ってはいるが、いつもの声を聞かせてくれた。

「……ありがとうございます、ディアヴロ」

「いや、遅くなった。すまない」

「……わたしこそ、前のことで自分を過信して。ばかのばかばかでした」

「それは、俺のほうだ」

「……ばかのばかばかですか」

「う、うむ」

　そんなかわいいものではない。

　心に刻んでおこうと思う。




　──俺は自分のために、人を殺したんだな。




　敵ではあったが、言葉を交わすことができる相手だった。彼女は仲間を思いやり、誰かのために戦うような者だった。

　心が軋きしむ。

　握りしめて震える拳に、小さな手が重ねられた。

　レムの手だ。

「……ごめんなさい、わたしのせいですね」

「馬鹿なことを言うな。侵略してきたのは帝国の連中だ」

「……ディアヴロが罪を感じるのなら、半分はわたしに背負わせてください。だって、わたしたちは……」

「レム……」

　彼女が目を閉じる。

　不思議と、照れたり動揺したりはしなかった。

　助けることができた──そのことを確かめるように。

　もしかしたら、明日には彼女に触れることができないかもしれない。そんな不安を振り払うように。

　ディアヴロも顔を近づける。

　二人は唇を重ねた。
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エピローグ




　ゲルメド帝国進攻軍司令官ドリアダンプは、床に頭をこすりつけて平服していた。

「誠に……申し訳……ございません」

　脂汗が、落ちる。

　空間に映し出された映像には、しわがれた老人の姿がある。

　皇帝陛下だった。

　聞いているだけで寿命が縮みそうな、しゃがれた声が流れてくる。

『ドリアダンプよ……なんとしても《器の少女》を……余の前に連れてくるのだ』

「なんとしても！」

『アレならば……我が魂の……受け皿となる』

「はい！　必ずや《転生の魔導儀式》を！」

『急げ……急ぐのだ！』

　喉から血が出そうな声を絞り出し、皇帝は勅命を告げるのだった。




　映像が消え、真っ暗になる。

　ただ、ドリアダンプの息づかいだけが聞こえていた。

　人ひと族ぞくの身体には、自身の魂のための器があるのだという。

　しかし《器の少女》は特別だった。

　自身のぶんの他に、巨大な魂を受け入れる器があるらしい。

　皇帝は老いさらばえた肉体を捨てて、そこへ魂を移すつもりだった。

　ただ移すだけでなく、新たな生命として育まれ直す。現在の記憶を持ったまま赤子に転生するのだ。

　ドリアダンプは平服しながら、舌なめずりをした。




　──渡すものか。




《器の少女》を使えるのは、なにも皇帝だけとは限らない。

　ドリアダンプは密かに《転生の魔導儀式》を完成させていた。

　皇帝ほどではないが、自身の肉体も老いと肥満で朽ちはじめている。

　脳裏に焼き付けた、黒髪の豹ひよう人じん族ぞくを思い浮かべ、彼は眼球を血走らせた。

　──この儂わしが、有効に利用してやろう。

　彼女の腹に、自分の魂を宿らせ、新たな命として誕生し直すのだ。




「絶対に逃さんぞ、《器の少女》よ」





†






　皇帝陛下との魔導器による会話を終え、ドリアダンプは司令室へと戻った。

　隠し扉から出て、椅子に腰掛ける。

　ほどなく、部屋のドアがノックされた。

「入れ」

　許可を与えると、魔導技師が入室してくる。

　ローブを被り、マスクを着けているので表情はわからないのだが。

　なにやら興奮している様子だった。

「魔導師様、大変なことが起きました！」

　そんな切り出し方をして、大したことでなかったら、どうしてくれようか──と考えながら続きをうながす。

「話せ」

「捕虜を適合試験にかけておったのですが！」

　そういえば、そんな命令をしたことを思い出した。

　可能性がありそうな者は、魔導機兵マギマテイツクソルの中へ放りこむ。十中八九どころか数え切れないほど入れても、だいたいは餌だ。

　魔導機兵マギマテイツクソルに喰くわれて、おしまい。

　しかし、極めて稀まれにだが、適合者が出る。

　中の怪物と通じ、その力を振るえる者。

「出たのか？」

「はい」

「どの魔導機兵マギマテイツクソルだ？　紺か？　葵あおいか？」

　魔導技師が、ぐっと息を吞のんだ。




「金のゴルディノスです！」




　ドリアダンプは椅子を蹴った、魔導技師に摑つかみかかる。

「それを先に言え！」

「おおおおおめでとうございます！」

「間違いなら、貴様をゴルディノスに放りこむぞ！」

「どうぞご確認ください！」

　工房へと駆ける。

　いつもは誰も近付かない一番奥の整備台ハンガーを、大勢の技師たちが取り囲んでいた。

　ドリアダンプが来たことに気付き、連中が道を開ける。

「お、おお……」

　ハッチは開いたままだった。

　鎖で拘束したままの姿で、その女がゴルディノスの中に収まっている。

　喰われていなかった。

　適合者だ。

　女を調べるため、血を抜いたり、髪を取ったり、皮膚を採取したり、と何人もの技師たちがいじくりまわしている。

　ドリアダンプは技師に問う。

「……奴隷魔術は？」

「すでに施しております。人間ヒユーマンが適合したのは、極めて珍しいです」

「フンッ……種族など、どうでもいい。敵国人など使い捨てだ」

　適合の結果として、その女の髪は、ゴルディノスの外殻と同じくらい完全な金──黄金を溶かして糸にしたような金髪になっていた。

　ドリアダンプは技師が差し出してきた資料に目を落とす。

　この女の名は──




『アリシア・クリステラ』




　ゴルディノスの中に収まった彼女が目を開く。

　技師たちが、ざわめいた──もう覚醒するなんて!?　早すぎる！

　燃えるような赤い瞳で、周囲を睥へい睨げいする。




「……醜い」




　金のゴルディノスの第一声だった。





　今回は戦記っぽく進めてみましたが、初めての展開のはずなのに、もう十四冊ほど書いているような感覚でした。『覇は剣けんの皇こう姫きアルティーナ』という戦記シリーズを書いているからでしょうかね。こちらファミ通文庫で刊行中です。よろしくお願いします（挨拶）。




　あとがきです。

『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』ＴＶアニメ、大変に素晴らしい出来で、本当に幸せな時間を過ごさせていただきました。小説とは違った展開もあり、読者の方にも楽しんでもらえると思っております。




　さて、小説です。

　ゲルメド帝国が登場しました！　実はもっと先の巻でやる予定だったのですが、なんとなく〝今しかない〟と思いまして。いつもお決まりの伏線を張って、予告した相手をやっつけるばかりでは退屈ですから。楽しんでもらえたなら幸いです。

　次巻は、帝国との戦争になにかしら決着をつけたいと思っていますし、金髪と化したスーパーアリシアや、出奔した王宮騎士団など、いろいろと語ることがあります。

　どこまでプロットが入るかわかりませんが、なるべく早くお届けできればと思っています。よろしくお願いします。




　イラストレーター溝みぞ口ぐちケージ先生が企画もしている『14歳とイラストレーター』（ＭＦ文庫Ｊ）刊行中です。14歳のコスプレイヤーと、プロのイラストレーターの交流と業界ネタを盛りこんだお仕事コメディ。Ｋａｍｅｌｉｅカメーリエ先生によるコミカライズも好評連載中です。




　宣伝を挟んだところで、別の話題を。

　この巻には、ドラマＣＤ付き限定版があります。今回の脚本は、自分が書かせていただきました。いい感じになっていると思うので、ぜひ聴いてみてください。




　謝辞──

　鶴つる崎さき貴たか大ひろ先生、今回も素敵なイラストをありがとうございます。

　デザイナーのアフターグロウ大おお石いし様、今巻もありがとうございます。

　担当編集の庄しよう司じ様、今回も大変にお世話になりました。特装版についても、実現していただいてありがとうございます！

　講談社ラノベ文庫編集部の皆様と関係者の方々。応援してくれている家族と友人たち。そして、読んでくださった読者様に最高レベルの感謝を！　ありがとうございました！


むらさきゆきや　　　　　







[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]





本作品は、二〇一九年四月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







異い世せ界かい魔ま王おうと召しよう喚かん少しよう女じよの奴ど隷れい魔ま術じゆつ12




二〇一九年六月一日発行

むらさきゆきや

©Yukiya Murasaki 2019


発行者　森田浩章

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。


19A0418E

01





cover.jpeg
Y WBULS /N R





nav.xhtml

    
  
    		目次


    		奥付


  





images/00017.jpeg
¢

&S B0
—T\w\

Gt

T NC Ot OF
o

HTHk
T112-8001 HEHMXEXEI2-12-21
(MBS / N ERED S

[COTEPEPTEIR
[ERIBEREEIR

FUBHNTELATW T BERZSBITTEDLDIC,
HREFDIBRESEICSETCVVELEELNERNET .
Web7 > — MIZHHESBNLET,

https://eq.kds.jp/lightnovel/6272/

WS /AXEX T2V IV

http://kc.kodansha.co.jp/In

W& 707 http://blog.kodanshaln.jp/





images/00016.jpeg
N

|72
2

/ (=

ot i
A i

ot ;7
<

B

4101 PLIOM
IDJOUY SSIDRE(]

Jo Sury Y,

N
i

~ AR - — ol
= http:/www.isekaimaou.com g YT 11 1, \]‘
e walweps ey A e S

= hitp:/seiga.nicovideo,jp/manga/official/w_sirius/
N — | % ———— )






images/00019.jpeg
(=N
[RFREE BRI LZOWGREIN BEHNLS
/I RYE

[BRIDBET VT« —F] T 7 I@XE
MamEASAMU—5—] MFXEJ
[TEHST7FR HOFEEE 77 IBXE
EEY A~ — http://murasakiyukiya.net/

Illustration
E%Illﬁ%jc (DB ERHV3B)

BB EDEZER AR BVDONEER
TUeS. ADHMIRD SBEN % EBEMELS R
3%Z57T. BIC! FEAHULIDARMIERNS
HMNTVBZSTI, DEUZDS5 1 FEH
356 HICIR3DIITI &K !
BEFUCEHELES 3BFRTUN. FHICH
URESTEVET

A5 BIBER YA 1 AFTERGLOW





images/00018.jpeg
%
Web7/0'—l~(..
""ﬁ?m’é':a‘sliﬁc \WWET!

e | AEOARLEXICIVBINTRELATVETS
fEiME BT TEZ LIS, AL EZD
CHRESBICSETOLLEELVERVET,

FPUr—R=Tl
5505 ey,

ZHHWNEW e
HBEEDFDS, #RT

HH20241 )
BEH—K |

(IREERODT7T7=—)l]
AUASDA ZA MEM)

=L EFET

WebZ > —hA: ICEONSETIRRATEEY,

hitps://eq.kds.jp/lightnovel /627





images/00011.jpeg





images/00010.jpeg





images/00013.jpeg
== The Seven THall MHap ~=






images/00012.jpeg





images/00015.jpeg





images/00014.jpeg





images/00002.jpeg
e o ?_ JESR

A






images/00001.jpeg
/\ i

ﬁ)A_r ,,N%F ;, ;
~ //WM.,M _

> M%mmx/mm\.ﬂ &ﬁm@t&oﬂa
R = l,hﬂufﬁ%wumw






images/00004.jpeg
ERET LBWIRD
IR 2

LHEXWER

¢

BRHS /RN E





images/00003.jpeg
KBRS LR i
CANDRSRIKYA |
A7)






images/00006.jpeg
e

HERORGHNHEORENTBHE  ARSRTHER L VI Z)— b7
DBEEPSHH>TINETATIOE A IR & RO ER 3.5
HWERBZATIHROTVS, BFATIRERDTYS,

Y
MO 2R 74 70
WHRTRERFERIC A% &
HORKEFIFL TS,

MM EXRE T, Y
707 EHORS 4
% KB L Ew

GERR IR
BITRY A —H—1E
HKRF T TRy

HLMEROTYS,






images/00005.jpeg
<-CHARACTERS-:{-

ZORMFUT I P
F=2D+9TTVA
Y —FKol.fixa
IafiC EEREL
TohVnERFbEE
&BE,

EIF IR OB L

GNBEOEWRH 1RO F 2>, TNTDEMT 4T TR EICl
FAT T ORI S 5 o705 RTERE o P F L2 4D

Doy P EOLT SHADHL,






images/00008.jpeg





images/00007.jpeg
R ThATODLT bgus

Zuu—27 012
o= e B3 ﬁsgtféé 032
= v 7 [ oes

so BB RP RS TAS 076

4 Bt EARRoTAS 127

n:{zi ATAN A
1> AFTERGLO





images/00009.jpeg





